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序

　本書は北杜市長坂町に所在する酪農試験場の増・改築に伴う第1次から第3次発掘調査の出土

遺物の報告書であります。酒呑場遺跡は、酪農試験場の増・改築に伴い1994年度に第1次調査、

1995年度に第2次調査、1996年度に第3次調査を実施し、これらについては遺構編の報告を行な

っております。第1次調査では1,500㎡、第2次調査では5,600㎡、第3次調査では3,000㎡を調査

し、2001年度に実施し、報告書も刊行した屎尿発酵施設建設に伴う第4次調査の300㎡を含めると、

合計10,400㎡を調査いたしました。

　酒呑場遺跡が立地する小丘は全体が縄文時代の集落であり、縄文時代前期から中期にわたり集落

が若干地点を変えながら営まれている状況が把握されています。第1次調査では縄文前期から後期

にかけての住居跡が39軒、土坑などが650基、第2次調査では縄文前期から中期の住居跡124軒、

土坑など3,500基、古墳時代前期の住居跡15軒、掘立柱建物跡4棟、近世の溝1条が調査されまし

た。第3次調査では縄文前期から中期の住居跡59軒、土坑など1,700基、古墳時代前期の掘立柱建

物跡1棟、中・近世の溝1条を調査しました。第4次調査では、縄文時代前期の住居跡4軒、中期

の住居跡3軒を調査しました。これまでに合計で、縄文時代の住居跡229軒、土坑など5,850基、

古墳時代前期の住居跡15軒、掘立柱建物跡5棟、中・近世の溝2条となります。これほど大規模

な縄文時代を中心とする集落の調査は、本県では釈迦堂遺跡群に匹敵する規模の調査です。

　第1次から第3次調査の出土品はコンテナにして2,500箱の膨大な量です。2001年度から2003年

度の3カ年間をかけて遺物編発刊にむけての整理作業と編集作業を実施してまいりました。今回報

告した資料は完形に近い土器の数だけでも700点にのぼります。このなかには、2000年12月に中華

人民共和国の上海博物館で開催された日本文物精華展に出展された、列島の縄文時代を代表するよ

うな資料が含まれます。土偶は150点を数え八ヶ岳南麓の中期集落としては最多出土数です。石器

や礫についても千点、万点単位の資料を対象に整理作業を進め、このたびようやく報告書の刊行す

ることといたしました。土器や石器についてはその編年的位置や分布論的な分析がなされ成果を上

げています。また、黒曜石産地分析、石匙の使用痕分析など自然科学的分析も実施しております。

これらの成果を、今後の縄文時代研究におおいに活用いただければ幸甚です。

　最後に発掘調査から報告書の刊行までの過程で、ご助力いただいた関係機関各位、ならびに発掘

調査や整理作業に参加いただいた方々に衷心より御礼申し上げます。

　　2005年3月

山梨県埋蔵文化財センタ－　　　

　所　長　渡　辺　　　誠



例　　　言

1　本書は、山梨県北杜市長坂町長坂上条621－2に所在する酪農試験場内の酒呑場（さけのみば）遺跡の発掘調査

報告書である。1994年の第1次調査、1995年の第2次調査、1996年の第3次調査の3次にわたる発掘調査報告書

の遺物編である。

2　本調査は山梨県農務部の依頼受けて山梨県教育委員会が実施した、酪農試験場の増・改築に伴う発掘調査である。

3　発掘調査および整理作業、報告書刊行は、山梨県埋蔵文化財センタ－が行なった。担当者は以下のとおり。

　発掘調査　

　　第1次調査　Ａ区　　　　山本　茂樹・野代　幸和

　　　　　　　　Ｂ区　　　　森原　明廣・宮里　　学

　　第2次調査　Ｃ～Ｈ区　　野代　幸和・村松　佳幸

　　　　　　　　Ｃ区の一部　山本　茂樹・川手　昌英

　　第3次調査　 区　　　　保坂　康夫・村松　佳幸

　遺物編整理作業

　　2001年度　保坂　和博

　　2002年度　保坂　康夫・正木　季洋

　　2003年度　保坂　康夫・竹本健太郎

4　遺物編の整理作業員は以下のとおり。

　2001年度　梶原　初美、佐野　眞雪、平川　涼子

　2002年度　川住たまみ、平順　　孝

5　本報告書作成のための主な作業分担は下記のとおりである。

　　土器実測・拓本・トレース　梶原　初美、川住たまみ、佐野　眞雪、平順　　孝、平川　涼子

　　石器実測・トレース　　　　保坂　康夫（ 区)、坂本　美夫（石皿実測）

　　図版作成　　　　　　　　　笠原みゆき、野代　恵子、田口　明子

　　表作成　　　　　　　　　　小林　広和（土器観察表)、保坂　康夫（石器他観察表）

　　データ入力　　　　　　　　竹本健太郎

6　下記の業務は委託して実施した。

胎土分析；帝京大学山梨文化財研究所、Ａ～Ｈ区石器実測および観察表・石器使用痕分析・黒曜石産地分析；株式

会社アルカ、炭化材・炭化種実・土偶付着物；パリノ・サーヴェイ株式会社、炭化種実・土偶付着物；株式会社パ

レオ・ラボ、土器実測用写真；小川忠博

7　本書の執筆は、第1・2章、第3章第2・3－1－1・3－2・4節、第4・7章を保坂康夫、第3章第1節第

1・2項を正木季洋、第3章第1節第3項を小林広和、第3章第1節第4項を野代幸和、第3章第3節第1項2・

3を網倉邦夫、第5章を保坂和博が執筆した。また、第6章第1節の土器胎土分析は帝京大学山梨文化財研究所の

河西学氏、第2節の石匙の使用痕分析は株式会社アルカの高橋哲氏、第3節の黒曜石産地分析は国立沼津高等専門

学校の望月明彦氏、第6節の炭化種実同定は株式会社パレオ・ラボの新山雅広氏に執筆いただいた。

8　本書は本文編と図版編とに分けて提示した。図版編は各区の遺物の実測図（第1～236図）と 区の全体遺物分

布図（第237～246図)、 区の遺構写真（写真図版1～35）、各区の土器写真（写真図版36～62）を示し、2004

年度に刊行した。本文編では各区出土遺物の記載と図版編で示した実測図の観察表の提示、 区の遺物分布状況の

記載を行って、2005年度に刊行した。いずれも編集は保坂が行った。

9　本書にかかわる出土品および図面、写真は、山梨県埋蔵文化財センタ－が保管している。
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第1章　発掘調査・整理作業の経過と方法

第1節　発掘調査・整理作業の経過

　酒呑場遺跡は北杜市長坂町長坂上条の酪農試験場内にある。酪農試験場は、戦後まもなくの昭和25年に建設され、

その当時の木造建築が今日まで使用されてきたが、老朽化が激しいため、国庫補助を受けて改築、増築を行なった。

この工事に伴い第1～3次におよぶ発掘調査を実施した。第1次調査（Ａ・Ｂ区）が1994年9月から1995年1月に

かけて、第2次調査（Ｃ～Ｈ区）が1995年4月から12月にかけて、第3次調査（ 区）が1996年4月から11月にか

けて発掘調査を実施した。

　第1～3次調査については遺構編の報告を行った（山梨県教育委員会・山梨県農務部1997『酒呑場遺跡（第1・

2次）－酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査報告書（遺構編)－』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第135

集、山梨県教育委員会・山梨県農務部1997『酒呑場遺跡（第3次)－酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査報告書

（遺構編－前編)－』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第136集、山梨県教育委員会・山梨県農務部1998『酒呑

場遺跡（第3次)－酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査報告書（遺構編－後編)－』山梨県埋蔵文化財センタ－調

査報告書第169集)。

　さらに、2001年度に屎尿発酵施設建設に伴う第4次調査（Ｊ区）を実施した。第4次調査については報告書を刊

行している（山梨県教育委員会・山梨県農務部2003『酒呑場遺跡（第4次)－酪農試験場屎尿発酵施設建設に伴う発

掘調査報告書－』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第209集)。

　また、長坂町教育委員会は公共下水道事業に伴い1995年7月から10月にかけてＧ区を発掘調査している（長坂町

教育委員会1996『酒呑場遺跡Ｇ区』長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第11集)。

　今回の報告書は、山梨県埋蔵文化財センターが実施した第1～3次調査の遺物編である。

　遺物の整理作業は2001年度に第1・2次調査分、2002年度に第1・2次調査分の一部と第3次調査分の遺物図化

等の作業を行い、2003年度に遺物編の図版編を刊行し、2004年度に担当者による報告書執筆と編集作業を実施し、

本編を刊行した。

第2節　遺物整理作業の方法と経過

　酒呑場遺跡の第1～3次調査（Ａ～ 区）で、コンテナにして2,500箱の膨大な遺物が出土している。第1・2次

調査では平板と微細図を中心に遺物の取り上げ作業を実施し、住居跡や土坑、配石などの遺構単位での分布図の作成

を行った。石器については現地で分別し、礫は取り上げなかった。第3次調査（ 区）では、遺構図については平板

と微細図を中心とし、遺物の取り上げについては、手のひらサイズ以上の遺物を光波測距儀とコンピュータによるト

ータルステーションで測点して位置データを記録しており、遺構外の遺物についても遺物分布をある程度検討できる。

グリッド単位での取り上げも、グリッドを4分割した単位でまとめ、極力10㎝単位のレベル別で一括している。グ

リッド単位で一括して取り上げた遺物については、小礫も含め、すべての出土遺物を持ち帰り水洗したが、住居跡に

関連するグリッドを除いて分別、集計等を行っておらず、グリッド出土の石器・礫について未整理の状況にある。し

たがって、 区についてはトータルステーションで取り上げた遺物を中心とした記載となる。

　こうした、遺物取り上げ方法や整理法の違いから、調査区によって確認した遺物の種類や量に違いが生じている。

Ａ～Ｈ区では、石器の内、小形礫器やスリ石・石皿等の一部、搬入石材がほとんど取り上げられていない。 区では、

グリッド出土の土器片の検討が不十分なため土製円盤・焼成粘土塊等の把握が徹底していない。

　土器の整理作業については、水洗、注記後、遺構単位での接合作業を実施し、全体像が把握できる個体について写
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真実測を行った。小川忠博氏に委託して実測用写真を撮影し、1／2の焼き付け写真を鉛筆トレースし原図とした。

大形土器片については一部を拓本と断面実測を行ったが、大形破片の大半と全体像が把握できるものでも縄文のみの

文様や無文のものなど拓本・実測を行わなかったものが相当量ある。土偶や小形土器などの小形品についてはモニタ

ーカメラを用いた実測機による手実測を行った。グリッドも含め土偶や小形土製品については綿密な分別作業を行っ

ており、ほぼ全体を実測図化して報告書に提示している。

　石器については、Ａ～Ｈ区では遺構単位で分別、集計作業を行った（第2表)。実測図化については、黒曜石・チ

ャート製石器について1,563点を抽出し、(株）アルカに委託して特徴的な石器114点を分類・観察・実測した。この

際、石鏃は観察・実測を行わなかった。また、大形石器の内、石匙と磨製石斧については全点を観察し、分類、一部

実測図化を行っている。石皿、石棒についても一部を実測図化している。 区につては、黒曜石・チャート製遺物に

ついて、グリッド一括遺物も含め全点を観察し、剥片も含め住居跡覆土中出土の実数を集計した。住居跡出土遺物に

ついては実数を器種ごとに示した。大形石器も含め、全体を観察し分類して、代表的な遺物を実測図化して提示した。

なお、石鏃と石匙については実測図化しなかった資料も外形のみを示し、形態組成の全体像が把握できるようにした。

　実測図を提示した遺物については注記番号や帰属遺構、基本属性などを観察表として提示した。基本属性の計測法

については遺物の種類によって異なるため、それぞれ図示した（第46図)。観察表の「帰属時期」とは出土住居跡の

時期である。その判定法については第4章第1項に示した。｢出土層」とは 区のみの観察項目で、出土レベルから

判断した上層、中層の別を示した。中層出土のものは覆土層中出土のものの中でも出土住居跡の帰属時期所産の遺物

である可能性がより高いものである。下層出土のものはないが、住居跡内ピット出土や床面上出土、壁に立て掛けら

れたものなども極少数存在する。

第1図　調査地点の位置図（1／5,000、斜線が報告調査区）
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第2章　遺跡の概要と周辺の環境

第1節　遺跡の概要

　北杜市長坂町長坂上条にある酒呑場遺跡は、埋蔵文化財センターによりこれまでに4次にわたり10,400㎡が調査さ

れている。第1次調査では1,500㎡、第2次調査では5,600㎡、第3次調査では3,000㎡、第4次調査で300㎡である。

また、下水道管埋設に伴い長坂町教育委員会により1995年に400㎡が発掘調査されている。

　検出された遺構は、第1次調査（Ａ・Ｂ区）では縄文前期から後期にかけての住居跡が39軒、土坑などが650基。

第2次調査（Ｃ～Ｈ区）では縄文前期から中期の住居跡124軒、土坑など3,500基、古墳時代前期の住居跡15軒、掘

立柱建物跡4棟、近世の溝1条。第3次調査では縄文前期から中期の住居跡59軒、土坑など1,700基、古墳時代前期

の掘立柱建物跡1棟、中・近世の溝1条を調査した。第4次調査では縄文時代前期の住居跡4軒、中期の住居跡3軒

を調査した。長坂町教育委員会が調査したＧ区では縄文時代の住居跡10軒を検出している。合計で、縄文時代の住

居跡239軒、土坑など5,850基、古墳時代前期の住居跡15軒、掘立柱建物跡5棟、中・近世の溝2条となる。住居跡

の分布状況について第3図に、その帰属時期について第1表に示した。帰属時期については、すでに出版されている

報告書の記載にしたがった。 区のみ今回再検討しており、遺構編の記載と若干異なっている（第4章第1項参照)。

　Ａ～Ｊ区の調査の成果からして、最古の住居跡は縄文前期初頭の中越式期である。Ｂ区22住とＣ区88住とである。

前期後半の諸磯式期の住居跡が 区東端部・Ｄ区からＢ区にかけてみられることから、酒呑場遺跡の乗る台地の東端

部に諸磯式期の集落が占地するものと思われる。遺構編では諸磯ａ式期が4軒（Ａ区11・12住とＢ区2・6住）記

載されており、第1表もそれに従ってはいるが、土器を見ると主体は諸磯ｂ式初頭段階である。諸磯式期の主体は諸

磯ｂ式3段階のものであり、33軒ある。なお、酪農試験場入り口付近での水道管等の埋設に伴う立ち会い調査の折
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第1表　酒呑場遺跡各調査区住居跡番号と帰属時期
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りに諸磯式期の土器片を確認しているので、台地南半部におよぶ可能性もある。諸磯式についてはｃ式の土器片を若

干確認しているが、遺構は確認できない。また、十三菩提式については遺構がなく、遺物もほとんど見いだせない。

　中期では、本格的に集落を構成しはじめるのが五領ヶ台 式期からであり、29軒確認できる。五領ヶ台 式期は

遺構がなく遺物もほとんど見られない。引き続き集落が継続し、時期の明確な住居跡では狢沢式期が24軒、新道式

期が14軒、藤内式期が41軒、井戸尻式期が43軒、曽利式期が51軒である。五領ヶ台式から井戸尻式期にかけてＣ・

区で環状集落を構成し、中心部に土坑群を持つ直径200ｍほどの規模の環状集落で、面積的にはその1／4ほどを調

査したことになる。曽利式期になるとＡ・Ｂ区に主体が移る。 区では、住居跡は少ないものの配石遺構や埋甕が数

基ずつ確認できるので、浅い住居跡が耕作等で消失している可能性もあり、 区やＣ区にも遺構の一部がおよんでい

るが、それ以前とは別の集落構造を構成しているものと思われる。後期では称名寺式期が1軒（Ａ区3住）確認され

ているが、それ以降の時期については長坂町教育委員会の調査で堀之内式期の土偶や土器が若干みられる程度である。

　縄文時代以外では、弥生時代前期の条痕文土器片が若干見られるが、遺構は確認されていない。古墳時代では、Ｓ

字状口縁台付甕を主体とする前期の住居跡が15軒、掘立柱建物跡5棟を伴って集落を構成している。八ヶ岳山麓で

多数の遺構が確認される平安時代については遺物も遺構も確認できない。中・近世では溝2条が確認され、遺跡南方

の斜面には五輪塔群も見られる。

第4図　遺跡の位置と周辺の遺跡（ が酒呑場・長坂上条遺跡、黒丸が調査地点、1／25000）
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第2節　遺跡の立地と土層

　遺跡の立地する地点は、八ケ岳火山が大規模爆発によって山体崩壊し、その折に流下した山体の一部が基盤となっ

たいわゆる「流れ山」（約30万年前頃形成）と思われる小山の上面に位置する。小山上面の平坦面は非常に広く、

西側をＪＲ中央線に南北に立ち割られているものの、大深沢川の崖線まで同一面と思われる。北側はより高い面を持

つ別の流れ山の南斜面に接している。南側は縄文晩期の配石が調査された長坂上条遺跡の立地する低湿地面が広く展

開するが、そこから小山に向かって入江状に低湿地が入り込んでいて、あたかもＵの字状を呈している。

　小山の平坦面は広く風成堆積物で礫を含まないロ－ム層に覆われており、地表面から6ｍほどでPm－1（御岳第

1パミス層、8万年前頃降灰）が存在するという。土層について第3次調査の折りに工事中の掘削面で2ｍ弱までが

観察できた。20㎝ほどの耕作土の下に30㎝ほどの明暗褐色土があり、縄文土器を包含する。その直下に30㎝ほどの

かなりソフト化したロ－ム層がある。明るい褐色で湿気が強く、削るとさらさらとした砂質な質感で乾燥したときの

構造が粒状である。その下位にうっすらと暗い暗色帯が40㎝ほどの厚さで存在することが確認できた。ボコボコし

た質感の団塊状構造をもつハ－ドロ－ム層で暗褐色を呈し、たまに木炭片を含む。暗色帯は 区の調査地域の最も高

い西端のラインで確認できたが、より低い北にいくほど不鮮明になり消滅しており、おそらく保存状況のよい地形の

高い部分に部分的に残存しているものと思われる。その下位は明褐色のハ－ドロ－ム層でボコボコした質感はなく非

常に硬質で削るとネットリとした粘性がある。Ｊ区においても厚いロ－ム層とPm－ 層とを確認した。Pm－ 層は

地表下1.5ｍほどと浅く、斜面にかかる部分なので浅いものと考えられた。

第3節　周辺の遺跡

　酒呑場遺跡の乗る小丘の南斜面端部に長坂上条遺跡が立地する。1940年（昭和15）に男爵大山柏氏によって設立

された私設の考古学研究機関である大山史前学研究所と、後に県会議員を勤める井出佐重氏とによって発掘調査がな

された。加曽利Ｂ式、安行式、清水天王山式、佐野式など縄文時代後期中葉から晩期にかけての土器群とともに、配

石遺構が確認されている（大山ほか1941)。1997年には長坂町教育委員会によって個人住宅建設に伴い発掘調査がな

され、同様な時期の土器群と平安時代の住居跡が調査された（小宮山1997)。酒呑場遺跡では後期初頭の称名寺式期

の住居跡が1軒確認されているのみであり、中期以前と後期以降の集落立地の違いがここに明瞭に示されている。

　遺跡の分布を見ると、酒呑場遺跡から南側の地域は、起伏の激しい地形となり、縄文時代も含め遺跡の分布が密で

ある。逆に、酒呑場遺跡の乗る小丘と連続する北に向う平坦面で、ＪＲ長坂駅や長坂町の中心街が乗る平坦面、さら

には中央道付近までの高い平坦面地域には遺跡の分布がまばらである。連続する平坦面の南のタ－ミナルとなる酒呑

場遺跡で巨大集落が形成されている点に注目する必要があろう。

引用文献

大山柏ほか　1941「山梨県北巨摩郡日野春村長坂上条発掘調査報告｣『史前学雑誌』第13巻第3号

小宮山　隆　1997「長坂上条遺跡｣『八ケ岳考古－平成8年度年報－』北巨摩市町村文化財担当者会
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第3章　縄文時代の遺物

第1節　土器

第1項　前期の土器

第 群　縄文時代前期前半

　中越式土器を一括する。器面の調整が荒く、調整の痕跡が凹凸に残る。器形は外に開く平口縁で頸部がわずかにく

びれ、丸底となる。文様は口縁部に限定され、口縁部から垂下する隆帯が4単位貼り付けられる。

Ａ類　細線文を施すもの。

Ｂ類　無文。積み上げ痕を残すもの。

第 群　縄文時代前期後半

　諸磯ａ式、諸磯ｂ式、諸磯ｃ式にあたる。Ａ類：諸磯式ａ式土器、Ｂ類：諸磯ｂ式土器、Ｃ類：諸磯ｃ式土器に大

別した。

Ａ類　諸磯ａ式土器

Ａ類－1　口縁部から胴上部に文様帯を区画し、幅の狭い平行沈線で肋骨文の文様を描く土器。肋骨文の交点には円

形の刺突を施し、文様帯の区画には平行沈線間に連続爪形刺突が付加される。

Ａ類－2　平行沈線により木の葉文などのモチーフを描くもの。

Ａ類－3　連続爪形文により、木の葉文を描くもの。

Ａ類－4　縄文地文に連続爪形文による区画文と垂下する円形刺突文のみを施文した深鉢。

Ａ類－5　浅鉢。

Ｂ類　諸磯ｂ式土器

　諸磯ｂ式土器の深鉢は爪形文、浮線文、平行沈線文、縄文が主な文様要素となっている。爪形文、浮線文、平行沈

線文を多用する土器については、それぞれが展開をたどることができることから、それぞれに分類項目を設け、縄文

のみの深鉢、深鉢以外の器形の土器群を加えて5つの分類項目を基に分類する。

Ｂ類－1　爪形文を多用する深鉢。

　ａ　幅広の連続爪形文を数条施文し条間に丸棒状工具による刻みを有するもの。諸磯ｂ式1段階。

　ｂ　平行沈線間に連続爪形文を施すもの。口縁部は肥厚のない直線的なものになる。諸磯ｂ式1段階。

Ｂ類－2　浮線文を多様する深鉢。

　器面に粘土紐を貼付したもの。浮線の加飾から以下のように分類する。

ａ　浮線に縄文が施されたもの。縄文施文により、浮線は低くなっている。器形は口縁が緩く内湾する。浮線に断

面形が丸底を呈する刻みが施されるものと同時期と考えられるが、本遺跡おいては出土数が少なく、詳細は不

明である。

ｂ　切れ長な刻みを加えたもの、二本以上の平行する浮線を組にする場合がほとんどで、隣接する浮線と刻みの方

向を違えて矢羽根状にする。器形は口縁が強く内湾し、内湾部分全面に文様が施文される。諸磯ｂ式2新段階。

ｃ　短い斜めの刻み目を加えたもの。浮線は繊細で低平なものになる。Ｂ類－2ｂと同じく二本以上の平行する浮

線で構成され、隣接する浮線と刻みの方向を違える。二本の浮線を浮線で連絡した梯子状のもの、脇に小さな

列点を施すものがある。口縁部は大きく張り出し、急角度に屈折する。口縁部文様は口縁部の屈折上部の狭い
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範囲に施され、張り出しをまたがらない。波長部の下に縦方向の弧状条線が向かい合うように施される。諸磯

ｂ式3段階である。

Ｂ類－3　平行沈線により文様を描く深鉢。

　ａ　口縁部が緩く内湾し、渦巻き文が描かれる。平行沈線は半截竹管により個別に施される。諸磯ｂ式2中段階。

ｂ　口縁部が強く内湾しながら強く張り出す。口縁部文様は強く張り出した部分全面に施される。4単位の波状口

縁を主とし、入組渦巻文や斜条線などのモチーフを描く。沈線は半截竹管による平行沈線を3条ほどの組にし

て施文する。諸磯ｂ式2新段階。

ｃ　口縁部は大きく張り出し、急角度に屈折する。口縁部文様は口縁部の屈折上部の狭い範囲に施され、張り出し

をまたがらない。波長部の下に縦方向の弧状条線が向かい合うように施される。曲線文などの文様モチーフに

は半截竹管により個別に描き、胴部の横位文様には半截竹管をそろえて一度の動作で数条同時に描くもの、櫛

歯状工具による密接した集合沈線を描くものもある。諸磯ｂ式3段階。

Ｂ類－4　装飾的な文様の施文を欠き、地文が縄文のみ施文されるまたは無文のもの。

　Ａ類またはＣ類のものもある可能性がある。

Ｂ類－5　その他。

　縁孔土器・浅鉢・鉢などの土器を一括する。

Ｃ類　諸磯ｃ式土器

Ｃ類－1　内湾した口縁形で、口縁部に棒状突起またはボタン状貼付文を2個に並ぶように貼り付けたもの。

　胴部文様は縦位の条線で区画した間を鋸歯状や「(　)」状の条線でうめる。

Ｃ類－2　口縁部文様に結節浮線により渦巻文を描く土器。

第 群　十三菩提式土器

　縄文時代前期末葉の十三菩提式を一括する。

資料説明

第 群　縄文時代前期前半中越式土器

Ｃ区

88号住（第33図3）

　丸底で口縁に向かって外に開く器形。器面にはナデ調整による凹凸が残る。

区（第90図1～12）

　第90図1・6は第 群Ａ類にあたる。1は外側に肥厚した口唇部下に横位隆帯をめぐらせ、口唇と隆帯上に円形

の刺突を施す。口唇から隆帯に縦位の隆帯を張り付ける。横位隆帯下には細線文を施す。1・6ともに器壁は厚い。

　第90図2～5・7～12は第 群Ｂ類にあたる。4・5は無文の器面に隆帯を張り付けたものである。隆帯上には

刻みを有する。

第 群　縄文時代前期後半

Ｂ区

2号住（第4図1～3、5図1～22、6図1～26、7図4）

　4図1はＡ類－3で大きな波状を呈する口縁部である。口縁にそって条間に斜めの刻みを施した連続爪形文が施さ

れる。縄文をモチーフとなる部分だけのこして磨り消し、連続爪形文により入木葉文が描かれる。4図2はＡ類－2

で平行沈線によって入組木葉文が描かれる。口縁は平縁で頸部で外反しまっすぐ開く器形である。4図3はＢ類－1

であり、幅の広い連続爪形文で横位区画を形成し、口縁部文様には波状となるモチーフを、頸部文様には対弧線のモ
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チーフを並べる。5図1～7はＡ類－4で口縁部に幅狭い連続爪形文で無文帯をつくり、その下部は縄文を施文して

2列の円形刺突文による垂下文を描く。2～4は口縁部破片で口唇部が外側に肥厚する。5図10～16はＡ類－2で

ある。13はモチーフの一番上の部分に連続爪形文が施される。これは5図2～3のように上下2条の連続爪形文に

よって空白部を形成していたものの下の連続爪形文と木葉文などのモチーフがつながり、モチーフに吸収されていく

ものである。5図18～20・22、6図2はＡ類－3である。5図21・23、6図1・3・5～17はＡ類で幅狭い連続爪

形文が施されるものである。6図21・23・24はＡ類－5の浅鉢で入組木の葉文が描かれる。7図4もＡ類－5の浅

鉢で、胴部の屈折部には連続爪形文が施される。図示されていないが、口縁部の対角線上に孔が2個開けられる。6

図4・18はＢ類－2ａ、6図20はＢ類－2ｃである。6図19はＢ類－3ａで口縁ぶは口縁部は緩く内湾に、渦巻文

が描かれる。6図22はＢ類－3ｃで、胴部には段を有する。胴部の横位区画内には対弧線のモチーフが描かれる。

6図25・26はＢ類－4。

5号住（第7図8、9）

　第7図8・9はＢ類－5にあたる。8は浅鉢で刻みが施された隆帯で器面を区画し、区画内を連続爪形文によりモ

チーフを描く。9は円孔土器である。

132号土坑（第10図9）

　第10図9はＢ類－1ｂである。器形はくびれた頸部から外に直線的に開く。口縁部文様は広く、半月状のモチー

フを交互にならべて波状のモチーフに近いものとなる。

164号土坑（第10図13）

　Ｂ類－3ａである。緩く内湾した波状口縁部の波長下に渦巻文を描き、波長下の渦巻文間にも間を埋めるように渦

巻文を施文する。頸部以下は横位沈線で横区画をつくり、区画内に矢羽状のモチーフを描く。

247号土坑（第11図2）

　Ｂ類－2ｃである。口縁部文様は屈折部の上の波頂下の狭い部分に浮線により弧線が施される。

グリッド出土土器（第11図6）

　Ｂ類－1ｂにあたる。器形は頸部から外にまっすぐに開く平縁口縁であり、口縁部文様は連続爪形文で上下に区画

し、区画内を連続爪形文による斜条線を充填する。

Ｃ区

258号土坑（第47図4）

　Ｂ類－3ｃにあたる。口縁部文様帯は広く、波頂下にボタン状貼付文を1つ付け、その下に縦方向の弧状条線を向

かい合うように施す。

Ｆ区

2号土坑（第49図9）

　Ｂ類－3ｃである。口縁部は波頂部部分にボタン状貼付文を1つ付け、横位沈線文を施文する。口縁部下は横位条

線により横方向に区画され、胴部の区画内には対弧状と渦巻き文・蕨手文のモチーフが施される。

区

2号住（第51図3～14、52図1～14、53図1～10）

　第51図5はＡ類－3にあたる。まっすぐ開く器形で、口縁部に幅の狭い連続爪形文により入組木の葉文を描く。

51図6、9はＢ類－2ｂである。51図10～12はＢ類－2ｃで12は内湾する口縁となる。51図13はＢ類－3ｂである。

51図4・7・14、52図1～14、53図1・4はＢ類－3ｃにあたる。51図4・7は同一個体で、波頂部下にボタン状

貼付文を付け、それを囲むように縦位の弧線が施文される。51図14は平行沈線間に半截竹管で連続刺突を施す。52

図13・14、53図1・4は同一個体で、口縁部の屈折上にのみ文様が施される。波頂部下に向弧渦巻文が施文される。
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第51図3、53図2・3・5～10はＢ類－4である。51図3は頸部で緩くくびれ、口縁が緩く内湾する器形であり、

器面の調整は荒く、荒い縄文を器面に施す。

6号住（第54図6～11）

　54図9はＢ類－3ｂ、8はＢ類－3ｄ、10はＢ類－4である。6・7・11はＣ類－1である。

11号住（第55図7～15）

　第55図7はＢ類－1である。連続爪形文により横位の区画をつくり、区画内に三角形波状のモチーフを描く。8

はＢ類－2ｂで、強く屈折する口縁に縦位の弧状のモチーフを描く。9・11はＢ類－2ｃである。10・12・14はＢ

類－4で、12の口縁部にはボタン状貼付文が施される。13・15はＢ類－5の浅鉢である。

14号住（第56図5～18）

　5～10はＢ類－3ｃにあたる。9は胴部の狭い横帯内に向かい合う弧線モチーフを施す。11～13・15～17はＢ類

－4である。18はＢ類－5である。16はＣ類－1であり、縦位の条線による区画内に縦位の弧線文が描かれる。

15号住（第56図19）

　Ｂ類－3ｃにあたる。

22号住（第60図9、10）

　9はＢ類－4、10はＣ類－2にあたる。9は器面全体に羽状縄文が施される。10は地文に横方向の条線が施され、

その上に渦巻き文が結節浮線文によって描かれる。

23号住（第60図11～15）

　14はＡ類－1で、幅の狭い平行沈線で肋骨文の文様を描き、肋骨文の交点には円形の刺突を施す。13はＡ類であ

り、幅の狭い連続爪形文で横位区画を描く。12はＢ類－1ａで爪形文により木の葉文モチーフが描かれる。15はＢ

類－4、11はＢ類－5である。

26号住（第61図7～9、62図1～13）

　61図7～9、62図1～10・13はＢ類－3ｃである。61図7は口縁が緩く内湾する波状口縁で、波頂部に向弧渦巻

文が施文される。62図11・12はＢ類－4である。

28号住（第62図14～20、63図1～14）

　62図14・15・17・18、63図3～10はＢ類－3ｃである。17は胴部の横帯区画内を弧線によってさらに区画し、そ

の中に縦位の弧線を施文する。63図5・6・8は胴部のくびれ部分に隆帯を貼り付け、隆帯上に半截竹管で刺突す

る。63図2はＢ類－3ｂ、63図1はＢ類－2ａにあたる。63図11・14はＣ類－1で、11は口縁部に2個のボタン状

貼付文が水平方向に2個付けられる。62図16・19・20、63図12はＢ類－4である。62図16は口縁の波頂部下にボタ

ン状貼付文が付けられる。62図19・20は同一個体で縄文は胴下部に施文される。63図12は2個のボタン状貼付文が

水平方向に2個付けられ、63図11と共通することから諸磯Ｃ式古段階のものと考えられる。

31号住（第64図5）

　Ｂ類－3ｃ。胴部に横位の隆帯が貼り付けられる。条線の幅が広く、Ｂ類－3ｃのなかでも後出的なものと考えら

れる。

37号住（第67図9）

　Ｂ類－3ｃで口縁部屈折より上の部分に弧線文が描かれる。

Ａ′30ロ土坑（第80図6、7、9）

　6・7はＣ類－1、9はＢ類－3ｃである。6は口縁部に横位の条線を施し、加飾のないボタン状貼付文を横位条

線上に貼り付ける。胴部は縦位条線で区画をする。9は全面に無文地に全面に横位条線を施したものである。Ｂ類－

3ｃの中でも新しい。

Ｂ′34ハ土坑（第79図2）

　Ｂ類－4であり、屈折する口縁の波頂部下にボタン状貼付文が付けられる。縄文は器面全面に施文される。

Ｃ′24ニ土坑（第79図3）
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　Ｂ類－3ｃである。口縁部文様は大きく張り出し、強く屈折する口縁の屈折部より上に縦位の向かいあう条線が施

され、屈折下には縦位の対弧線が施される。

Ｃ′26イ土坑（第79図6）

　Ｂ類－2ｂである。強く屈折し、波頂部分が大きく張り出す器形で、波頂下に入組渦巻文、屈折下に渦巻文が施さ

れる。

Ｃ′27イ土坑（第79図7）

　Ｃ類－1で縦位の条線間に鋸歯状の条線文が施される。

Ｃ′28ロ土坑（第79図8）

　Ｂ類－3ｃ。口縁部文様は大きく張り出し、強く屈折する口縁の屈折部の上下に縦位の条線が施される。

Ｃ′29ロ土坑（第81図1）

　Ｂ類－3ｃの胴部破片である。くびれ上に縦位の条線・対弧線を施す。

Ｃ′29リ土坑（第81図2）

　Ｂ類－3ｃである。口縁部の波頂部は渦巻突起がつけられ、その下に渦巻文が描かれる。

Ｄ′28ト土坑（第81図8）

　Ｃ類－1の胴下部である。

Ａ′29埋甕（第85図5）

　器面全体に縄文が施されるＢ類－4である。

群

区

11号住pit6（第90図13）

　口縁部には横方向の結節沈線文が描かれ、その下には縄文が施される。

第2項　中期初頭の土器

　五領ヶ台式土器にあたる。五領ヶ台式土器は大きく集合沈線系、縄文系の2つにわけられる。ここでは集合沈線文

系・縄文系を器形や文様モチーフなどから4つに分け、外来系の土器、浅鉢・小型土器のを加えて7の分類をおこな

った。

Ａ類　集合沈線を主文様とする深鉢。

　文様構成は口縁部、頸部、胴部の文様帯からなり、口縁部、頸部の文様帯が省略されるものもある。

Ａ類－1　器形は口縁部が「く」字状に内屈し、胴部が筒形になるもの、胴部が膨らむもの、口縁部が省略されるも

の、口縁部・頸部を省略してやや開いた器形となるものがある。口縁部文様帯は狭く、｢く」字状に屈折

した部分に連続爪形文が施され、口唇部と連続爪形文の間には交互刺突がめぐる。頸部文様は縦位条線が

施文される。胴部文様は頸部から垂下する隆線、沈線により縦位に4単位に区画され、胴部上半に文様が

集中する。胴部上半の文様は斜格子目文、交互刺突、沈線などがある。五領ヶ台 式古段階。

Ａ類－2　器形は口縁部の「く」字状の屈折部より上が幅広くなるもの、口縁部の屈折が緩くなり、内湾しながら開

くもの、胴部が膨らむもの、口縁部が省略されるもの、口縁・頸部が省略されるものがある。｢く」字状

口縁の屈折上部が幅広くなるものは頸部に文様が施されない。胴部は懸垂文により4単位に区画され、区

画内は文様の充填はされない。懸垂文には対向するＵ字状モチーフ、波状文がある。五領ヶ台 式中段階。

Ａ類－3　口縁部が張付文により、4単位に分割され、交互刺突とその下に逆Ｕ字状モチーフがならび、胴部にはク

ランク状懸垂文がつく。

Ｂ類　口縁に沿って縄文帯が施され、平縁口縁で胴部が筒形または胴部が膨らむもの。

Ｂ類－1　口縁部に縄文帯を持ち、口縁から頸部にかけて橋状柄手が簡略化された縦位の隆帯を付ける。胴部は上部
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にＶ字状のモチーフが並ぶ。五領ヶ台 式新段階。

Ｂ類－2　口縁部には縄文帯がめぐり、その下の無文帯に簡略された橋状柄手が付く。胴部文様は半円弧文が並び、

下端部に三角形のモチーフが施される。五領ヶ台 式古段階。

Ｂ類－3　口縁部に縄文帯をもち、口縁形はやや外反する。頸部に横位沈線が数段巡り、Ｙ字状の隆帯懸垂文で胴部

が4単位に区画される。胴部の4単位の区画内には大きな半円弧文が施される。五領ヶ台 式中段階。

Ｂ類－4　器形は底部から口縁にかけて外反する器形となる。口縁部には縄文帯をもち、胴部は頸部を巡る隆帯から

Ｙ字状隆帯懸垂文が垂下し、その間に細かな波状沈線を並べ、沈線を垂下させる。五領ヶ台 式新段階。

Ｃ類　口縁部がほぼ直線的に開き、胴部上半で大きく膨らみ、胴部下半はやや外反する器形となるもの。

Ｃ類－1　口縁部は内湾し、胴部が筒状の器形となる。口縁部文様は細沈線を地文とし、玉抱き三叉文などが施され

る。橋状柄手は口縁と胴部を区画する横位隆帯から口唇部にのびるように付けられる。胴部上部には逆Ｕ

字状のモチーフがならぶ。

Ｃ類－2　胴上部の膨らんだ部分に半円弧文がならぶ、4単位の垂下する条線が施される、口縁部は波頂部より多本

の沈線が垂下する。五領ヶ台 式古段階。

Ｃ類－3　波状口縁が一般的となり、口縁部に文様が集中する。五領ヶ台 式中段階。

Ｃ類－4　器形は波状口縁で胴部が膨らむ器形となる。波頂部から垂下する沈線で口縁部を区切り、間に弧線や玉抱

き三叉文状のモチーフが見られる。胴部は頸部を巡る隆帯からＹ字状の隆帯懸垂文で胴部を区画し、区画

内に懸垂波状文を並べ、沈線を垂下させる五領ヶ台 式新段階。

Ｄ類　キャリパー形の器形で口縁部に玉抱き三叉文が施されるもの。器面全体に縄文が施される。

Ｄ類－1　口縁部に沈線による半円弧のモチーフを並べたもの。胴部は頸部からＹ字状の隆帯が垂下し、4単位に区

画する。区画内には大きな半円弧文が施される。五領ヶ台 式中段階。

Ｄ類－2　隆帯により半円弧文が巡る。胴部は頸部を巡る隆帯からＹ字状隆帯懸垂文が垂下し、その間に細かな波状

沈線を並べ、沈線を垂下させる。五領ヶ台 式新段階。

Ｅ類　折衷タイプの土器。

Ｆ類　異系統の土器。

Ｇ類　浅鉢、小型土器。

資料説明

Ｃ区

15号住（第20図7～9、第21図1～3）

　第20図7～9、21図1～3はＡ類－1にあたる。第20図7は口縁部の屈曲部に隆帯をめぐらして隆帯上に連続爪

形文を施す。爪形文と口唇の間には交互刺突文、格子目文を施す。頸部には縦位の条線を施し、胴部は頸部から垂下

する条線で4単位に区画し、区画内の胴上部を横位沈線で区画して格子目文を施す。20図9は口縁部文様に「コ」

字状の区画を施し、区画内に格子目文を施す。20図7、21図1・2は口縁部文様帯・頸部文様帯を省略したもので

ある。21図1は胴部上部の格子目状の区画の下に円文を2個縦に並べる。21図2は横位の条線を充填する。

28号住（第22図－7）

　Ａ類－1。胴部は頸部から垂下する条線が施される以外の文様はない。

29号住（第22図－8）

　Ａ類－2。口縁部は屈曲より上の部分が広くなり、立ち上がる器形となる。頸部は口縁の屈折部に付けられた4単

位の垂下条線が施される。

35号住（第23図6）

　35号住内の土坑から出土している。Ｂ類－4にあたる。底部から口縁部へ外反する器形で頸部の波状隆帯からＹ

状の隆帯を垂下させ、垂下する隆帯の間にＹ字状の懸垂文を施文する。
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59号住pit（第28図8）

　Ａ類－1にあたる。胴部を縦位の条線で4単位に区画する。条線には交互刺突文、円文などが施される。

65号住（第29図7・8）

　Ａ類にあたる。7の口縁部は口唇に交互刺突、屈折部に爪形文、その間に半裁竹管による連続押引文が施される。

頸部・胴部文様は境が平行沈線により区画されるほかはなにも施文されない。8は口縁の屈折が丸みを帯びる。頸部

には条線が充填され、胴部文様は頸部から胴部中央までの条線が施される。

70号住（第29図11）

　Ｃ類－2にあたる。口縁には縄文帯があり、口縁部の突起部から垂下する沈線が施される。胴部上部の丸く膨らん

だ部分には垂下する条線が施される。

97号住（第38図4）

　Ｃ類の胴下部である。平行沈線文を垂下させ、その両脇に刻みを施す。最下部は平行沈線で横方向に区画し、区画

内を縦位の状線で埋める。

4号土坑（第40図3）

　Ａ類－3にあたる。口縁部は内湾し、口縁上部に交互刺突、その下には沈線が垂下する。胴部はクランク状の懸垂

文が垂下する。

35号土坑（第40図8）

　Ａ類－2。口縁部文様帯が省略された器形。胴部は垂下する条線によって4単位に分割される。

57号土坑（第41図1）

　Ａ類－2にあたる。口縁部文様は広く、頸部には格子目文が施される。

85号土坑（第41図2）

　Ｂ類－3。胴部がふくらむ器形で、胴部は隆帯により大きな半円弧文を描き、4単位に区画される。

89号土坑（第41図3）

　Ａ類－3。縄文地文で口縁部には交互刺突とその下に逆Ｕ字状文が施文される。胴部は胴上部と下部にわけられ、

胴上部は4単位の窓状区画が並び、下部は上部の4単位の区画をさらに分けるように逆Ｕ字状の区画が並ぶ。

117号土坑（第41図10）

　Ａ類－1。口唇部には縄文が施され、連続爪形文を施した隆帯との間に交互刺突文を施す。頸部は縦の条線が施さ

れる。

116号土坑（第41図11）

　Ａ類－1。口縁部が緩く内湾し胴部がふくらむ器形。

135号土坑（第42図3）

　Ｇ類。口縁部が内湾し、胴部が膨らむ器形。口縁部から胴部の最大径となる部分をつなぐように橋状柄手と付ける。

地文は縄文であり、口縁部には三角刻印が施される。五領ヶ台 式段階。

129号土坑（42図4）

　Ｅ類。口縁は内湾し、胴部が膨らむ器形。口縁部はＡ類－3である。口縁は縦位の隆帯で区画し、交互刺突文の下

に垂下する沈線を描く。胴部はＢ類－3で胴部をＹ字状の隆帯で区画し、円弧文を横にならべて、円弧文結合部から

懸垂文を施文する。

136号土坑（第44図10）

　Ｃ類。口縁部に縄文帯を有し、頸部にはＵ字文と逆Ｕ字文の間に菱形のモチーフを施すものや向かい合う弧状モチ

ーフを描く。

213号土坑（第46図2）

　A類－1である。胴部は筒形で頸部が外反し、口縁部が「く」字状に屈折する器形。
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215土坑（第46図3）

　Ａ類－2。口縁部文様帯が省略されるもの。口縁部は波状口縁で内湾する。胴部は4単位に区画され、懸垂文には

連続爪形文により対向するＵ字文モチーフが施される。

218号土坑（第46図4）

　Ｂ類－4。底部から外反しながら開く器形。胴部は頸部をめぐる隆帯から垂下する隆帯で区画され、その間に複数

の逆Ｕ字状の区画を施す。

228号土坑（第46図8）

　Ａ類－1。胴部が膨らむ器形。胴上部に集合沈線による渦巻きモチーフを施す。

245号土坑（第46図9）

　Ｂ類－3である。口縁部を太い2本の沈線で円弧文を横方向に並べる。胴部は頸部から垂下するＹ字隆帯によって

4単位に区画される。

Ｄ区

3号住（第49図1）

　Ａ類。口縁部は広く立ち上がる。口縁部は連続爪形文を施した隆帯によって窓枠状に区画される。

7号住（第49図2）

　Ａ類－2。口縁部文様帯は広くなる。頸部文様帯は文様が施されず、胴部は対向する逆Ｕ字モチーフにより区画さ

れる。

153号土坑（第49図3・4）

　3はＣ類である。器形は胴上部から口縁部にかけてゆるく内湾しながら開く。口縁部に縄文帯その下に空白部を持

ち頸部に刻みを施した隆帯を巡らす。4はＡ類の口縁部文様帯を省略したもので、口縁最上部に連続爪形文を施し、

頸部文様帯には文様は施文されない。頸部文様帯と胴部文様帯の境に貼付文を4単位貼り付け、つなぐように連続爪

形文を施文した隆帯を施文する。胴部には縄文を施文し、胴上部に頸部の貼付文から垂下する沈線を施文する。

Ｅ区

2号土坑（第49図5・6）

　5・6ともＧ類である。5は内湾する口縁の上部に刻みを施し、頸部に横位平行沈線と交互刺突文で口縁と胴部を

区画し、頸部から内部に交互刺突を施したＵ字状モチーフを施す。Ｕ字状モチーフの下には「▽」のモチーフが描か

れる。

168号土坑（第49図7）

　Ａ類－1。口縁部には縄文帯を有する。胴部はふくらむ器形で平行沈線により横方向の区画を作り、区画内には縦

方向にＵ字状・菱形状・逆Ｕ字状の文様をならべたもの、弧線により縦位の波状文などを施文する。

1号埋甕（第49図8）

　Ｂ類－3。胴部は筒形で外反して「く」字状に屈折し、口唇部が立ち上がる器形。口唇部には縄文帯が施され、縄

文帯下部から屈折部にかけて橋状柄手が付けられる。屈折部の上部には玉抱き三叉文が描かれる。胴上部には半円弧

文が並ぶ。

区

6号住（第54図12～16）

　12・16はＣ類、14はＡ類、13はＦ類である。12は縄文帯をもつ波状口縁で波長部から垂下する沈線が施される。

胴上部の膨らんだ部分には文様は描かれない。13は北裏Ｃ1式土器の口縁部である。口縁部は平行沈線によって上

下2段に区画する。区画内には縄文が施文され、円文や三叉文の刻印を施す。
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28号住（第63図15）

　Ａ類－1である。

30号住（第64図2～4）

　3はＡ類－3である。口縁部に交互刺突を施し、逆Ｕ字のモチーフをその下に並べている。2・4はＡ類である。

34号住（第66図2・3）

　2はＡ類－1、3はＣ類である。2は口縁部が欠損しているが、口縁部文様帯に交互刺突文、連続爪形文を施し、

頸部には縦位の条線をほどこす。

46号住（第73図1～3）

　1・3はＤ類－1である。1の口縁部には沈線による半円弧文が並び、胴部には頸部の隆帯から垂下するＹ字状の

隆帯懸垂文により器面を4単位に区画し、区画内に大きな半円弧文を施す。2はＤ類－3で口縁部を隆帯による半円

弧文で4単位に区画し、区画内には円形貼文や三叉文を施す。胴部は隆帯により4単位に区画し、区画上部に弧状文

を2条施し3本の沈線を垂下させる。

47号住（第73図4～12）

　4・5・6はＡ類－1である。4は口縁部に4単位の「の」字の貼付文を施し、口縁部がわずかに波状を呈する。

6は口縁部文様帯を省略したもので、内湾する口縁部に連続爪形文を施した隆帯を貼り付ける。7・8はＣ類－4で

波状の口縁部である。7は波頂部下に沈線による渦巻き文が施文される。9・10はＢ類。10は胴部の破片であり、

頸部からＹ字状の隆帯が垂下し、隆帯によって区画された中に半円弧文をならべる。Ｂ類－4である。12はＤ類の

口縁部で沈線により渦巻文が施される。

48住（第73図13）

　Ｃ類。口縁部は波状を呈し、波頂部から沈線と交互刺突文が垂下する。頸部は2条の交互刺突文が施され、上部に

Ｖ字状の貼付文が付けられる。器面は全面に縄文が施文される。

51号住（第75図14～19、76図1～4）

　75図14はＢ類－4の胴部で隆帯懸垂文で胴部を区画し、区画上部には波状文、下部には波状文から沈線を垂下さ

せる。75図16・18はＡ類－3の口縁部破片で16は交互刺突の下に逆U字状モチーフを並べる。18は縄文を地文とし、

口唇部に連続角押文を施し、口縁部には逆Ｕ字状のモチーフを並べる。75図17・19はＣ類、75図15・76図2はＢ類

である。76図3・4はＧ類で3浅鉢で口縁部の屈折上部に縄文を施し、交互刺突文を巡らす。

Ｂ26ロ土坑（第80図1）

　Ｇ類で、口唇部に連続爪形文を施し、波状口縁の波頂部下には孔をうがつ。口唇部には連続爪形文を巡らす。

Ｂ28イ土坑（第80図2）

　Ｇ類で口唇部に刻みを施し、器面には全面縄文を施す。口縁部内面にも縄文を施文する。

Ｂ′25イ土坑（第79図4）

　Ｂ類である。口縁部は下に刻みをもつ沈線によって上下に区画され、上部は縄文帯、下部無文帯となる。頸部には

隆帯が施され、胴部には上部に波状文が施される。

Ａ24ヘ土坑（第80図3）

　Ｃ類。口縁部に刻みを有する沈線を巡らし、縄文帯を形成する。波状口縁で波頂部下にはボタン状貼付文を付ける。

口縁部内面にも縄文を施し、波頂部下にボタン状貼付文を付ける。

Ａ27ロ土坑（第80図5）

　Ａ類。胴部が膨らむ器形で、器面に縄文を施文する。胴部は頸部から垂下する懸垂文が施される。

Ｃ′31ト土坑（第81図7）

　Ｄ類－2である。口縁部に隆帯で円弧文を施す。

Ｃ′32ロ土坑（第81図6）

　Ｂ類－3。底部から口縁部に向かって外反して開く器形。胴上部には隆帯で半月状の区画をつくり、区画内に円形
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刺突文、三角刻印文を施す。胴下部はＹ字状の隆帯懸垂文で区画される。

Ｉ′29イ土坑（第84図2）

　Ｂ類－4。頸部には格子目文、その下に隆帯を配す。胴部は頸部から胴下部にかけてＹ字または逆Ｕ字状の隆帯が

施され、胴上部に円文・渦巻き文が沈線によって描かれ、胴下部には沈線でＹ字懸垂文が施文される。

Ｌ′28イ土坑（第85図2）

　Ｇ類の浅鉢である。器形は上面形が楕円形で底部から口縁に向かって緩く内湾する。楕円形の長軸、短軸上にそれ

ぞれ貼付文が付けられ、口縁に沿って長軸上の貼付文をつなぐように刻みを施した沈線を2条施文され、貼付文から

は4本の沈線が垂下する。

Ｍ′28イ土坑（第84図1）

　Ｃ類－1である。口縁部文様帯には玉抱三叉文が施文され、口唇から頸部までの橋状柄手が付けられる。胴上部の

ふくれた部分には円弧文を並べる。口縁部と胴上部の地文は半裁竹管による条線が施文され、口唇部には細線文が施

される。

グリッド出土土器

Ａ′25（第86図1）

　Ｃ類－2に当たる。口縁部は波状を呈し、波頂部から縦位の沈線が垂下する。頸部には刻みが施された隆帯がめぐ

り、隆帯上にＵ字状の貼付文が4単位付けられる。胴上部の膨らんだ部分には半円弧のモチーフが並ぶ。

Ａ27（第86図5・87図3）

　Ｃ類－2である。86図5は口縁部は縄文帯を持ち、波状口縁の波頂部から沈線を垂下させる。口唇部には連続爪

形文が施文される。胴部は上部の膨らんだ部分に半円弧文を並べる。87図3は波頂に円状貼付文が付けられる。胴

上部にはＹ字文から変化した半円文が並べられる。
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第3項　中期中葉から後葉の土器

1．概観

　本遺跡における中期中葉の遺構および土器群は、前後の時期に比較して量・内容共に勝っており他の周辺遺跡群の

中核を占め際立っていると言えよう。遺跡内での遺構構築の分布状況は重複例が多数認められ、土地に対する密度は

極めて濃い検出結果となり、遺跡内における土地利用の密度は高く、周辺の遺跡を圧倒している。これは、集落の長

期間に亘る継続的な土地利用が起因となるものであり、この遺構群の密集度、すなわち遺構構築による夥しい重複と

土器を含めた大量の遺物からは、広大な生活空間と恵まれた自然環境を背景とした安定した食料獲得活動が跡付られ、

そこからは一定の人口の生活許容範囲の中での保証が導き出されるのであり、当時の八ヶ岳南麓地域における中心的

な集落の可能性が極めて高いものであると考えられる。ただし、当該期における大量の土器群出土の主要因のひとつ

には、祭祀・宗教性を色濃く帯びた完形に近い土器群を住居内への大量一括投棄あるいは埋納行為が検出される事例

（山本1987）が1遺跡内に1～数軒認められるようになるからであり、本遺跡に限らず土器群の出土量の増減問題

を考える際には、単に遺構の密度・継続の長短のみだけでなく上記の点を踏まえ考慮する姿勢が重要であると考えら

れる。以下、本文編第5～7図の編年図に沿って説明する。

　中葉の初期段階（ －1段階）は、狢沢期成立直前段階にあたり、在地の五領ヶ台式系の強い影響下に存在する土

器群と北信経由の新崎系土器、及び南信を中心とする平出 類Ａの非在地系土器との共伴関係が明確に捉えられる。

続く －2段階は狢沢期が確立する時期であり、隆線文、角押文を駆使した長楕円・互違多段横帯文を基調とする土

器群に斜行沈線土器群と角押文を駆使した長野県大石系統の流入による多系統の土器群の共伴関係が看取される。こ

の様に、 段階では八ヶ岳西南麓以北地域文化圏と南麓地域である在地文化圏との交流の結果としての複合的な土器

のセット関係が看取され、中期中葉における在地土器群の成立前夜の様相として把握されるのである。また地域間交

流の結果としての異系統土器群の搬入のあり方から導き出される遺跡の性格は、遺跡の位置・立地環境によるとこ

ろが大きいと考えられるが、前記したように周辺集落の中心的としての位置付けと合わせて八ヶ岳西南麓・以北地域

文化からの文化流入経路にあたる玄関口的性格を帯びた情報交換、集約的センターとしての一側面を維持する集落と

しての可能性も指摘されるのである。 段階は、新道期並行であり土器群では、半円形状に曲線文を配した大型突起

（突起Ｂ類－1と仮称)、口縁部・複合三角文、胴部・抽象文の出現が際立っていて、特に複合三角文土器群では施文

は隆線文の両脇に角押、幅広キャタピラ、ペン先状工具等による両脇押付・押引文の組み合わせが駆使されて本段階

の特徴を示し、以降の土器群に強い影響を及ぼしている。

　 －1段階の土器群は、口縁部で複合三角文系土器、地文・縦列沈線にノ字突起（44)（突起Ａ類)、胴部で抽象文、

楕円横帯文、方形区画文で構成される。特に方形区画文は初源期に当てられ、その内容は半載竹管工具による平行沈

線で均一に分割された方形区画文で、横帯区画文の遡源に比定される区画1段が頚部に施される例と縦区画文系の整

然2段組み構成で胴部を1周する例と僅かに互い違いに配する2系統が認知される。区画は全て単純方形を呈してい

て、稀ではあるが方形区画の一部が 状によりカットされる。

　 －2段階の中部山岳及び関東の土器様相は、小地域、遺跡ごとに個性が際立つ時期であると考えられ、突起に関

しては八ヶ岳南麓・甲府盆地東縁部の笛吹川流域を中心とした隣接地域に及ぶ中・地域的な広がりを認める事が出来、

本遺跡においてもこの傾向は例外にもれない。八ヶ岳南麓を中心とした小地域で酒呑遺跡特有な土器様相を呈する例

として、 －1段階の44の系譜を引く、口縁部の突起Ａ類に口縁部縦列沈線が配する例、独特な形態を呈する筒状突

起、さらに胴部においては区画文が、4単位・Ｙ字状懸垂文で区画後、内側にクランク状沈線、方形区画文を配する

例があり、小地域（2遺跡あるいは数㎞以内）あるいは1遺跡に限定され、制約された領域内で局地的な特徴を示す

例が顕著である。

　次に比較的広範囲に甲府盆地および隣接地域にかけて分布する例では、横帯区画文、複合三角文の変形としてとら

えられる波状隆帯文、対抗隆帯文等が際立っている。また、大型突起は円窓と蛇状隆帯を組み合わせた不対称を呈す
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る突起Ｂ類－2に変容して、中期中葉土器群を構成する基盤的モチーフとして浸透している。

　前段階に出現した方形縦区画文は、いずれも直線・垂直区画を基調とし、半載竹管工具によって両脇を平行沈線文

で内部は低いカマボコ状に施文される。本段階においてもその施文手法や縦区画は継承されるが、区画の内部では前

段階までは平行配列を基本に配され、僅かな互い違い文様も認められたが、本段階では2次区画において1段・2

段・3段に区切られ、それらは互い違いに交互配列され複雑な区画配列に変化している。また、突起Ｂ類－2を付帯

する区画文では、主突起および副突起から隆帯・単純Ｊ字懸垂文が垂下して、体部の文様は4分割され、さらに懸垂

文間の空間には半載竹管工具による平行沈線文の2次区画が施され一連の連続作業による施文活動が看取される。こ

れらの変化から次段階に普遍化して定着する2段階区画工程の初期段階としての認識が可能であると考える。

　続く －3段階では、区画文土器と突起Ｂ類－2が確実に定型化して定着・安定する。

　また、特記される事項として本段階に認められる区画文は、土器体部を隆帯・隆線文による懸垂文で4単位あるい

は2単位の縦位・大分割を目的とした1次区画を施し、区画された空白部には、懸垂文に沿って小区画（半載竹管工

具による2次区画）が施され、最終作業として2次区画内部に細部文様を充填するという一連の施文作業、すなわち

2段階区画工程が確立されたことである。

　この、2段階区画工程の1次区画は、大分割の区画帯には隆帯によるＪ字、Ｉ字、またはＪ＋ｈ字を1単位とした

組み合わせ文等による懸垂文をほぼ等間隔に配置し4分割あるいは2分割にする。2次区画は、懸垂文に沿って2次

区画を半載竹管文工具により施すがＪ、Ｉ、Ｊ＋ｈ字懸垂文を線対称とする為、垂直・直線区画が崩壊して曲線的要

素を含んだ複雑で幾何学的な小区画が急激に展開して曲線的要素を含むことによって、方形縦区画が大幅に変容する

事実である。さらに、最終作業として2次区画内には、区画隆線に沿って、蓮華文、キャタピラ文、斜行集合沈線等

が充填され一連の2段階区画工程による施文作業は完了する。以後この2段階区画工程は、 －5段階まで継続して

普遍化する。

　 －4段階では、2段階区画工程の定着は確実なものとなるが区画隆帯文および区画内部での、蓮華文、キャタピ

ラ文は省略され、前段階のような華やかさを兼ね備えた力強い装飾性は消失するが、土器群の中においての区画文の

構成比率は増加して普遍的で安定した位置付けが確定される。

　突起類は、Ａ類、Ｂ類－2にバリエーションが際立ってくる。Ａ類では、突起端部が大型装飾化して円形突起に変

容するものや、突起形状が双環状に変容するものが増大する。また、他形態の突起と交互に配列されるものや、Ｂ類

－2・1個（大突起）＋Ａ類・3個（小突起）に配列される例が定式化され、副突起として多用されて、以後中期中

葉における土器群の口縁部装飾の基盤モチーフとして固定化して継承される。

　突起Ｂ類－2では、突起上部の隆帯文は円窓対称に蛇状隆帯文と円窓に沿った隆線文とに分かれ本流となるが、そ

の片方の部分が省略されるケース等が増加してバリエーションが豊かになる。

　口縁部では複合三角文から玉葱文への発展解消、突起Ｂ類－2とキャタピラ隆帯文系との組み合わせ併用が固定化

する。胴部文様では、縦区画文系とキャタピラ両脇押し付け隆帯文系が主流となっており、楕円横帯文も量的には多

くはないが顕著である。また、特筆すべき事項として縦区画文土器での口縁部直下に施された隆帯が本段階では肥大

化して断面が三角形を呈する鍔状隆帯に変容し、さらに区画文とのセット関係が確立定着して鍔付土器の成立を見る

ことにより、本段階の位置を特徴付ける決定要因となる事である。

　 －5段階は、前段階の製作技法を継承するものとして、突起Ａ類・Ｂ類－2、鍔付土器（縦区画文）等が上げられ

る。新要素としては器形の変化と4本三角小突起、および突起装飾の左右対象化に伴う円窓の突起本体・中央部への

移行、区画文内における文様の半肉状化への流れ等が上げられる。器形では前段階までが、直線的に開くバケツ形が

基本形であったものが、本段階では口縁部が大きく内湾する通称キャリパー形、胴部中央が大きく括れる形態、口縁

部直下が膨らむ体部3段深鉢形等が加わる。また本段階では、出産状況等を反映させたと考えられている人面付装飾

文が突起部に導入され普遍化するが、酒呑場遺跡では、突起が打欠により消失され、胴部中央よりやや上位に施され

た、双環突起直下に人面装飾が配された大型破片（177）が検出されている。八ヶ岳南麓を含む甲府盆地では、この

種の土器は通称、出産土器、誕生土器と愛称されていたものであり、本稿ではそれらの経緯を尊重して、以後、当該
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モチーフについては出産文、土器総体を出産土器と認識し呼称することとする。

　2段階区画工程では、1次区画懸垂文の間をＵ字隆帯文により区画隆帯文が接合される手法が加わり、さらには

Ｊ・Ｉ字懸垂より派生した隆帯が区画内部に入り込み、2次区画が施されない例が増加する。替わって1次区画内部

は大柄な三叉文、渦巻文が直接、箆状工具等により印・描刻され2次区画工程の崩壊が急速に進行する過程が認めら

れる。

　突起は、Ｂ類－2とＡ類の組み合わせが 段階から継続して共に装飾・大型化して存続するが、新たな意匠として

は円形文の頂部が小型三角形を呈する突起や双環突起の 対2単位、が加わり全体の様相としては、より装飾効果を

意識した大型化への流れが進み、小型三角突起の中には、突起下部に双環突起を取り込むタイプの形状も認められ、

次段階のメルクマールとなる搭状突起に代表される4本大型突起の遡源形態（61，78）を示す例も看取される。

　以上、本段階は中部山岳・勝坂土器群における井戸尻 式並行期とされるが、Ｂ類－2突起、鍔付縦区画文土器の

終末的要素が残存する様相からは、中期中葉第 段階（藤内式系統）からの変遷過程のスムーズな流れの中での延長

上に位置付けがなされる。このような現状においては、本段階に画期を求めず、 段階終末期の範疇の中で捉えたほ

うがより合理的と考え －5段階と解釈した。

　つづく第 段階の土器文様および突起装飾において重大な変革が認められる。すなわち中期中葉に創出され、中期

中葉土器群の基盤モチーフとして展開してきた縦区画文系土器、突起Ｂ類－2系が完全に消失する事実であり、替わ

って継続期間の短命な、4本（1対2単位）塔状突起の体現を観ることである。これらの事由から 段階の土器群の

影響を僅かに残すものの、土器様相に限って見る限り重大な変革と認められるため、 －5段との間に画期を設ける

ことが可能と判断した。

　この他の、新たな文様要素としては、口縁部は褶曲文、胴部は無文地への連鎖状隆帯文、隆帯文による施文が主流

となり、文様の簡素化が進行する。

　尚、該期の遺物群の問題は4本塔状突起の存在により派手な一面が強調されるが、その反面、本段階の土器群の組

成の内容は、本遺跡を含めた八ヶ岳南麓や甲府盆地東縁部での、住居内一括廃棄行為と認められる出土例が少なくな

り土器が1～2個埋納される土坑内出土の検出例や単独出土等が多数認められるなど、宗教・祭祀形態の変革等の諸

条件が起因となり一括資料が不足し、土器群の組成に関わる実態について不明瞭な点が多いのもこの段階である。こ

の為、該期を代表する遺物群としては甲府盆地東縁部に位置する一の沢遺跡4号住居址・56・57号土坑における一

括遺物に依存するところが多く、それも全器種をカバーしたとは考えがたく、 段階土器群の同時性の把握への確実

な方法を用いた基礎的作業への取り組みが急務と考えられる。

　中期後葉 段階以降では、土器の出土量は激減する。各段階での内的要因は一様ではないが、出土土器の減少の要

因として、再三触れている祭祀形態の変容に伴う一括廃棄行為の隠退が主要因として上げられる。また中期終末段階

では生活面が中葉期全般と比較して数十㎝上位に位置し、確認面や包含層、遺構上面が後世に削平により消失してい

る事例が多く看取され、住居確認の際においても床面、炉体のみの検出例が多く床面密着または土坑以外の遺物は消

失する事例も確認され立地条件・遺構等の保存状態等などの条件をも考慮する必要がある。

2．出土土器・中期中葉

段階（狢沢期併行）本遺跡では初源期・成立期の2段階の認識が可能である。

－1段階

　五領ヶ台式期の様相を継承する一群を中心に、新埼式系、平出 Ａ類で構成される。1は、口縁部に沿って、幅広

角押文と角押文が施され、それらから等間隔に沈線が垂下し括れ部まで達する。この垂下する沈線の施文法は一揆に

線刻するものでなく、1～2㎝で留め押す方法で沈線と角押文との中間的性格を有している。このあり方は、本例の

ものから本格的な角押文すなわち小刻みな押引による角押文に移行する過程が読み取れる。胴部は無文地に粘土紐が

クランク状に貼付される。2は、細長深鉢形を呈する北信経由の新崎式系統の深鉢土器である。口縁部が緩やかに外

反し、頚部で僅かに括れ、胴部上位で膨らむ深鉢の形態である。施文部位は口縁部文様帯、胴部文様態に分かれて、
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口縁部文様態では3条一束の平行隆線により3段構成される。また、口縁部下部に縄文帯を挟んで、口縁部及び括れ

部上部に、半裁竹管を押し当て半円形状の上部をつくり、外側2本と中央1本の直線による印刻で疑似蓮華状文帯が

作出され一周する。胴部は半裁竹管工具と削り出しの手法による擬隆帯で縦位区画状文を基本としており、懸垂文の

先端には継手文も看取される。口縁部は小突起を有し、そこから（し）字状文が頸部まで垂下する。3は平出 類Ａ

である。口縁部は、大きく外反した後、僅かに、く字状に屈折する。口縁部には、口縁部上端から派生したように4

単位・粘土貼付文が看取され、押引文が充填する。括部上位は、細線による不規則な格子目文状が施される。

－2段階

　隆帯文に沿って幅広角押文、角押文が施文されるものが主流となるが角押文のみのものも存在する。文様帯は多段

化する。口縁部は、4単位区画が定着し文様帯を形成する。区画内に角押文によるコ字状文を連続配置するもの（6，

17)、角押文が全面に充填されるもの（8，11，20）がある。

　長楕円を4単位・3段に配置する16は、突起状に途切れた口縁部を有する。胴部は楕円区画文と重複するように

クランク状隆線文が垂下する。非在地系では、斜行沈線文系（22，23）や胴部に北陸系の懸垂文が認められるもの

（24）が看取される。22は、4単位の突起Ａ類で区画され、区画内は斜行沈線文で充填される。胴部上半には貼り

付け文による楕円区画が、下半は無文地にクランク懸垂文が施される。

　23は、口縁部に交互刻み目文を施した後、さらに沈線文を配し、括れ部及び胴部上端に楕円区画文帯が施文され

る。口縁部への装飾意匠は北信地域に認められ、甲府盆地では時間的にやや遅れ、盆地東縁部に出土の類例がある。

24は地文縄文の胴部に擬隆線文が施されている。

段階

　幅広角押文を主にペン先状工具による連続刺突文が施されるが角押文は隠退の傾向を示す。本遺跡の住居発見数は

多くないが56号住居に土器群がまとまって検出された。基本器形は底部から胴下半まで直立した後直下まで急外反

し、口縁部は天に向かって垂直に伸びる形態と底部より直線的に外反し口縁部に至る深鉢形の二種が認められる。口

縁部突起装飾は、 段階からの突起Ａ類の確実な定着が認められ主突起に用いられている（30，34，29)。また、新

たに加わる半円形、裏面皿状の大型突起Ｂ類－1の外面は、隆線文の先端あるいは途中部位に小ラッパ状を呈する半

渦巻文、曲線文が貼付される（26，27，28，37)。文様は、口縁部の隆帯の両脇に連続爪形文で押し引きによる複合

三角文の横帯文が新たに加わりかつ盛行する。三角文の内側には玉抱三叉文が施文される。胴部以下は、角押文によ

る波状沈線を中央に配した無文帯と三角横帯文が交互に積み上げられ多段となり（26，28，34，39，42)、特に26，

42は胴部文様帯が中帯状となる。29，37の抽象文土器は、粘土貼り付けで施飾される。

－1段階

　本段階は、方形区画文土器の初源期にあたり、この区画文土器を考える上で重要な位置を占め、類例は近年少数で

はあるものの増加する傾向にある

　Ｃ区11号住居址一括と1号住居出土土器が充てられる。口縁部は、半載竹管工具、棒状工具による集合縦列沈線

（44，45)、口唇部に一周する粘土紐からの突起Ａ類（44)、複合三角文（47)、等が際立っている。主な文様は、縦

区画文系（44)、楕円横帯区画文（45)、両脇キャタピラ押し付け隆帯文系（45，46，47，48，51)、抽象文系（52，

53)、平出 類Ａ系（50）である。縦区画文は半載竹管工具のみで施文されもので、口縁部では縦列沈線で充填され

それ以下に縦区画が2段構成で整然と全周する（44）や、複合三角文、方形区画文も認められる。横帯区画系は、

口縁部に縦列沈線を配し、頸部に1段の楕円区画文が1周する。また胴部は、同一施文具により隆帯文が擬隆帯状に

配される。いずれも古式段階の様相を呈する半載竹管工具のみによる擬隆帯区画文土器として捉らえられる。抽象文

系土器は、全面縄文で、粘土貼付文である。文様は、 －3段階に認められた23の様にリング付き楕円文は4単位で

それぞれが離れて配置されていた。しかし本段階にいたると4単位に変化はないが、楕円区画文が接して横帯文を構

成する。また、小型樽形土器では、楕円横帯文が多段に認められる（49)。

－2段階

　口縁部は、縦列沈線文系、横区画文系、波状隆帯文系、複合三角文系の4系統、胴部は両脇キャタピラ押付・隆帯
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文系と、区画文系の2系統で構成される。複合三角文系では、前段階の形態を保持しているがその頻度は低くなり、

波状隆帯文への変化が捉えられ（61)、さらに波状文の確立へと連なる（66)。また、波状文の原形あるいは複合三

角文の変形とみなされる対抗波状隆帯文（59）が認知されるが、これは 段階・横帯文の区画内（37）にモチーフ

の源流が求められる。

　2段階区画文は縦区画、横区画の2種が認知される。縦区画文は、新たに隆帯によるJ 字懸垂文、Ｙ字懸垂文によ

り1次区画される。2次区画は、1・2・3段、斜位1段、クランク状・方形区画文等に分割され、多様となる。

－1段階に続き区画文の発展形態として2段階区画文土器の 段階として把握される。

　ここでの2次区画隆帯文の渦巻文の使用頻度は高いとはいえないが確実に定着している（62，64)。口縁部は、半

載竹管工具による縦列沈線による例が特徴的であり（64，65，69)、さらにこの縦列沈線は胴部下位にも施され（65，

66)、酒呑場遺跡での本段階の特徴を示す一要素となっている。

　横区画文は1例（54）が検出される。突起Ａ類と対応するように区画文は口縁部に認められ、括れ部から胴部に

かけては、キャタピラ文・両脇押付隆帯文で楕円横帯文が施文される。区画文と隆帯文との合体が体現された一例で

ある。

　突起Ｂ類－2は2例が確認される。下部は隆帯文によるＪ字懸垂文となる。口縁部は4単位に分割される（62)。

筒状把手（58）との組み合わせによるもので共に特異な形態を呈している。

　突起Ａ類は44の伝統を強く残した、口縁部上縁の隆線から口縁部にノ字に連続して施され －2段階からの連続性

を強調する64も存在する一方、突起の捻りの末端処理は円形文に処理されモチーフ化された54，70が出現して在地

化への進行が加速される。このように本段階のあり方は、広く他地域と共通性が認められ比較検討可能な広域的モチ

ーフと、限定された地域的特色を有する2面性が他の段階に比較して強調され、際立つのも事実である。

　広域的モチーフとしては、口縁部・対向波状隆帯文（58)、複合三角文の退化形態として本段階より普遍的に検出

される波状隆帯文（66)、さらに突起Ａ類が上げられる。

　対抗波状文は前述した －1段階のモチーフ群中に遡源が求められ、笛吹川上流部の町田遺跡に類例が検出され、

伴出遺物からも時間的に併行関係が確認される。

　突起Ａ類は、前段の施文法（44）を踏襲する64と、モチーフ・装飾化（54，62，70）が進行して、その突起の保

有は以後 －1段階まで中期中葉土器群の内において基盤要素となる。

　地域限定モチーフとしては、縦列沈線（65，66，69）と三角・小突起（57）が上げられる。半載竹管工具による

平行縦列沈線は、 －1段階からの継続であり、本段階では口縁部、胴部下位に多用され、今日までのところ、この

種の施文法は酒呑場遺跡に限定されている。今後、周辺地域で類例が増加するものと考えられるが、八ヶ岳南麓地域

の中で局地的に限定された特徴を示す類系としてとらえられる。

　逆三角・小突起は、Ｙ字状懸垂文の頭部の内側に三叉文、集合沈線を施文した例で、今日までのところ、公表され

た報文中には見出せない。本例も周辺地域での類例の増加が予測されるところであるが、やはり限定された八ヶ岳南

麓の地域的特徴を示す例として上げられる。

　この地域限定モチーフの2例は、八ヶ岳南麓において独特な意匠として捉えることが可能であり、その系譜は同一

遺跡内より検出された －2段階に求められ、その発展型式として体現したと考えられそして、当然そこからは独自

性の強い集団の存在が想定される。

　又、本段階は、中部山岳地域の所謂狢沢・新道段階に次ぐ移行期に該当して、藤内期初頭に並行すると考えられる

が、本遺跡の土器群文様・意匠のあり方からは、従来の藤内式初頭の特徴は希薄であり型式帰属については甲府盆地

の関連遺跡との比較検討の中で論議されるべきであると考える。

－3段階

　本段階での縦区画文は、隆帯のＪ字懸垂文と直線懸垂文とを組み合わせた1次区画と、1次区画に沿って半載竹管

工具により平行沈線文で2次区画される2段階区画工程の確立と普遍性が特徴となる。また、懸垂文の頭部に小型双

環突起（76，81，82）が付着するのも本段階からである。79は、隆帯文系としてはデフォルメされ原型をとどめな
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いものの複合三角系が際立っていて、隆帯による船状の区画と縦列沈線が交互に配され、口縁部文様帯の直下に波状

隆帯文を配し、その上下に三叉文で充填してその残影を残している。さらにその下部には区画文による横帯文、底部

は縦列沈線で構成され、古式と新式の様相を併せ持つ固体である。

　縦区画文の71，72は、Ｊ字隆帯懸垂文と直線を組み合わせ、区画懸垂文で4分割した後、1次区画隆帯に沿って

半載竹管工具による平行沈線で幾何学あるいは曲線文を施こし、さらにその先端部は渦巻文が多用される。これは、

従来の細長縦区画文に、Ｊ字・Ｉ字・ｈ字文との組み合わせた懸垂文の導入による影響が大きく、均一的な方形区画

の一部が必然的に崩壊するとともに、横・斜位の空間的広がりを意識した区画文が発達する。

　突起では、突起Ｂ類－2が縦区画文土器に付き、背面は双環を形成せず皿状となる。この形態は、八ヶ岳南麓に多

く認められるが、甲府盆地東縁部では －2段階にわずかに認められるものの類例は少ない。77は、隆帯で4区画に

された後、1段構成の縦区画が横帯文で施されている。

　特殊な形態を示す、口縁部としては、77の様に4単位の懸垂文で区画された口縁部上端をを等間隔にＵ字に切り

取った形態を呈する例。80の様に半円でボール状に膨らむ波状口縁部を有する例が看取される。この2形態は本遺

跡87や周辺遺跡の次段階の土器群に継続する。

－4段階

　本段階は両脇キャタピラ付複合三角系、縦区画・横帯区画文系に平井出3類Ａ系統が伴う。形態は、口縁部が丸み

を呈する例と、直線的に開く細長いバケツ状を呈する2種が主体である。後者は、口縁部付近に取り付けられた隆帯

文が極端に肥大化して鍔状隆帯文付土器（鍔付土器）となる。この鍔付土器の胴部文様は縦区画が施文されセット関

係が確立し慣習となって定着し、釣手土器、脚付土器等が共伴する。

　突起形態は、突起Ｂ類－2（84，97，98，120，128，141，150)、突起Ａ類（85，86，138)、三角状突起（89，

112，113，125，151)、円形状突起（106，109，128，141)、双環状突起（101，104）等が認定され多種となる。

Ａ類突起は更に装飾化が進み先端部分は渦巻円形（85，86，138）もしくは、双環状把手（134）に近い形態も出現

する。また、突起単位では、1大・3小突起（84，100，150)、単独（88，89，92，95，97，98，109，110，112，

113，141)、2対式（101，104，130，138，139，148）がある。1大・3小突起は、大突起がＢ類、小突起がＡ類

となり、単独では三角突起が多く、Ｂ類もわずかに検出される。2対式はＡ類が基調となっている。

　突起Ｂ類－2は、円窓対称に片方に蛇状隆帯文と円窓に沿った隆線との組み合わせ（84，150)、円窓対称の片方が

省略され蛇状隆帯文が残ったもの（97，98)、円窓に沿った隆帯のみのもの（106，120，128，141)、デフォルメさ

れたもの（110）等に細分されバリエーションが豊かである。

　突起Ａ類では、突起が大型化して円形に変容するものや（86，138)、突起形状が「Ｊ」字から双環状に変容する

ものが（130，134）際立つ。

　複合三角文（111）は僅かに残るが、大部分は変容もしくは退化する。変容例としては4単位小突起の下位に、キ

ャタピラ隆帯文によって玉葱状に区画され、その区画された中には縦列沈線が充填された例が多く認められる（130，

134，138)。又、これらを形成する両脇キャタピラ押し付け隆帯文は、胴部で、三角区画・先端蕨状懸垂文を形成し、

土器構成の中で重要な位置を占め基盤モチーフとなっている。

　区画文は、縦区画文を基調とするものが主体を占めるが、横帯文も顕著である。縦区画文での2次区画内は、1～

2本引による集合沈線を充填されるものが多用され、区画自体も2段から3段構成まれに4段に分割され、それらは

交互配列される。

　このように、縦4区画、2段階区画工程が安定・定着化して、Ｊ字・Ｉ字・Ｂ字懸垂文による1次区画がされる

が（106，112，132，136)、まれにＵ字隆帯文に区画され、三角区画、楕円区画等が加わり区画文の全体的流れの傾

向としては簡略化と施文単位が大柄な半肉系文様形態に移行する。横帯文は、主に口縁部、括れ部、底部付近に施さ

れ、121では器面全体に及ぶ互い違い多段楕円・横帯文が認められる。口縁部に横帯区画される91は、半載竹管工具

により区画隆線が突起Ａ類に対応する方形区画が看取され、波状隆帯文・三角区画（107）で、楕円横帯文は括れ部

（124，126)、底部（134）に認められる。
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－5段階（井戸尻 段階並行）

　本段階は、前段階から形態、文様を引き継ぐものと新たに創出されたものが加わり器種構成は中期段階において、

最も複雑な様相を呈する時期であると言える。新たな形態としては、以下に述べる5形態が看取される。

1．口縁部が大きな無文帯を有し内湾するキャリパー形を呈する。胴部は大きく屈折する底から、口縁部まで緩やか

な曲線を描く。口縁部下位には前段の影響を強く残す鍔状隆帯文が一周し、胴部は中帯状の区画文を施す。口緑は、

無文化、大形化したキャリパー形となるが、前段階から続く鍔付区画文土器の最終形態と考えられる（155，158)。

2．最短径の底部から括れ部までは緩やかに膨らみ、括れ部は、く字状に外反し口縁部まで直線的に開き、肩部径と

口縁径がほぼ同一で最大径を測る（154)。

3．口縁部下位が膨らむ（169，181)。

4．口縁部は大きく内湾するキャリパー形で、体部中央で括れる背の低い達磨状を呈する（176，192)。

5．大きな屈折底と口縁部で極端にく字状に内折し広い平坦面を形成し、突起を乗せる（173）がある。

以上、1～5形態が 段階の形態の新要素であり、前段階からの、系統を引く複合三角文系統の意匠を施文する例

（174，203)、体部バケツに鍔状隆帯文を配したもの等で構成される（161)。

　文様を形成する全体的傾向として、隆帯文は、刻み、綾杉刺突、交互刺突が加えられ、さらには幅広半肉状への

傾向が急激に進行する。又、区画文は、胴部下半部に空白帯を残し、中帯文（藤森1965）と呼称される区画が新た

に胴部中央部に施文される。区画文では、Ｊ字・Ｉ字懸垂文により1次区画され2段階区画工程は踏襲されている

が、懸垂文に沿った2次区画は隠退傾向に向う。それに変わり区画内ではＪ字・Ｉ字懸垂文を単に隆帯文で連結させ

（155）内部に半肉文を施文したものや、さらに懸垂文より枝状に派生した隆帯が区画内に入り込み施文効果を決定

付け、2次区画が省略されるものが主流となる（154，214)。以上のように区画内部は前段まで顕著あった2字区画

文が省略され退化傾向を示し、器面へ直接、印刻描きが施される半肉系の三叉文、渦巻沈線文の大柄な施文が主流と

なり2段階区画工程の崩壊が観て取れる。そして、新たな文様要素として、粘土紐貼り付けによる対抗Ｕ字文が加わ

る。

　突起・把手での大きな特徴として、突起形態が正面・対称形に限りなく近い形態に整備されて、僅かに左右を変形

させた擬対称となることである。さらに、中央に円窓を有する突起（154，215)、三角突起（155）では、この傾向

が顕著となり突起両端部には小リングが付帯してその効果を向上させている。

　小リングの付帯は、左右非対称形が基本である突起Ｂ類－2にも及び（220）の例、非対称形突起（160，173，

206)、においても突起両端部には、小リングが付帯する。このように、本段階の突起の大きな流れは、正面対称形

に伴う円窓の突起中心部への移行と、小リングの付帯の条件が付け加えられるという傾向を示す。

　さらに、突起Ｂ類－2系の影響が強く、デフオルメされた類が多く認められるが、その代表として（159，160，

193，203，215）が上げられ捉えることができる。この中で特に注目されるものとして、円窓を中央に配置し突起両

端に小リングを配置し対称形・突起を有する（154）がある。

　154は土器の形態・突起形態、施文法等が海道前Ｃ遺跡、須玉・御所の前遺跡で検出されている人面付装飾土器と

同タイプに属するもので、突起中央に位置する円窓は海道前、御所の前では人面が入れ替わった様態となっており、

この事項を重要視して考慮するならば、人面装飾付突起は、形態に限って観れば、突起Ｂ類－2の亜種または発展形

態としての認識にむけての検討も可能となってくると思われる。また、173の突起は獣面把手の一種として考えられ

た経緯があるが、やはり、突起Ｂ類の変形として捉えておく必要がある。また、出産状態を示唆すると云われる人面

装飾が胴部に施文される177が検出されているが、文様として動態が盛り込まれている事項を重視して出産文様とし

て認識する。

　三角状突起は、細く背が高くなり、ラッパ状突起の捻りは消失し、板状となる（155，191，214)。

　4本・突起系では、2対4本型式が多く小さい三角状突起を有する（183，184，208，209)。塔状突起の遡源形態

を示す（176，179）は、キャリパー形口縁部上端に配置する。突起下部に双環を施して中空とし、その上部に僅か

に形状を整えた造形が認められる。
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　 段階は、大型で中空を呈する4本・大型塔状突起の出現とそれに合わせるかのように突起Ａ類、突起Ｂ類－2、

2段階区画文系土器が消滅する事実を重要視し画期を求めた。本段階の塔状突起の下部の双環部は前段に比較して突

起本体と一体化する為、正面は狭まり側面では双環形から円窓形への移行が際立ったものとなる。

　出土資料のうち、4本・搭状突起（232，234）以外の組成は、粘土紐貼付文土器（236，240)、褶曲文土器（233，

235)、大型深鉢土器（242)、非在地系土器（238）があげられる。本遺跡での遺物の出土量は極端に減少し、土器が

2固体以上出土した住居はＢ区13住居（229，230）98住居（226，229）にすぎない。

　塔状突起は以下に記す3例がある。232は頭部がやや尖り裾部が広がる。大型化した箱状の4本・中空突起であり、

下部では双環突起からの系譜であると考えられる円窓が双方に開き突起に組み込まれた形を呈する。突起から半肉隆

帯文がキャリパー形口縁部に及び重厚なものとなっている。土器本体は、底部が大きな屈折底となって特徴付けてい

る。甲府盆地には類例はなく、本遺跡を含む、八ヶ岳南麓以北に中心が求められる。234は、立面では三角状を呈す

る大型中空突起を有し、上端正面には粘土貼り付けによる蛇状隆帯文がＷ字文の突起になっている。その両側には鋭

角な波状隆帯が巡る。Ｗ字文の直下には双環の変形が配される。側面中央には、円窓が空けられ、頂部両端の内面に

はデフォルメされた蛇状頭部装飾が配置され、やかり、八ヶ岳南麓が中心に求められよう。

　229は、口縁部が極端に屈折する形態で、口縁部無文、胴部が縄文である｡

　246は頭部に横向きのデフォルメされた通称、蛇頭文を配置し両脇45°に傾斜する肩部を有する。その構造は蛇頭

の直下から粘土紐による頭部・渦巻懸垂＋双環突起＋粘土紐渦巻懸垂からなり、口縁部上端部は、突起下端部と蛇頭

下端で途切れる形態となる。

　233の褶曲文土器は、把手を有した痕跡がうかがえる、6単位の櫛歯文が配された土器である。

　238は、非在地系とした。その事由は口唇部上を、薄麺状隆帯文が全周する様相を根拠とするが、北信地域を経由

した火炎系土器口縁部の影響を想定したものであると考える。

　本段階は、甲府盆地東縁部の笛吹川東岸に位置する一の沢遺跡4号住居一括及び、56号土坑の検出から、その組

成がより明確となったものの、該期では甲府盆地周辺の資料を観ても一括検出の資料には恵まれず、一の沢4号住居

の出土状況の特殊性と土器組成がより際立ったものとなっている。本遺跡を含めた八ヶ岳南麓地域においての塔状突

起の出土例は少なく、共伴関係も不明な点が多い。この点についてはすでに述べてあるが祭祀形態における要因が大

きく影響しているものと考えられる。加えて、甲府盆地東縁部と八ヶ岳南麓地域における地域的差異が明瞭となって

くるのも要因のひとつであろう。今後、当該期における出土状況の詳細な把握とともに正確な共伴関係の判別作業が

最重要課題とされる。

3．出土土器・中期後葉

－1段階

　井戸尻期から曽利期への移行過程に当たり、多摩丘陵・武蔵野台地における縄文・中期9Ｃ期（黒尾・小林・中山

1995）に並行する。本遺跡での遺物出土量は僅少である。

　本遺跡で出土した土器は底部から直線的に開くバケツ形を呈する（244，246－2，247，248，250）と大型で括れ

部付近が膨らみ胴部は緩やかな曲線で底部にいたる深鉢形態（245）が認められる。

　口縁部は、無文帯を有し、4単位Ｗ字状突起（247，248，250）と3単位渦巻突起（246）が粘貼される。施文は、

刻み隆帯文のみで区画され内部には集合沈線が充填され（244，245)、頭部に粘土紐による渦巻文を有する懸垂文で

対抗Ｕ字文を配される。また、括部の楕円区画横帯文を配する例では（247，248）が際立ち、楕円の区画内では渦

巻文を基調とした偽反射鏡文が配される。さらに、器面全体に半肉状に先端渦巻文、三叉文が施文される例も認知さ

れる。

－2段階（曽利 式古段階）

　本段階の土器検出量はさらに激減する。また、以下の土器型式は､（櫛原1997）の分類基準による。

　252は比較的大型の深鉢で、打欠行為を伴う破片埋納土坑内より検出された、口縁部、胴部下位を欠損する破片で
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ある。これから推測すると、括部に頭部渦巻懸垂文で4分割した後、内側に対抗Ｕ字文を施し、内側に半肉状の偽対

象渦巻懸垂文を充填する。地文は、棒状工具による1本引きである。本例の、対抗Ｕ字文・深鉢土器は、周辺遺跡で

は、甲ツ原遺跡に出土例があり、類例は多いとはいえないが甲府盆地全域に広く分布が認められる。また、対抗Ｕ字

文により区画された内側には、半肉状に施文された偽反射の懸垂文、渦巻文が看取され古相を呈するが、ここでは曽

利段階としての基礎的モチーフである対抗Ｕ字文の成立を重視し、曽利 古並行段階とした。

－3段階（曽利 式新段階）

　土器形態は、深鉢土器Ａ 型式、Ａ 型式、Ｂ型式、渦巻把手状装飾土器で構成される。地文は基本的に集合条線

を多用する。

　253深鉢は、 －1段階からの継承として捉えられ、胴部上部の懸垂文頭部に粘土紐による瘤状・渦巻文を有しそ

れ以下は蛇状懸垂となる。

　渦巻把手状装飾土器は、円錐形の体部と双環状突起を合体させた形態であり、口縁部への装着単位は、1対2単位

と1対式の2種が認められ、突起の間は、突起に隣接する隆線文が、Ｕ字状に連絡して内部は無文帯となる。

　突起の意匠は、丁寧に整形された3条前後の粘土紐で重圏文が施され、下部の双環状突起との間に曽利期特有の蛇

状隆線を粘貼する例も看取される。

　1対式（256）の連結帯は、対称となる双環突起の両端双方の下部から伸び、8字を形成して側面中央で接して僅

かに三角状に突出し頭部に有孔を有する。

　2対式・4本（254）での、把手間はそれに隣接するＵ字文と双環突起下部から伸びる隆帯連結帯が平行に施され

る。

　これらの土器の連結帯の位置は頸部に下降し、中空状あるいは隆帯状に施されるが、この中空・連結帯の系譜はす

でに渦巻把手状装飾土器の変遷過程で触れており､（小林2003，2004）すでに突起間の小突起と連結帯が頸部へ下降

する過程を明らかにするとともに、笛吹川流域を中心に展開したことを説いたが、本段階のあり方から観ると、それ

らの突起連結土器の一連の動きが八ヶ岳南麓地域にまで波及していたことになる。口縁部無文地にＵ字文を配する例

は、甲ツ原遺跡第156号土坑出土例に見ることができる。また類例として、本地域以外では甲府盆地東縁部の一の沢

遺跡・第5号住居に出土が認められる

段階（曽利 式段階）

　Ａ4、Ｂ型式で構成される。262は、口縁部・重弧文で頚部に粘土紐による格子状の文様帯を配し、胴部は地文条

線に粘土紐による懸垂文が施文される。263は、胴部に地文縄文を施し、頸部に4単位・対称Ｘ字状把手を配する。

把手下部はそのままＵ字懸垂文となり次のＸ字状把手に連続する。

段階（曽利 式段階）

　Ｂ、Ｃ、Ｆ型式で構成される。口縁部は、276の斜行条線、271の重弧文、266のつなぎ文が際立つが、口縁文様帯

を形成しない例が存在する（269)。271は、地文条線に大柄渦巻文が施される。

段階（曽利 式段階）

　Ａ4、Ｄ、Ｆ型式と壷型で構成される。Ｄ型式（278，280，283，286）の口縁部文様帯は衰退する例が大半を占

める。文様帯が残るもの（283）は、横組楕円区画となるが先端渦巻は認められない。Ａ4は、Ｓ字系4単位Ｘ字把

手（276）がある。胴部は地文条線に大柄な渦巻懸垂文が展開する（237)。

段階（曽利 式段階）

　Ａ4、Ｄ型式が認められる。口縁部に平行する1本の沈線を施し、その下にも沈線によるコ字・枠状区画を配する。

内側はハ字状沈線が充填される（296～299)。301は、枠状区画が衰退し、細条線が施される。
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第6図　酒呑場遺跡、縄文中期中葉　 －4～ －5段階
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第7図　酒呑場遺跡、縄文中期中葉　 －5～ 段階
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第4項　外来系土器群の様相

1．異系統土器と希少土器について

　在地に広く認められる土器群とは別に、他地域に見られる土器を搬入もしくは模倣した所謂外来系と考えられる土

器破片資料については、第8・9図に示したとおりである。図中にも記しておいたが、1～4は早期終末から前期中

葉の指頭圧痕を有する所謂オセンベイ土器の類である木島式、5・6は前期初頭で丸底が特徴で口縁部に垂紐貼付文

を有する中越式、7～28は前期前半で繊維を含む羽状縄文系土器群である関山・黒浜式系統類、29～34は前期後半

で灰白色系を基調とし大型の爪形文を持つ北白川下層 ａ式、35～38は同じく前期後半で灰白色系を基調とし浮線

上を押圧ないし刻み目を付ける北白川下層 ａ式、39～41は中期初頭から中葉に見られる並行沈線を主文様とする

平出第三類Ａ土器で、その特徴から中期初頭段階に位置づけられるもの、42～44中期初頭の爪形文や円形刺突文を

施す船元 式、45・46は中期後半で曽利期と併行関係があり並行沈線による連弧・波状文を持つ里木 式（船元

式)、47～52は中期後半の刺突による多彩な文様表現がされる唐草文系土器、53は内面が漆のパレットに再利用され

た晩期の大洞Ｃ 式土器である。上記のような多彩な資料が認められ、関西、東海、信濃、関東、東北地方といった

広範囲な地域からの人の動きないしモノの流れを窺い知ることができる。

2．異系統土器群と在地系土器群の伴出関係について

　次に、所謂外来系の異系統土器群と在地系土器群の伴出関係が明確な資料について見てみることにする。伴出関係

図を第10図に示した。従来この類の資料については、前述のような破片資料が主体であることや個体資料として発

見されても土坑などから単独での出土例が多く、中部高地の土器群（在地系土器群）との編年的な関係について理解

することが難しかったが、本遺跡において遺構に伴った形で共伴関係が明らかとなった例が散見できたため抽出して

ここに記すことにした。なお、ここでは単独で出土した異系統土器の個体資料についても、数が少ないのでここで扱

うことにした。

Ｂ区第5号住居跡：本遺構の上部は曽利期の住居に切られていたため、下部に残された諸磯ｂ式期の住居跡の床面直

上に残された資料のみを検出することができた。灰白色の基調で北白川下層 ｂ式の浅鉢（1）と諸磯ｂ式の浅鉢

（2）の伴出が認められた。

Ｃ区第135号土坑：灰白色の基調で四単位の橋状把手を持つ北裏Ｃ 式の浅鉢（3）で、北裏Ｃ 式段階でもやや新

しい段階に位置するものであり、外見上の特徴から東海地域からの搬入が濃厚な資料である。該期の単独出土事例

としては、宮地第3遺跡、駒平遺跡の2例があるので、異系統土器に対する意図した埋設である可能性が示唆され

る。

Ｅ区第2号土坑：五領ヶ台 式に並行する東関東系の土器が出土している。交互刺突文を有する小型の鉢と口唇部に

刺突を有する浅鉢が伴出している（4・5)。

Ｃ区第41号住居跡：第10図6は北屋敷式の前段階で増子康眞氏のいう山田平式に比定される深鉢であり、山梨県下

では初めて発見された資料である。これは岐阜県・門野遺跡の土器群よりもやや古い様相を示すものと考えられる。

これは、藤内 式の在地系の土器（7～11）20個体などと共に出土しており、遺物の出土状況については井戸尻

パターンを示している。遺物の表面も風化・摩耗しているものが少なく、底部を失った土器が多数認められことか

ら、当時なんらかの作業を行った後に意図して底部を破壊したものを極短期間のうちに一括廃棄した可能性のある

もので、時間とモノとの関係を考える上で興味深い資料である。東海系土器群と中部高地系土器群の編年を考える

上で好資料である⑴。

Ｃ区第9号住居跡：12は赤っぽい色調で環状突起や曲隆線文を持つ焼町類型土器である。藤内 式でも最終末段階

に位置づけられる土器群（13～17）と共に出土している。

Ｂ区第3号住居跡：18・19は山梨県下で初めて発見された里木 式の破片資料で、半裁竹管状の工具による細目の
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第8図　包含層等出土外来系並びに希少土器破片資料（1）

1～4　早期終末～前期中葉　木島式

5・6　前期初頭　中越式

7～28　前期前半　羽状縄文系土器
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第9図　包含層等出土外来系並びに希少土器破片資料（2）

29～34　前期後半　北白川下層 ａ式

35～38　前期後半　北白川下層 ｂ式

39～41　中期初頭～中葉

　　　　　　　　　平出第 類Ａ土器

42～44　中期初頭　船元 式

45・46　中期後半　里木 式

　　　　　　　　  （船元 式）

47～52　中期後半　唐草文系土器

53　晩期　大洞ＣＩ式
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第10図　異系統土器群と在地系土器群伴出状況
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井戸尻式と火焔型土器（馬高式）の折衷タイプ 

第11図　異系統土器との折衷タイプ

並行沈線で地文に縦位の連続沈線、地文上に連弧文と波状文を施しており、西日本地域に見られる地文に撚糸文を

用いるケースと異なるが、滋賀県の醍醐遺跡などに類似資料が見られる。これらは、曽利 式末葉～ 式期の土器

（20～22）と共に出土しており、従来唱えられている編年感とほぼ一致するものである⑵。

Ａ区第16号土坑：23は隆帯や沈線による唐草文を施した小型の唐草文系土器で、松本平から伊那谷を中心に分布す

るものである。異系統ということもあり土坑からの単独出土である。

3．異系統土器との折衷・模倣タイプの土器群について

　次に、異系統土器との折衷・模倣タイプについて触れることにする。第11図に示したものがそれであるが、1～

4は一見北陸地方の土器群を想起させるが、胎土や色調は在地のものに近い。1はＩ区第45住居跡から出土したも

ので、狢沢式の古段階の土器群と共に出土している。口縁部や胴部に見られる蓮華文は、まさに新崎式そのものであ

るが、胎土・色調共にご当地で言われている所謂新崎式とはどことなく異なるようである⑶。2はＩ区第32号住居跡

から出土したもので、狢沢式の中段階に位置する土器群と共に出土している。口縁部に蓮華文が施されているが、器

形・胎土・色調共に在地がかっている。3はＣ区Ｌ′－40グリッド第7号土坑から新道式土器と共に出土したもので、

口縁部に蓮華文が施されているが、器形・胎土・色調共に在地がかっている。4はＣ区第247号土坑から出土したも

ので、口縁部の区画文に三角押文を施した新道式と新崎式の折衷タイプと考えられるものである。5はＣ区第185号

土坑から出土したもので井戸尻 式の特徴をよく示したものに、口縁部のモチーフに波状文を施す馬高式の火焔型

土器のモチーフが施されており、折衷タイプと考えられるものである。

4．異系統土器群の様相

　県内においては近年、縄文時代前期から中期にかけての異系統土器の出土例が増加している。本遺跡においてもそ

の一端を見ることが前述のような結果からわかるが、これほど多種多様なものが出土した遺跡はあまり類例がない。

今回、こうした土器群の胎土分析も合わせて実施していき、人の動きとモノの移動を考えることができたと思うが、

実際に分析を行った資料はその中でも極一部のものにすぎず、全体的な情報量としては極めて限られたものであるた

め、まだまだ不明な点は多い。現状では異系統の判断の大部分については肉眼観察にたよっており、異系統といって

も在地で模倣されたものなのか、他の近隣製作地より搬入されたものなのか、それとも本場の製作地より直接もたら

されたのか判断に迷うものである。以前、北白川下層式・大歳山式の流入ルートについて触れたこともあるが、その

中でワンステップないしトゥーステップをおいて中間地域からの流入について外見上の特徴から想定したが、胎土分
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析などを踏まえた科学的な根拠と共に今後考えていく必要がある。この関係で資料調査を行いながら相互に搬入品な

いし模倣品とされる資料を見聞したこともあるが、他地域における中部高地系土器はかなりそれとは胎土・色調や特

徴などが異なり、むしろその地域に根ざした土器に近い特徴を持っていることがある。こういった特徴が認められる

のは、本遺跡の資料では前期の北白川下層式系の土器と中期の新崎式系と考えられるものに見られる。ちなみに境川

村諏訪尻遺跡から出土した北白川下層式系の土器の破片資料の分析では岐阜や愛知県の鉱物組成と一致する結果が見

出されており、京都などの本場の地域からの流入ではなく、隣接地域からの二次的、三次的な段階を経た地域流入し

た結果が示されており、このことが外見上の特徴が若干異なる結果を産むこととなるようであり、従って本場の地域

のものと比較しても類似性にかけてくる結果となるのである。今回の科学分析の結果でも、他の地域からの流入を示

すことが分かったが、本場の製作地域からの搬入ではなく、中間の第三地域からの搬入を示す状況が確認できた。こ

れとは別に、中期でも東海系土器群である船元式、北裏Ｃ 式、山田平式については、器形・文様・外見的な特徴・

胎土・色調などから純粋に東海地域からもたらされた可能性が考えられ、模倣品と想定されるものは認められない。

以前、やはり外来系土器群の科学的な分析を行なった御坂町桂野遺跡の北裏Ｃ 式の土器破片資料の例でも、甲府盆

地内の特徴とは全く異なった鉱物組成をしており、その特徴は三河地域や伊勢地域で産出されるこれらの土器と同様

の在り方を示していることから、直接もたらされた可能性が科学的にも証明されつつある。この他にも、科学分析の

結果、木島式、平出第三類Ａ土器、唐草文系土器、里木 式の破片資料についても、生産地までの推定には至らなか

ったが外部からの搬入を示す結果が見出されており、肉眼観察による異系統としての分類と科学的な分析の結果が一

致することが明らかとなった。

　このように、異系統土器群の伴出関係ならびに模倣品を集成し示してきた訳であるが、このことから編年的な並行

関係や移動に関する特徴が見えてきたことにより、本遺跡で生活を営んでいた人々の移動と土器の移動に関する実態

が各時期において少しずつ明らかとなった。
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第12図　平出第三類Ａ土器共伴関係図（狢沢期）
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第13図　平出第三類Ａ土器供伴関係図（新道～藤内期）

5．在地系土器群と平出第三類Ａ土器の共伴関係について

　平出第三類Ａ土器は中期初頭から中葉にかけて主に伊那谷地域（上伊那地方）を中心に分布することが知られてい

る。その特徴は中期初頭の土器群を想起する文様モチーフと彫りの弱い簡素な施文、色調は白色系で薄手の作りであ

る。出身元である長野県内でもあまり主体的な分布を持たず、梨久保式や狢沢式、新道式や藤内式などの中部高地に

分布する土器と共に伴出する傾向がある。山梨県内では最近までほとんどその出土事例が知られていなかったが、中

道町上の平遺跡、南アルプス市（旧櫛形町）鋳物師屋遺跡などの盆地地域でも個体が確認されている。このような状

況の中で、これほど多くの個体が検出された酒呑場遺跡は、ある意味特殊な位置づけがされるものと考えられる。鵜

飼氏によって指摘されている諏訪湖周辺の分布域が山梨県側の八ヶ岳南麓地域を越えて盆地部まで広がる様相がわか

ってきた。在地系土器群のその特徴も諏訪湖周辺地域のものと類似することから、極めてその関係の深さがこうした

異系統グループの土器の分布の中でも見え隠れしているようだ。

　第12・13図は遺構に伴って出土した共伴関係図である。第12図は狢沢期のものであるが、第 期とした古段階の
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ものは、Ｃ区の第27号住居跡（1)、第91号住居跡（2・3)、第45号住居跡（4・5)、第74号住居跡（6・7）か

ら認められた。1と4は口縁部分と胴部の地文に縄文が、2と6は無文地である。1は「く」の字の頂部に隆帯が

巡りその上を縦位に押圧している。口辺部の文様帯には縦位ならびに格子目状の沈線を充填する。胴部には並行沈

線による逆Ｕ字文等がみられ、この段階のものは比較的にしっかりと規則正しく施文されているのが特徴である。第

期とした中段階のものは、Ｃ区第75号住居跡（8～12）と第 期との過渡期段階と考えられるＣ区第102号住居跡

（13・14）である。地文に縄文地と無文地があり、口縁部の文様帯は「コ」の字状の区画文が、口辺部の文様帯に

は規則性のない沈線が縦位ならびに格子目状に充填する。胴部には縦位の並行沈線が間隔をあけて垂下する。この段

階から施文が甘くいい加減さが目立ち始める。第 期の新段階のものは、Ｃ区第200号土坑（15・16)、Ｉ区第44号

住居跡（17～20）がある。口縁部の文様帯は（　）ないし□状の区画文があり、口辺部には並行沈線によって縦位

に充填される。この時点で格子目状の文様は施されなくなる。胴部文様帯も簡素化が進み、従来から施される（　）

状ないし横位の並行沈線が施されるが、平行沈線文が垂下する程度となり無文化が加速する。第13図は新道式から

藤内 式期のものである。まず新道式期ではＣ区第32号住居跡（1・2）は古段階、Ｉ区第16号住居跡（3～8）

は新段階である。古段階（1）では、強調されていた口縁部文様帯が弱くなると共に、区画文が無くなり、波状の並

行沈線が表現されるようになる。口辺部は従来の外反より弱くなり立ち上がりが急になる。文様表現は力の弱い並行

沈線により縦位と横位に充填される。新段階のものでは、器面のほぼ全てに縄文が施され、外見上の特徴は狢沢期の

様相に近いようであり、該期のものとして認識してよいものか考えさせられる資料であるが、住居跡より検出された

ため表示した。藤内 式期はＩ区第56号住居跡（9～12）であり、口縁部文様帯が前段階に比べて広がりを見せ、

口唇部が外反するのが特徴である。口縁部下部には押圧隆帯が施され、その下の胴上部には縦位と横位に並行沈線が

施されている。胴部半ばには並行沈線による渦巻状の文様も認められる。

　破片資料も含めるとかなりの量になるが、山梨県におけるこれらの土器の特徴は、隣県の諏訪市荒神山遺跡で見ら

れるものとは器形は類似するが、文様構成は異なっている。また松本市平出遺跡のものと比べると器形などの特徴が

かなり異なってることがわかり、これらの土器の起源をどこに求めてよいのか未だ解明できないが、八ヶ岳南麓地域

における分布の増加がいずれ解き明かしてくれるものと思われる。酒呑場遺跡において、山梨県では始めて平出第三

類Ａ土器を編年的な位置づけの中で相対的にみることができたことは大変有意義なことであると思う。この土器につ

いて言えることは、これが酒呑場遺跡で作られたものではないということ、長野県の在り方と同様に、単独では使用

せずに在地の土器と併用していること、在地の土器に対してその数は少ないこと、山田平式などの東海系土器群と色

調・器厚などの外的特徴が類似すること、胎土分析の結果からも在地において製作されたものではなく、隣接する本

場長野県からの搬入が考えられること等、単純に土器の特徴から「煮炊き用の土器」としての機能だけで解決できな

い、謎の多い上伊那人の思考と動きがそこに見え隠れしている。

参考文献
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第2節　土製品

第1項　土偶

　酒呑場遺跡出土の土偶152点について、部位ごとに分類し時期判定を行う。また、有脚立像以外のポーズ土偶は別

に分類する。なお、分類や時期判断については、小野（1986)、今福（1998)、櫛原（1998）を参考とした。

　頭部

類　頭部端が平坦ないわゆる河童形で、上に開く小形品（第104図1、第105図3・5、第106図4・6・7)。

目・口が刺突等で簡略に表現されている。特に、眉と鼻について、その表現がないもの（第104図1、第106図7)、

沈線で表現されているもの（第105図5、第106図4)、粘土紐を貼付して表現しているもの（第105図3、第106図

6）の三者がある。五領ヶ台式段階と思われる。

　なお、第106図6は側頭部に粘土紐を半周させて頭髪を表現している。第106図4・6には頭部端平坦面の周辺部

から側頭部に小さな貫通孔が開けられている。第105図3には頭部端平坦面の顔面よりから胴部にむかって孔が見ら

れるが、これは粘土塊を保持するための棒の跡である可能性がある。

類　頭部端が平坦ないわゆる河童形であるが、円盤状のもの（第105図4・6・7、第106図1・2・3、第118図

3)。顔面部分について、仮面を付けたように円形に盛り上がっているもの（第106図1)、円盤の一端に平坦面を作

り眉や鼻を粘土紐を貼付して表現しているもの（第105図4・7、第106図2、第118図3)、円盤の一端に平坦面を

作り眉を沈線で鼻を粘土粒貼付で表現したもの（第106図3）がある。五領ヶ台式期から狢沢式期にかけてのものと

思われる。なお、第105図4の口唇両端部に三角文状の文様が見られる。第105図6と第118図3の側頭部には押し引

き沈線文がめぐる。円盤の一端に平坦面を作り顔を表現するものには、頭部端平坦面の周辺部から側頭部に小さな貫

通孔が開けられており（第105図4・7、第106図2・3、第118図3)、顔面部分を欠損する第105図6も同類の可能

性がある。

類　球状の頭部の一端に仮面状に盛り上げた顔面を付け、頭髪部分に渦巻き状の文様が見られるもの（第105図1、

第115図7)。第115図7には側頭部に貫通孔が3ヶ所見られる。狢沢式段階と思われる。

類　小形球状の頭部で、粘土紐を渦巻きや環状に貼付して頭髪を表現しているもの（第104図2、第116図2)。狢

沢式段階から新道式段階の可能性がある。

類　顔面が正面全体を占め、側面観が顔面から顎、頸と連続する一平面となっているもの。目、口、眉が沈線で表

現されている（第105図2、第106図5・8)。頭頂部が窪み貫通孔がみられるもの（第105図2)、耳の穴が孔で表現

され後頭部にも把手状に横方向から孔が穿たれているもの（第106図5)、後頭部が半球状で頭髪が沈線の渦巻き文

で表現されているもの（第106図8）とバラエティーがある。狢沢式段階から新道式段階と思われるが、第106図8

は曽利式段階の可能性がある。

類　顔面の正面観が三角形で頭頂部と両頬が尖るが、 ・ 類に見られる顔面上部の縁が未発達である。隆線の渦

巻き文で頭髪が表現されている（第104図4)。全体に三角押文が施文されており、新道式段階のものと思われる。

類　両頬が突出して顔面の正面観が半円形か丸みを持つ三角形で、顔面上部の縁が発達したもの（第104図3、第

116図3、第118図1、第119図1、第123図3・4)。後頭部の文様にバラエティーがあるが渦巻き文は第118図1の

みである。貫通孔が第104図3、第116図3、第123図3に見られる。第116図3には本遺跡唯一ダブル「ハ」の字文

と三ツ口表現が見られる資料である。第104図3は三角押文で施文されており新道式段階と思われる。他は沈線を基

調とし藤内式段階と思われるが、細い沈線の第116図3、第119図1、第123図4が古く、太い沈線の第104図3、第

118図1が新しい可能性が考えられる。

類　顔面が円形で頬の突出がないが頭頂部が尖り、顔面上部の縁が極度に発達している（第122図1)。太い沈線

を基調とし、井戸尻式段階と思われる。

類　顔面が頬が張り出す楕円形で、眉が強調されて隆帯で表現され、後頭部の突出が弱く側面観が薄い（第116図
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5、第122図2)。井戸尻式段階と思われる。

　腹部・臀部

類　腹部・臀部ともに豊満に大きく表現されており、側面観が非常に厚い。角押文ないしは三角押文で腹部・臀部

が縁取られ、側面に玉抱き三叉文状の円文ないし渦巻き文が施文される（第108図6・7、第109図1・5、第117図

2、第118図4、第119図2、第121図1・2、第123図2)。角押文が施文された第108図6・7、第109図5、第119

図2、第121図1・2、第123図2は狢沢式段階、三角押文が施文された第109図1、第117図2、第118図4は新道

式段階と考えられる。

類　正面観が円形で、腰の張りだしが強調されているが、側面観が 類と比べて薄い。文様もないか弱い（第108

図1、第110図3・5、第120図1)。狢沢式段階から新道式段階と思われる。第108図4や第109図3もこれに含まれ

る可能性が高い。

類　 類に比べて腰の張りだしが弱いもの（第103図10、第109図2、第110図1、第111図2、第121図7、第123

図7)。第111図2、第121図7は三角押文で施文されており新道式段階と思われる。第103図10は腹部が隆帯で表現

され藤内式段階と思われる。第123図7は太い沈線で施文され正中線と腹部が隆線で表現されており井戸尻式段階と

思われる。

　腕部

類　断面円形の細長い棒状のもの。

類　断面が板状で幅広長方形のもの。

　いずれも指の表現のないものをＡ類、指表現のあるものをＢ類とする。

　胸部から腕部にかけてが残存するものは、腕の付き方が分かる。腕が上方を向くもの、水平のもの、下方を向くも

のの三者がある。上方を向くものはいわゆる「ばんざい」土偶で曽利式段階に見られる。本遺跡では第103図2がそ

の可能性のある唯一の資料である。下方も少なく第104図2と第107図17がその可能性が高い。

　脚部

類　断面円形で寸胴、大型のもの。

類　断面円形で寸胴、小形のもの。

類　楕円形でつま先とかかと両端が突出するもの。

類　楕円形でつま先側のみ突出するもの。

類　両脚が内側で接合しているもの。

　いずれの分類も指の表現のないものをＡ類、指表現のあるものをＢ類とする。

　腹部中空土偶（第110図6）

　腹部・臀部が球形で、中が空洞となっている。太い沈線文で施文され、井戸尻式段階と思われる。

ポーズ土偶

　円錐形土偶（楢原型)（第109図6）

　円錐形中空で、頭部・腕部を欠損する。また底部は内面の一部が残存するものの外面は欠損し形態が不明。乳房・

正中線・対称弧刻文などが見られる。施文は三角押文で、新道式段階と思われる。なお、第107図9と第113図6は

腕部分であるが、南アルプス市（旧櫛形町）鋳物師屋遺跡の円錐形土偶腕部に近似する。

　正座位土偶（海道前型・酒呑場型)（第111図1・3・4・5・6、第116図5、第122図1、第122図2＋第123図

1）

　立像土偶の脚部の表現がなく、正座した状態を表現したと想像される土偶である。3類型が見られる。

類　脚部表現が全く見られないもの（第111図1・3)。

類　脚部部分が前後に突出するもの（第122図1、第122図2＋第123図1－両者は接合する)。

類　前方のみに突出するもの（第111図4・5、第116図5)。

　第111図3は三角押文で施文されており新道式段階、第111図1は藤内式段階で 類は新道と藤内と古い段階。
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類は頭部類型からも井戸尻式段階と思われる。 類は第111図5が曽利 式新段階から曽利 式段階と評価されてい

る（新津1998)。

　座位土偶（広畑型)（第112図1）

　脚部のみだが、向こうずねを立てて座った状態を表現している。

酒呑場遺跡出土の土偶の特徴

  総体的に曽利式段階の土偶は僅少で、五領ヶ台式段階から井戸尻式段階であるが、特に狢沢式から新道式段階のも

のが豊富である。頭部に玉抱き三叉文の表現が見られない点や、つり目でアーモンド形の目が少なく目の表現が貧弱

である点、正座形のポーズ土偶が目立つ点など、本遺跡の土偶の特徴としてあげられる。しかし、総数152点は八ヶ

岳山麓の遺跡としては特に多く注目される点である。

第2項　小形土器

　小形土器については、74点について1／2図を示した（第94～100図)。この他、第2図6、第3図1、第16図6、

第23図11、第24図3、第27図7、第28図13、第33図6、第38図17、第39図3～6、第75図5の14点も小形土器の範

疇で捉えられる。

第3項　台形土器

　台形土器は、第50図と第91・92図に7点と土器底部転用品を3点示した。この他にも破片が数点あるが、図化し

て示さなかった。第91図3は、10住の南壁に立てかけられた状態で粘土塊と並んで出土した（図版編写真図版5)。

また、同じ10住の住居内ピット23から第92図6が粘土塊と並んで出土した（図版編写真図版6)。第92図6は底部を

打欠いて整形しているが、第92図5のように胴部との接点である部分の割れ面が擦られておらず、底部内面を上に

してその面を使用面としたものと考えられる。第92図7も6と同様に底部内面側を使用面としたと考えられる。台

形土器は第93図に示したように特殊なヒビが観察される。同図3ではＢ面の上側に同心円状のヒビが集中し、粘土

をこねるような動作で疲労したことで生じたヒビである可能性が考えられる。同様な形態の4にも観察できる。

第4項　杓子形土製品

　杓子形土製品は19点と数が多い。渡辺誠氏により粥状の食品の消長と対応関係にあるものとして注目され総合的

な研究がなされているが（渡辺1985)、それによると、頭部の断面形態が「凹みが浅く皿状を呈するものから半球状

に近いもの」として一括された 類の範疇で捉えられ、柄の付き方（頭部に対する柄の角度）や柄の長さによる分類

では、水平で短いもの（ Ａｂ類；第128図12、第129図2・3・6、第131図1・2・5）がほとんどである。この

あり方は、渡辺氏の縄文系列の形態組成に符合する。杓子形土製品は縄文時代前期から中部・関東地域で出現するが、

酒呑場遺跡がその中核的地域の中にあり出土数も多い点から、粥状食物の利用が高度になされていた状況を示すと考

えられ注目に値する。

第5項　その他の土製品

　装飾突起・顔面把手・土鈴・耳栓・棒状土製品・蓋・土製円盤・不明土製品・焼成粘土塊については、付表のとお

りである。装飾突起・顔面把手・土鈴・耳栓・棒状土製品・蓋・不明土製品については全点図示した（第124～141

図)。特に、棒状土製品（第132図4）は男根形の土製品で、表面が焼けているものの、中は生の粘土の状態であり、

非常にもろい。諸磯ｂ式期の2住炉跡近くの床面直上出土である（図版編写真図版4)。蓋（第133図13）はグリッ

ド出土であり帰属時期は不明であるが、把手が曽利式期のものに近似する。土製円盤については、Ｉ区について一括

取り上げの土器片について十分に検討していないため、かなりの数が見落とされている可能性が高い。焼成粘土塊に

ついては、Ｉ区出土のものについては数点把握されているものの図示していない。
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第3節　石器

第1項　Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ区の石器

1．石器組成

　Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ区の各住居跡出土石器について、第2表に組成を示した。表の中で数字が示されていない欄は整

第2表　Ａ～Ｄ区の各住居跡出土石器数
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理作業の不都合で観察していない項目である。実測図は石匙、掻器、削器、刃器について一部を実測し提示した（第

142～159図、付表)。黒曜石製石匙について、使用痕分析を実施した（第6章第2節)。黒曜石剥片・石器について

一部の産地分析を実施した。大形石匙と磨製石斧については、特に網羅的に観察し、類型を示した（第160～163図、

付表)。小形磨製石斧、石製品、石皿、石棒の一部を図化し提示した（第164～167図、付表)。

2．石匙

　第160図1～25はいわゆる大形粗製石匙である。その平面形態としては、大きく縦型（1・4・5・6・8・12・

15・20)、横型（2・3・7・14・18・19・21～25)、斜型（9・10・11・13・16・17）に分けられる。

　1は板状の剥片を素材とし、抉り部に敲打痕が残存している。2の裏面は礫面であり、打面を除去して刃部を作出

している。3の抉り部には深い剥離痕があるのに対し、刃部の調整は微弱である。4には刃部作出を目的とする連続

した調整が加えられている。右側縁の刃角は鋭角であり、左側縁は潰れている。6の左側縁下端には素材縁部が残存

しており、右側縁は細かい連続した調整が加えられている。7は基部側が厚く、刃部側が薄い。8の裏面は礫面であ

り、刃部に調整はなく素材縁を用いている。9は打面を除去して刃部を作出しており、下辺の剥離痕はステップフラ

クチャーを呈する。10の下辺は素材縁部、右辺は剥片剥離時のヒンジフラクチャーを残す。したがって、鋭角であ

る縁部の範囲は非常に狭い。11の下辺は細かい剥離痕ながら、両面調整である部位が存在する。12は全面に通常剥

離による調整が加えられており、縁辺が鋸歯縁状を呈する。13の右辺には折れ面があり、下辺の刃部調整は微弱で

ある。14の裏面下辺に調整が集中し、ステップフラクチャーを呈する。15の表面は剥離痕に被覆されているのに対

し、裏面にはほとんど調整が加えられていない。16の右辺には折れ面があり、下辺の調整は微弱である。17・18の

表面には腹面の剥離軸と同一方向の先行剥離面があり、連続した剥片剥離工程を示してる。18の下辺に調整はない。

19の下辺は不連続な細かい剥離痕があるものの、ほとんど素材縁である。20の下辺には調整がなく、左右辺に調整

が加えられている。21の抉り部に深い調整が加えられているのに対し、下辺の調整は不連続である。22の下辺には

細かい調整が加えられている。23の抉り部の調整は微弱であり、下辺は細かい連続的な調整により、鋸歯縁状を呈

する。24の裏面は礫面である。25の下辺には調整が集中し、ステップフラクチャーを呈する。
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3．磨製石斧

　磨製石斧は一般的に乳棒型と定角式に大別されるが、本遺跡の遺物は必ずしも典型的な形態は少ない。乳棒型と定

角式に類似したバリエーションの豊かな形態が認められ、石材と石器形態が緩やかに結びついている。緑色凝灰岩系

の細粒で密な石材を素材とした乳棒型的な形態を有するものと、蛇紋岩系の細粒で緻密な石材を元に定角式的な形態

を有するものがある。

Ａ類　緑色凝灰岩系・乳棒型

－1基部がすぼまるタイプ（第163図1～13・第162図1～13）

－2基部と刃部がほぼ平行するタイプ（第162図14～20・第161図1～11）

Ｂ類　蛇紋岩系・定角式的（第161図12～23）

　上記の番号に該当しないものは、破損等によって元の形態が不明なものである。これらの他にも石斧以外の機能に

用いているもの（転用)、折損などにより元の大きさより減じた石斧を再調整－敲打－研磨しているもの（再加工）

がある。また、各分類項目毎に類似した形態を有するまとまりもある。例えば、第163図1・2はサイズの違いはあ

るが、撥形を呈する点で共通している。第162図2・3・4・5は中形であり、再加工が想定される。第162図14～

16は棒状の磨製石斧である。製作技術の痕跡としては、敲打痕を顕著に残置しているもの、刃部を中心に部分的に

研磨するものなどが認められ、必ずしも全面研磨しているものばかりではないことが分かる。

　第163図（以下の記述は第163図）1・2の平面形状は非常に近似する。2の基側部は黒色を呈する。着柄形状を

残置している。3は折れ面から調整している。4は刃部の偏りが生じている。6は器体の全面に敲打痕を有する。7

の裏面には剥離痕を打面とした調整が加えられている。8の器体上半は敲打のみであり、下半は研磨が加えられてい

る。9は縁辺から細かい連続した調整が加えられている。10の刃部・右側縁は大きく折損している。

　第162図（以下の記述は第162図）1は器体の全面に敲打痕を有している。2は基部側のみ敲打痕を有している。

2は刃部角が鈍角を呈していることから、再利用の最終形態である可能性を有している。3は器体の中央に敲打痕を

有しており、刃部側の剥離痕上にも敲打痕を有す。4は刃部よりの両側縁に打痕を有している。5は全面に敲打痕を

有しており、刃部だけが研磨されている。6は剥離された磨製石斧片を研磨して再利用している。8・9は全面に敲

打痕を有している。10・11の基部には剥離痕がある。12・13は磨製石斧の破片であり、使用時の事故が想定された

と考えられる。14～16は棒状の磨製石斧である。14は一部に剥離痕を残置しており、15は表面に数単位の敲打痕を

有している。17は全面に剥離痕を残しており、刃部のみ研磨している。18の折れ面上には敲打痕を有しており、裏

面は剥離痕によって大きく失われている。また、刃部側の縁辺も磨耗が著しい。19は折れ面縁辺部が磨られており、

転用されたと考えられる。また、使用時の事故割れと考えられる剥離痕をさらに磨っており、再利用している状況が

窺える。20は表面は敲打痕のみであり、裏面は研磨が加えられている。21は折れ面を打面とした剥離痕を有し、折

れ面の全面が磨られている。転用が想定される。

　第161図（以下の記述は第161図）1は折れ面から調整が加えられ、2は剥離痕が磨られていることから、再加工

だと捉えられる。3は器体の全面に敲打痕を有し、刃部側のみ研磨されている。折れ面から細かい調整が加えられて

いることから、再加工されたものであるかもしれない。4の裏面には剥離痕が大きく占めている。5は原石の形状を

留めており、不定形な形態を呈している。7・8は棒状の転礫を素材とし、一部を研磨することによって磨製石斧と

している。9は表面中央に3単位の凹部を有している。凹部は磨製石斧の機能とは関係ないため、破砕後に転用され

たと推察される。10・11は破砕した磨製石斧の小片を小形の磨製石斧として再利用している。

　Ｂ類では典型的な定角式は存在しないが、石材は蛇紋岩を用いている（12を除く)。12だけは砂岩製であり、基部

側の磨面のみ粗く磨かれている。折れ面を打面に剥離を加えている。平面形態も必ずしも斉一的ではなく、原石の形

状を残しているため、形態が歪んでいるものがある（16・17・20)。22・23は平面形態が楕円形を呈しており、縁辺

に顕著な敲打痕を有している。これらは、磨製石斧としての機能がなくなったものを叩き石として転用したものであ

ろう。また、15は縁辺の全周に、20は基部側だけに敲打痕を残している。
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第2項　Ｉ区の石器

　Ｉ区については大形石器については、位置を測定したものについて石器ごとに住居跡出土数等を示し、一部を実測

して提示した。石鏃・石錐などの黒曜石製石器については出土全点を観察分類し、一部を実測して提示した（第168

～232図)。その際、遺物の出土状況の項で示した出土層別の出土数を提示した。以下、記載するとおり、中層出土

の資料群は、住居帰属時期の様相を示す一括性のある遺物群である可能性が高い。

1．石鏃

第3表　石鏃住居跡別出土数（時期別）

　住居跡内や土坑内出土の石鏃の一部について、片面の剥離面

の状況を図示した（第168～172図)。石鏃は両側縁と基部の3

辺を平坦剥離で整形している。大半が凹基無茎鏃であるが、円

基石鏃が11住に1点、凹基有茎鏃が1点27住に見られる。有

茎鏃は山梨県内では晩期中葉になって見られるようになるもの

であり、この資料は混入と考えられる。先端部に接する両側縁

は剥離面が器体の中央で止まるものがほとんどであるが、たび

たび反対縁までおよび、刃縁や端部を剥ぎ取ってしまうものも

見られる。こうした特長は押圧剥離によるものと思われる。

　石鏃は縄文時代石器の中で、石匙とともに特に形が意識的に

整えられていると認識される石器である。そこで、遺構出土の

もので形態が明瞭なものを対象に、外郭線のみを図化し、資料

提示した（第173～178図)。

　ここでは、図示した資料の属性表（付表）の長さと幅の数値

から長幅比を算出し、時期別の状況を検討した（第4表)。住

居跡中層出土のみの資料で検討すると明瞭な変遷状況が把握で

きる。諸磯ｂ式期では129％から50％と広い範囲の分布を示す。

五領ヶ台式期では119％から90％と分布範囲が限定され、狢沢

式期では99％から80％、新道式期と藤内式期では99％から60

％、井戸尻式期では89％から50％と、五領ヶ台式期から井戸

尻式期にかけて徐々に長さに対して幅が狭くなる方向に分布範

囲が遷移してゆく。住居跡上層出土資料は、五領ヶ台式期以降

で大きな違いが見出せず、各時期の石鏃が混在する状況が見て

取れるが、120％以上の石鏃は中層、上層いずれも諸磯ｂ式期

の住居跡にしか見られない。110％以上の石鏃も中層、上層い

ずれも五領ヶ台式期か諸磯ｂ式期にしか見られない。こうした

流れから判断すると、曽利式期で110～119％に1点見られる

が、これは諸磯ｂ式期か五領ヶ台式期の石鏃が混入した可能性

が高い。

2．石錐

　石錐は「交差するニ辺を比較的急角度の剥離で調整し、厚手

の先端部を作り出した石器」とし､「三辺を平坦剥離によって

整形し、一端を比較的薄く尖らした石器」である石鏃と区別す

る。基部が大きくなる「つまみ部」を持つものが多く、石鏃と

同様に三辺を調整したものもあるが、基部側の調整は荒く整形
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第4表　石鏃長幅比

第5表　石錐住居跡別出土数（中層） 第6表　石錐住居跡別出土数（全体）
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の意図が見られないので石鏃と違い不整形の場合が多く、先端部側に対して特に厚手に作られている。ここでは次の

ように分類した。

　まず、錐部の断面形で4種類に分類する。 類：錐部の断面が三角形のもの。 類：錐部の断面がレンズ状（幅が

厚さの2倍以上で両辺からの剥離の交差する部分が稜を形成しない）のもの。 類：錐部の断面が四角形（幅が厚さ

の2倍未満で両辺からの剥離の交差する部分が稜を形成する）のもの。 類：錐部の断面が台形・五角形などの矩形

のもの。

　次に、錐部の形態で3種類に分類する。Ａ類：錐部を形成するニ辺が平行するもの。Ｂ類：錐部を形成するニ辺が

交差しＶ字状のもの。Ｃ類：錐部を形成するニ辺が平行し、つまみ部がない棒状のもの。

　さらに、つまみ部に調整があるものを1類、ないものを2類とした。

実際の分類は Ａ1類、 Ｂ2類、 Ｃ類などと表記した。

　出土数は、住居跡出土が123点、土坑17点である。第5・6表に住居跡別に各類型の出土数を示した。全体と中層

出土のものとを別に示した。中層出土は41点と全体の1／3でしかなく、傾向を読み取ることができない。各時期

とも Ｂ類が主体とし、各類型が少数ずつみられる状況である。

3．石匙

　石匙の定義

　本報告での石匙は以下の定義による｡「素材の一端に2方向から両面に抉り加工を施し、つまみ部を作出した石

器」とする。抉り加工は敲打によるものも含まれる。素材は剥片の場合が多い。

　横型の定義は､「形を構成する辺が、つまみ部を除き3辺以上あるもの。また、つまみ部を通る線分が最大長とな

るものについては、その線分に直行する最大幅が最大長の1／2以上のもの」とする。

　縦型の定義は､「形を構成する辺が、つまみ部を除き2辺のもの。また3辺以上のもので、つまみ部を通る線分が

最大長となるものについては、その線分に直交する最大幅が最大長の1／2未満のもの」とする。

　横型石匙

　以上の定義で横型石匙に分類した石器は、94点ある。これを以下のように分類する。つまみ部の対極側にある辺

を刃部と呼ぶとすると、刃部が両面加工で作り出されているもの（両刃)。これを 群とする。刃部が片面加工のも

の（片刃)。これを 群とする。刃部が非加工で、素材刃縁をそのまま残しているもの。これを 群とする。

　さらに、表裏両面のいずれかの加工の程度を見た場合、二次加工による剥離面が全体の1／2以上のものをＡ群、

1／2未満のものをＢ群とする。また、つまみ端部の加工について、表裏いずれかの面を加工したものをａ群、素材

剥離面、打面、折り取り面などで二次加工がなされていない非加工のものをｂ群とする。

　なお、まったくの欠損品で分類不能のもの3点を除いた。

　 Ａａ群（両刃・調整剥離面被覆率50％以上・つまみ端部加工あり）

　10点ある。時期別には、住居跡出土のものは諸磯ｂ式期1点、狢沢式期1点、藤内式期2点、井戸尻式期1点、

曽利 式期1点である。時期不明のものは、土坑内出土1点、グリッド出土3点である。石材は、黒曜石4点、下呂

石1点、灰色チャート、赤色チャート、白色珪質頁岩、黒灰色珪質頁岩各1点である。

　形態は、①つまみ部以外の形を構成する辺（構成辺）が3辺が大半で4辺が1点ある。②刃部形はすべて凸刃であ

る。③つまみ部に接する側辺は凸・直・凹の三者が見られる。④つまみ部の抉り加工部分と側辺とが作り出す肩が存

在するものは5点ある。⑤刃部端形が両方が尖るもの5点、片方が尖るもの1点、両端が丸いもの1点で、欠損の

ため不明のもの3点である。また、端部に刃部軸に平行する方向に剥離が見られる端部加撃が1点で観察できる。つ

まみ部傾斜角度（刃部端を結ぶ線（刃部端結線）の中央と、つまみ部の最短幅を示す線の中央とを結ぶ線の、刃部端

結線との成す角度）は、86～89度と90度に近いものが7点、78度、66度、54度が各1点である。最大長が5.3㎝から

1.7㎝と大きさにばらつきがある。

　 Ａｂ群（両刃・調整剥離面被覆率50％以上・つまみ端部加工なし）

　9点ある。住居跡出土で時期別には、諸磯ｂ式期3点、井戸尻式期1点である。時期不明のものは、土坑出土1点、
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グリッド出土3点、表採1点である。石材は黒曜石5点、下呂石1点、灰色チャート1点、濃緑色チャート1点、黄

白色風化泥岩1点である。

　形態は、①構成辺は大半が3辺で、4辺が1点、5辺が1点ある。②刃部形は大半が凸刃であるが、凹刃が1点あ

る。③側辺は、両側辺とも凹形のものが1点、両側辺とも凸形のもの3点、両側辺とも直形のもの5点である。④肩

を持つものは4点ある。⑤刃部端形が両端とも尖るもの4点、片方のも尖るもの1点、両端とも丸いもの2点で、欠

損のため不明なもの2点である。端部加撃が3点で観察でき、さらにこの他に尖った端部から樋状の小剥離が見られ

るものが1点ある。つまみ部傾斜角度は、85～87度が4点、70度台が2点、60度台が2点、50度台が1点である。

最大長は、5.3㎝から2.2㎝とばらつきがある。

　 Ｂａ群（両刃・調整剥離面被覆率50％未満・つまみ端部加工あり）

　22点ある。住居跡出土は時期別では、五領ヶ台式期3点、狢沢式期1点、新道式期3点、藤内式期4点、井戸尻

式期8点で、時期不明のものはグリッド出土2点、表採1点である。出土位置を見ると、諸磯ｂ式期の住居跡が分布

する区域には非常に少ない状況が見て取れる。所属遺構の明確なものは中期のもので五領ヶ台式期から井戸尻式期に

かけて見られ、井戸尻式期が最も多い状況である。諸磯ｂ式期の遺構が多い区域には曽利式期の住居跡や埋甕、配石

といった遺構が重なっており、曽利式期に帰属するものも少ないものと考えられる。石材は、黒曜石製で長さ2.2㎝

の小型品が1点、赤色チャートで長さ2.6㎝の小型品が1点あるが、 Ａ群で主体を成す石材はこれだけである。他

の石材は、黄白色風化泥岩が8点、粘板岩が6点、粘板岩ホルンフェルスが2点、泥岩ホルンフェルスが1点、灰色

砂岩が1点、緑色粘板岩が1点、珪質粘板岩が1点である。

　形態は、①構成辺は大半が3辺で、4辺が2点、欠損のため不明のものが1点ある。②刃部形は直刃が2点、凹刃

が1点で、他はすべて凸刃である。③側辺形は凸凸が5点、凸直が5点、直直が7点、凸凹が2点、凹直が1点、欠

損で不明のものが2点である。④肩は15点に観察できる。⑤つまみ部傾斜角度は、80度台が9点、70度台が6点、

60度台が4点、50度台が1点と、80度台が最も多く、50度台に向かって漸移的に変化している。最大長は11.1㎝か

ら2.2㎝。

　 Ｂｂ群（両刃・調整剥離面被覆率50％未満・つまみ端部加工なし）

　22点ある。時期の明確な住居跡・土坑出土では時期別に、諸磯ｂ式期は黒曜石製の最大長2.8㎝の小型品が1点、

五領ヶ台式期2点、土坑中から1点、狢沢式期2点、新道式期2点、藤内式期2点、井戸尻式期4点、曽利式期1点、

曽利 式期の土坑出土1点で、時期不明のものは土坑出土1点、グリッド出土5点である。 Ｂａ群同様、諸磯ｂ式

期の遺構出土のものは少ない傾向であるが、確実な曽利式期のものが含まれる点やある時期のものが突出して多いと

いう傾向がない点が特徴である。諸磯ｂ式・曽利遺構分布領域には黒曜石製など Ａ群で主体を成す石材や小型品が

分布し、他の石器は Ｂａ群同様この領域には少ない平面分布上の偏在傾向を示す。

　石材は、黒曜石が3点で、最大長2.8㎝の小型品が2点ある。白灰色珪質頁岩1点、黒灰色珪質頁岩1点、黄白色

シルト岩1点と、 Ａ群で主体を成す石材は6点で小型品が多い。黄白色泥岩8点、砂岩7点、泥岩ホルンフェスル

1点である。 Ｂａ群同様に黄白色泥岩が最も多いが、 Ｂａ群で一定量見られた粘板岩が全くないのが特徴である。

　形態は、①構成辺が3辺が14点、4辺が5点、5辺が2点、欠損で不明のもの1点である。②刃形は凹刃が3点、

直刃が1点、他は凸刃である。③側辺形は、凸凸が6点、直直が9点、凹凸が2点、凸直が4点、欠損のため不明が

1点である。④肩が観察できるものは17点である。⑤刃部端形は、尖尖が4点、尖角が5点、尖丸が1点、角角が

7点、角丸が3点、丸丸が1点、欠損のため不明が1点である。⑥つまみ部傾斜角度は、80度台8点、70度台7点、

60度台4点、50度台2点、欠損で計測不能のもの1点である。

　最大長は9.7㎝から1.8㎝。

　 Ａａ群（片刃・調整剥離面被覆率50％以上・つまみ端部加工あり）

　6点ある。住居跡出土の時期別では、諸磯ｂ式期1点、藤内式期1点で、他はグリッド出土で時期不明。石材は、

黒曜石2点、赤色チャート1点、赤白色チャート1点、黄白色風化泥岩2点である。石材は Ａ群と共通する。

　形態は、①構成辺数は、3辺が4点、4辺1点、5辺1点である。②刃形は凸刃が5点、直刃が1点である。③側
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辺形は凸凸が2点、凸直が1点、直直が3点である。④肩は4点で観察できる。⑤刃部端形は、角角が3点、尖角が

2点、角丸が1点である。⑥つまみ部傾斜角度は、90度1点、80度台2点、70度台2点、45度が1点である。最大

長が5.2㎝から3.0㎝で中・小型品に限られる。

　 Ａｂ群（片刃・調整剥離面被覆率50％以上・つまみ端部加工なし）

　4点ある。住居跡出土の時期別では、諸磯ｂ式期1点、井戸尻式期1点で、所属時期不明のグリッド出土2点であ

る。石材は、黒曜石1点、黒灰色シルト質チャート1点、灰色チャート1点、黄白色風化泥岩1点である。

　形態は、①構成辺数がすべて3辺、②刃形が凸3点、凹1点、③側辺形が凸凸2点、直直1点、凹直1点、④肩は

1点で観察できる。⑤刃端部形は凸凸2点、丸丸1点、角角1点。⑥つまみ部傾斜角度は、80度台2点、70度台2

点。最大長は、4.5㎝から2.7㎝で中・小型品のみである。

　 Ｂａ群（片刃・調整剥離面被覆率50％未満・つまみ端部加工あり）

　6点ある。住居跡・土坑出土の時期別では、五領ヶ台式期2点、五領ヶ台式期の可能性がある土坑出土1点、藤内

式期1点で、所属時期不明のグリッド出土2点である。石材は、赤色チャート1点、緑灰色茶色スジ入りチャート1

点、濃緑色白シマ入りチャート1点、白灰色珪質頁岩2点、黄白色風化泥岩1点である。 Ａ群や Ａ群に利用され

ている黒曜石がみられず、チャートや珪質頁岩が多用されている。

　形態は、①構成辺数は、3辺が2点、4辺が2点、不明が2点、②刃形は凸刃が5点、直刃が1点、③側辺形は、

凸凸が2点、直直が1点、不明が2点、④肩が観察できるもの3点、⑤刃部端形は、角角が3点、尖角が1点、不明

が2点、⑥つまみ部傾斜角度は80度台1点、70度台1点、60度台1点、49度が1点で、欠損のため計測不能が2点

である。最大長が、5.3㎝から4.1㎝と欠損品も含めて中型品ばかりである。

　 Ｂｂ群（片刃・調整剥離面被覆率50％未満・つまみ端部加工なし）

第7表　石匙形態別出土数

第8表　石匙石材別出土数

　5点ある。住居跡出土の時期別では諸磯ｂ式期1点、

新道式期1点、藤内式期1点、井戸尻式期1点で、時

期不明のグリッド出土が1点である。

　形態は、①構成辺数が3辺4点、4辺1点、②刃

形が凸刃3点、直刃2点、③側辺形が凸直3点、直直

2点、④肩が観察できるのは3点、⑤刃端部形が角角

2点、尖角2点、丸丸1点、⑥つまみ部傾斜角度は、

80度台1点、60度台3点、50度台1点である。最大

長は、7.2㎝から2.0㎝で中・小型品である。

　なお、 群の片刃石匙は両刃と違いソーイングの動

作は想定しておらず、スクレーピングないしはホイッ

トリングの動作を意識した刃部整形である可能性が考

えられる。特に、 Ｂ群の中に刃部角度が60度程度

と急角度のものが多く含まれ、石材もチャートや珪質

頁岩などの限定されので、 群とは違った限定的な機

能が想定可能と思われる。

群（非加工刃部）

　本地区では調整剥離面被覆率50％未満で、つまみ

端部加工のある Ｂａ群のみが確認できる。7点ある。

住居跡出土の時期別では、諸磯ｂ式期1点、五領ヶ台

式期1点、新道式期2点、井戸尻式期2点、時期不明

ながら土坑内出土1点である。石材は灰色チャート1

点、黒灰色珪質頁岩1点、黄白色風化泥岩1点、粘板
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岩1点、泥岩ホルンフェルス3点である。

　形態は、①構成辺数が3辺が6点、4辺が1点、②刃形が、凸刃が6点、直刃が1点、③側辺形が、凸凸が2点、

凸直が4点、直直が1点、④肩が観察できるものは5点、⑤刃部端形は、角角5点、丸丸が1点、丸尖が1点、⑥つ

まみ部傾斜角度が80度台3点、60土台2点、50度台2点である。最大長は、9.0㎝から4.8㎝で大・中型品である。

　縦形石匙

　縦形石匙と分類したものは14点ある。横形石匙同様に分類するにあたり、つまみ部抉り加工に接する辺を刃部と

すると ・ （両刃・両刃）といった具合に分類すると、 ・ Ａａ群2点、 ・ Ａｂ群2点、 ・ Ｂａ群2点、

・ Ｂｂ群1点、 ・ Ｂｂ群2点、 ・ Ｂｂ群1点、 ・ Ｂａ群2点、 ・ Ｂｂ群2点である。 ・ Ａ

群と ・ Ｂ群とは黒曜石を石材としているのに対し、 ・ Ｂ群と ・ 群は粘板岩3点、黄白色風化泥岩1点、

黒灰色珪質頁岩2点、白灰色シルト岩1点と横形の同群と同様な石材構成である。

　所属時期は、 ・ Ａａ群の1点が諸磯ｂ式期住居跡出土、 ・ Ｂｂ群の1点が諸磯ｂ式期住居跡出土。 ・

Ａｂ群の1点は五領ヶ台式期土坑内出土である。一方、 ・ Ｂａ群は1点が井戸尻式期住居跡出土、 ・ Ｂｂ群

では狢沢式期住居跡内ピット出土1点（泥岩ホルンフェルス)、 ・ Ｂａ群が土坑内出土1点、 ・ Ｂｂ群の1

点が藤内式期住居跡出土、同群の1点が井戸尻式期住居跡出土である。 ・ Ａ群と ・ Ｂ群が諸磯ｂ式期、五領

ケ台式期であるのに対し、 ・ Ｂ群と 群がらみは五領ヶ台式期から井戸尻式期にかけてに帰属する。平面分布を

見ても、 ・ Ａ群と ・ Ｂ群が諸磯ｂ式期遺構分布区域に分布するのに対し、 ・ Ｂ群と 群がらみは調査区

西側にかたよった分布状況を示している。

　形態は、①構成辺数は ・ Ａ群と ・ Ｂ群が2辺1点、3辺3点、4辺1点。 ・ Ｂ群と 群がらみは2辺

が3点、3辺が3点、4辺が1点である。②刃形はつまみ部抉り加工に接する辺を刃部とすると凸刃のみである。た

だし、 ・ 群の中に片側の辺が折り取り面のもの2点、自然面のもの1点で、片側辺のみが刃部であるものが3点

ある。④肩については、すべてに観察できる。⑤刃部端形については、角、尖、丸のいずれも確認できる。⑥つまみ

部傾斜角度については2つの刃部の内、角度の大きい方を取った場合、10度台2点、20度台2点、30度台4点、40

度台4点で、50度台は51度が1点ある。横形は80度台から50度台までであり、縦形との違いは見て取れるが、数値

の上では連続的である。

　酒呑場遺跡の石匙の特徴

　各時期の住居跡と土坑出土の石匙について時期別に形態組成の状況を第7表に示した。住居跡中層・土坑出土のも

のについては、調整剥離面被覆率50％以上のもの（Ａ類）が諸磯b式期と井戸尻式期、曽利式期に見られるものの、

五領ヶ台式期から藤内式期には見られない。住居跡上層出土のものも、五領ヶ台式期・新道式期・井戸尻式期・曽利

式期には見られない状況である。調整剥離面被覆率50％未満のもの（Ｂ類）はすべての時期に見られ、大半の時期

でＡ類を凌駕するが、諸磯ｂ式期のみＡ類がＢ類を上回っている。

　住居跡・土坑出土の石匙の石材を見ると、Ａ類は黒曜石・チャートを主体とし、珪質頁岩と黄白色風化泥岩、珪質

頁岩が見られ、珪質度の高い石材のみで構成されている。黒曜石製のＡ類は諸磯ｂ式期と井戸尻式期、曽利式期にあ

り、曽利式期のものは2点が土坑出土である。Ｂ類は諸磯ｂ式期でチャート、白色頁岩と珪質度の高い石材のみで構

成され、Ａ類の石材構成と近似するが、五領ヶ台式期では黒曜石・チャート・白色頁岩といった珪質度の高い石材と、

泥岩ホルンフェルス・砂岩といった珪質度の低い石材が加わる。狢沢式期では黄白色風化泥岩や珪質頁岩と比較的珪

質度が高い石材のみであるが、新道式期から曽利式期にかけて粘板岩・砂岩・泥岩ホルンフェルスといた珪質度の低

い石材が主体となる。いずれにせよ、実に多様な石材が使用されている点に注目すべきである。

　Ａ類は2㎝から5㎝程度と中・小形品、Ｂ類は片刃の Ｂａ類が4㎝から5㎝の中形のみであるが、他は2㎝程度

から大きいものは11㎝と小形から大形まで見られる。刃部非加工の 類は4㎝から8㎝と中・大形品のみである。

この大きさの違いは、刃部の再加工といった過程で小型化した可能性もあるが、表裏に素材面を残す石匙の厚さ（素

材厚）と長さと正比例関係がみられることから、製作当初から大小の違いが作り分けられていたと考えられる。大き

いものには厚い素材が選ばれ、これは再加工されても小型化するのに限度があるし、小形のものは薄い素材が選ばれ
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て、大形には選ばれない素材である。

　機能的にある特定の使用目的に限定されていた可能性がある Ｂ類を除いて、他の石匙については違いがあったか

どうか疑問である。Ａ類は諸磯ｂ式期で卓越するが五領ヶ台式期から新道式期で希薄になるものの、藤内式期から曽

利式期にかけて使用されている可能性が高い。Ａ類は五領ヶ台式期から新道式期にかけて消滅するのではなく、Ｂ類

が同一機能に充当されていたと考えたい。この間、Ｂ類の石材が珪質度の高いものから低いもの主体へと漸移的に変

化している。こうした事情をふまえると、石匙の精製・粗製の違いは機能の違いというよりもより大形の石匙が求め

られたため、珪質度の高い黒曜石やチャートなどの石材では対応できなかった可能性がある。Ｂ類の石匙の製作手法

の中に打製石斧に用いられる手法が見られる。抉り部分には敲打、

刃部には鋸歯状剥離である。こうした点から打製石斧と同様な機能

も想定可能ではあるが、打製石斧と同様な石材を使用したため（粘

板岩・砂岩など）その加工に適した加工手法が導入されたとも考え

られる。大形化の要因については、石匙の象徴的意義を考えたい。

4．打製石斧

　打製石斧は短冊形と刃部側が若干開いた撥形とが主体であり、分

銅形と思われるものは2点見られるのみである。住居跡出土数を時

期別に見てみると（第9・10表)、中層出土のものは、諸磯ｂ式期

で3点以下の出土数である。五領ヶ台式期では13点まで分布範囲

が広がり、狢沢式期で35点もの多量出土住居が見られるようにな

る。狢沢式期から井戸尻式期までの住居では24点以下のグループ

と30点以上のグループとに2分するように見える。

　中層出土の資料のうち、各住居跡で長さが最大なものを集計して

みると（第11表)、諸磯ｂ式期では8㎝台から13㎝台で10㎝台が最

も多い。五領ヶ台式期では10㎝台から14㎝台、狢沢式期では12㎝

台から14㎝台、新道式期では13㎝台から16㎝台、藤内式期では12

㎝台から20㎝台とより大形のものへと変遷している。井戸尻式期

では10㎝台から18㎝台と藤内式期と比較して小形化の方向に分布

範囲が変化するが、藤内式期でも新道式期に見られない12㎝台が

最も多くなっている点、小形化の傾向が出現しているように見える。

曽利式期では9㎝台から12㎝台とさらに小形化する。

5．横刃形石器

　ここで示す横刃形石器は､「砂岩・粘板岩・石英斑岩などの珪質

度の低い石材の大形剥片を素材とし、粗い加工で両刃の刃部を作出

した石器」とした。打製石斧は刃部や基部も含めて4辺が調整され

深い調整剥離が成されるが、横刃形石器は調整が浅く非加工の辺が

必ず残されている。刃部の数で3種類に分類した。 類：刃部が一

辺のもの（第205図1・2)。 類：刃部が2辺以上で交差してい

るもの（第205図3・4)。 類：刃部が2辺で交差しないもの。

さらに 類を調整のありかたで3種類に分類した。 ａ類：2辺と

も浅い粗い加工のもの（第206図1・2)。 ｂ類：1辺の調整が

比較的深いもの（第206図3)。 ｃ類：1辺の調整が素材打面や

打瘤を除去するように深く施されたもの（第205図4)。

　各時期別に住居跡中層出土数を見てみると（第12・13表)、諸磯

第9表　打製石斧住居跡別出土数（時期別）
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第10表　打製石斧住居跡内時期別出土数

第11表　打製石斧住居跡中層出土最大長

ｂ式期が1点以下、五領ヶ台式期も1点以下であるが、狢沢式期で7点と最多出土が見られ、新道式期では6点、藤

内・井戸尻・曽利式期では5点が最も多い点数となる。諸磯ｂ・五領ヶ台式期よりも狢沢式期以降のほうがより活発

に横刃形石器を使用していると言える。

6．磨製石斧

　磨製石斧は､「研磨によって刃部が形成され表面が整形された石器」とし、成型手法で7種類に分類する。

類：器体全体の敲打により乳棒状に成型されたもの（第208図1～4・第209図1)。断面が円形から楕円形。

類：器体のほぼ全面を敲打し、一部に剥離することで成型したもの（第209図2・3)。断面が比較的扁平な楕円形

第12表　横刃形石器住居跡内時期別出土数

となる。 類：一部を

敲打するものの大部分

に素材の自然面を残す

もの（第210図1)。断

面が不整楕円形となる。

類：主に剥離によって

成型したもの（第210図

2・3)。断面が打製石

斧同様な扁平なものとな

る。 類：おそらく擦切

り法で成型された、いわ

ゆる定角式磨製石斧（第

211図1～6)。大きさ

にバラエティがある。

類：おそらく素材が剥片
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第13表　横刃形石器住居跡別出土数（時期別） 第14表　磨製石斧住居跡別出土数（時期別）

と思われる非常に薄いつくりで、石材もピッチストーンと思われる特殊なもの（第211図7)。 類：乳棒状石斧（

類）の破片を利用して再加工した磨製石斧（第212図1)。なお、磨製石斧を斧以外の目的に再利用したと思われ

るものを?類とした。第212図2が乳棒状石斧の刃部側をスリ石として再利用したもの。第212図3は刃部側を折り取

りタタキ石として再利用したと思われるものである。

7．石鉢

　グリッド出土のため帰属時期が不明（第212図4)。軟質の凝灰岩ないしはデイサイトを素材とし、敲打によって

成型したもので、3つの破片が一括出土した。推定径16.0㎝、推定高8.5㎝で、丸底と思われる。口縁部が外側に突

出するもので、土器には似た形態が見られない。内面は黒く変色しており、火を使用した用途、たとえば灯明などに

使用された可能性が考えられる。
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8．礫器

　大きく2種類に分けられる。比較

的大きく深い剥離により刃部を形成し

たもので、大形のものを中心とする大

形礫器。比較的小さく浅い剥離により

刃部を形成したもので、扁平な小礫、

礫片、板状礫を分割したのもなどを素

材とする小形礫器。小形礫器は使用す

る素材によって分類できる。Ａ類：小

形扁平礫の比較的鋭利な縁辺を刃部と

したもの（第216図1～12)。Ｂ類：

小形扁平礫の厚みのある縁部を刃部と

したもの（第217図1～3)。Ｃ類：

小形の礫片の刃縁部を刃部としたも

の（第217図8～11)、Ｄ類：薄い板

状礫を分割した素材の分割面や厚みの

ある縁部を刃部としたもの（第217図

4・5)、Ｅ類：薄い板状礫を分割し

た素材の比較的鋭利な縁辺を刃部とし

たもの（第217図12・13)。さらに、

敲打痕が刃部の広範囲に見られるもの

をＨ類とした（第217図6・7)。な

お、Ｂ類とＤ類は片刃のみであるが、

他は片刃・両刃の両者がみられる。

　大形礫器は109点を確認した。小形

礫器は894点で、Ａ類が303点、Ｂ類

が44点、Ｃ類が327点、Ｄ類が47点、

Ｅ類が68点、Ｈ類が105点である。

　大形礫器は､住居跡出土の各時期別

の出土数を見ると（第15表)、諸磯ｂ

式期では14軒中8軒と約6割の住居

の中層中から出土しており、出土数は

1点から3点である。五領ヶ台式期で

は中層、上層含めて11軒中1軒から

第16表　小形礫器住居跡別出土数

（時期別）

第15表　大形礫器住居跡別出土数

（時期別）

しか出土がなく、出土数も1点のみである。五領ヶ台式期では大形礫の使用がほとんど見られないと言える。狢沢式

期では、4軒中2軒の中層で出土し、出土数はいずれも1点であるが上層から5点が出土している。出土位置から整

理段階で井戸尻式期の住居の存在が推定された場所である。新道式期では4軒中1軒で出土数1点、藤内式期は15

軒中5軒で、3点出土した20住以外は1点である。井戸尻式期では7軒中4軒と諸磯ｂ式期同様約6割の住居跡の

中層から出土し、出土数は1点か2点である。曽利式期では3軒中1軒で出土数2点である。大形礫器の利用が多い

のは諸磯ｂ式期と井戸尻式期である。

　小形礫器全体について、住居跡出土の各時期別の出土数を見ると（第16・17表)、中層出土のものでは諸磯ｂ式期

では1～4点が最も多く0点から7点。五領ヶ台式期では0点から5点と諸磯ｂ式期同様少ないが、狢沢式期になる
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第17表　小形礫器住居跡内時期別出土数

第18表　タタキ石住居跡別出土数（時期別)と20点出土した住居（16住）が見られる。新道式期では5～9点

が最も多く、最大22点である。藤内式期ではさらに増加し、25点

以上出土した住居が5軒あり最大53点（5住）である。井戸尻式

期では最大が22点となる。曽利式期ではさらに少なくなり最大が

11点である。小形礫器は藤内式期で最も多用される石器というこ

とができる。先にみた大形礫器は、諸磯ｂ式期と井戸尻式期に多く

利用されており、小形礫器とは利用状況が異なることが把握できる。

これは両者の用途の違いを反映している可能性が高い。

9．タタキ石

　タタキ石は礫の一端に敲打痕の認められる石器で、Ｉ区で294点

を確認した。素材の形態で3種類に分類できる。 類：棒状ないし

は楕円形等の円礫を素材としたもの（整理段階でタタキＡと表記。

第218図1・2)。186点。さまざまな大きさがあり、1㎏を超え

るものがある。最大2091ｇ。 類：小形扁平礫を素材としたもの

（整理段階でＨ2類と表記)。69点。重量がおおむね300ｇ台以下。

小形礫器と素材が共通し、機能上の違いが問題となる。 類：方形

分割礫素材（整理段階で方形Ａ・Ｂなどと表記)。39点。さまざま

な大きさがあり、最大1400ｇ。なお、第218図3～6は大形礫器で

あるが、刃部に敲打痕が広範に見られるものである。タタキ石も第

218図1・2のように、剥離痕が見られるものが多く、タタキ石・

礫器の多くはタタキ切るような動作で使用された可能性が考えられ

る。

　各時期別に住居跡中層出土数を見てみると（18・19表)、諸磯ｂ

式期では2点以下で、0点が多い。五領ヶ台式期は3点以下で0点

が過半数を占める。狢沢式では5点出土した住居跡があり、0点の

住居跡がごく少なくなる。新道式期では5点出土した住居跡が2軒

あり、1・2点と少数出土の住居跡が見られない。藤内式期になる

と他の時期には見られない7点以上の住居跡が4軒あり、最大出土

数14点（5住）で井戸尻式期では最大6点である。3・4点出土

の住居跡が最も多い。曽利式期も最大5点である。藤内式期が最も



－ 56 － － 57 －

第19表　タタキ石住居跡内時期別出土数

第20表　クボミ石住居跡別出土数（時期別）

活発な利用状況を示し、小形礫器の

状況と近似する。

　分類別では ・ 類が諸磯ｂ式期

の住居跡中層にはまったく見られな

い。 ・ 類とも藤内式期が最も多

くなる状況である。小形礫器と状況

が似ており、素材が共通する点から

して、小形礫器と一連の作業に用い

られた石器である可能性を指摘した

い。両者とも線的にある長さを持つ

機能部で比較的鋭角の断面を持って

おり、素材は周辺の河川で採取可能

な比較的軟質の安山岩であり、台石

の上に置いた比較的軟質な対象（植

物性のものか）をたたき切るような

作業を推定したい。

10．クボミ石

　クボミ石は、礫を構成する面の

中央付近に掘り窪められた小穴（ク

ボミ）が見られる石器で、Ｉ区で

総数1035点を確認した。大きくは

クボミのみのもの718点、スリ面

やタタキ面を伴うもの273点、クボ

ミの形態が特異なもの（大きい､浅

い､弱いなど）44点である。クボミ

のみのものは、円礫素材（クボミ

Ａ、第219図1～6）293点、角礫

素材（クボミＢ、第219図7～9・

第220図1～2）306点、礫片素材

（クボミＥ）42点、方形分割礫素

材（クボミＱ）5点、大形礫素材

（クボミＣ、第220図3）75点、大

形扁平礫素材（クボミＤ）2点に

分けられる。スリ面やタタキ面を伴

うものについては、広口スリ面（最

も広い面に見られる鏡面スリ面ない

しはそれに近い平滑なスリ面。曲面

で片面のみのものが大半）のみのも

の（クボミＨ、第220図4～7・ク

ボミＬ、第221図1～2）54点、横

口スリ面（稜ズリ石のような素材の

横口に粗ズリ面をもつもの）のみの
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第21表　クボミ石住居跡内時期別出土数

もの（クボミＦ、第221図4～7・クボミＭ）54点、素材小口のタタキないしは粗ズリ面のみのもの（クボミＧ、第

222図6～7・クボミＪ）78点、横口スリ面と広口スリ面が共存するもの（クボミＩ、第221図3・クボミＯ）27点、

広口スリ面と小口タタキ面が共存するもの（クボミＰ）6点、横口スリ面と小口タタキ面が共存するもの（クボミ

Ｎ、第222図1～5）25点、広口スリ面・横口スリ面・小口タタキ面の三者が共存するもの（クボミＫ、第223図1

～5）37点である。

　酒呑場遺跡のクボミ石の凹痕（クボミ）について石器使用痕研究の立場からの観察と分類をすでに報告している

（池谷2003)。4種類に分類した。凹痕1類：敲打による使用痕の集積の結果で、1．主面部に一つか二つの集中箇

所が見られる、2．敲打痕の集中は、石器の中央部ではなく長軸方向の上下どちらかにわずかに偏る傾向がある、

3．敲打痕は石器長軸に対して横方向に広がる傾向がある、といった特徴がある。ほとんどがこの凹痕である。凹痕

2類：主面部の7割以上が凹痕で覆われ、すり鉢状にくぼんでいるもの。凹痕3類：主面部の中央部に逆円錐形の深

い凹痕を形成したもの。第220図1・2・6などは深い凹痕を持つが、凹痕1類が集中したものである可能性もある。

凹痕4類：主面部に見られるものとは違い、側面に長軸に対して直交するように窪みが形成されたもので、凹痕の横

軸は完結せずに開放されているのが特徴である。第224図1・2の側面に見られる凹痕である。これは、御堂島氏の

実験により、石器製作時に生じたものである可能性が指摘されている（御堂島2003)。なお、凹痕2～4類は数点程

度しか見られなかった。

　全体の出土数を住居跡中層で時期別に見てみると（第20・21表)、諸磯ｂ式期では最大13点で、1～4点が最も多

い。五領ヶ台式期では8点が最大であるが、5～9点の出土数が1～4点と同数で最も多い。狢沢式期では最大15

点で5～9点が最も多い。新道式期では10～14点が最も多くなる。藤内式期では1～4点が最も多いが、これまで

見られなかった15点以上が3軒あり、最大29点である。井戸尻式期では最大18点で5～9点が最も多い。曽利式期

も比較的多く、最大19点である。藤内式期以降の時期がそれより前の時期に比べて出土量が多い傾向が見て取れる。

　種類別には広口スリ面のみをもつもの（クボミＨ・Ｌ）が諸磯ｂ式期では3軒に4点、五領ケ台式期で1軒に1点

しかなく、狢沢式期、新道式期には見られないが、藤内式期では6軒に10点、井戸尻式期で5軒に6点と比較的多

く見られるが、曽利式期には再び見られなくなる。横口スリ面をもつもの（クボミＦ・Ｉ・Ｋ・Ｍ・Ｎ・Ｏ）は各時

期に見られるものの諸磯ｂ式期に16点あり、次いで多い藤内式期13点を上回る。広口スリ面のみのクボミ石と横口

スリ面のあるクボミ石では多用される時期が異なると思われ、機能の違いが反映している可能性が高い。

11．スリ石

　スリ石には大きく4種類がある。礫の横口に粗ズリ面をもつ稜ズリ石が90点。粗ズリ面とは、池谷（2003）によ
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第22表　スリ石住居跡別出土数（時期別） るスリ面2類で、側面に見ら

れる表面がザラザラしたスリ

面である。円礫の曲面に平滑

なスリ面のみをもつ円礫スリ

石が17点。平滑なスリ面と

は、池谷氏によるスリ面1類

で、主面を覆うスリ面で、石

材に含まれる鉱物斑晶が見え

るくらいに摩滅したもの。角

礫ないしは方形分割礫の平坦

な面に平滑なスリ面をもつ角

礫スリ石が189点。池谷氏の

スリ面1類だが、弱いスリ面

が多い。割礫の割面を利用し

た割面スリ石が58点。池谷

氏のスリ面1類の範疇に入る

が、割面の凹凸に沿って島状

に分布する。その他、形態不

明のスリ石破損品が35点が

ある。

　稜ズリ石は横口粗ズリ面

のみのもの（稜ズリ石Ａ、第

226図1・2・5・6）が47

点、広口の平滑スリ面を伴

うもの（スリ石Ｇ・Ｈ・Ｉ・

Ｊ・Ｌ、第226図4）が23点、

小口タタキ面のみを伴うもの

（稜ズリ石Ｂ、第226図3）

が16点、小形円礫素材を中

心とし小口に傾斜する粗ズリ

面をもつ特殊なもの（稜ズリ

石Ｃ、第224図3～6）が4

点である。こうした形態のス

リ面は、打製石斧の製作時のハンマーに出現する打撃面に近似するという。

　角礫スリ石は、角礫素材のもの（スリ石Ｂ、第225図1・2・擦痕礫Ａ。なお、第221図1・2も角礫スリ石を素

材としたクボミ石）が164点、方形分割礫素材（方形分割礫Ａｄ・Ｂｄ・Ｃｄ・スリ石Ｃ）が26点、割面スリ石は安

山岩礫片素材（スリ石Ｄ・擦痕礫Ｆ、第225図3～5・擦痕礫Ｇ）が34点、花崗岩礫片素材（第225図6～8）が24

点である。

　各住居跡中層出土数を時期別に見てみると（第22表)、稜ズリ石は狢沢式期には見られないものの、他の時期には

見られ、藤内式期が比較的多い。角礫スリ石はすべての時期に見られるが、井戸尻式期が特に多い。割面スリ石は井

戸尻式期以外に見られ、各時期とも出土数が少ない。円礫スリ石は全体数そのものが少ないが、曲面の平滑スリ面自

体はクボミや横口粗ズリ、小口タタキなどと共存して存在しており、単独で出現することがごく少ないことを示して
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第23表　石皿・礫石皿・石棒住居跡別（時期別) いる。曲面の平滑スリ面を出現させる作業は、ほとんどがクボ

ミや横口粗ズリ、小口タタキを出現させる作業と一連の工程を

成していたと考えられる。

12．石皿・礫石皿・台石・石棒

　石皿は299点を確認した。石皿の多さが本遺跡の特徴のひと

つである。ほとんどが破損品であり、形態が推定できないほ

どの小片もかなりある。形態が復原できるものを観察すると、

安山岩の大形円礫を素材とし、敲打により素材の形態を大きく

変えたものが少数ながらあり、石皿上面を平坦に加工したもの

（第227図1）や文様を刻んだもの（第227図2）がある。他

のものは、敲打により素材礫の凹凸を多少調整したもので、全

体が敲打されたもの（第228図1・2、第229図1)、部分的に

自然面を残すもの（第229図2、第230図1)、機能部の窪み部

のみを敲打したもの（第230図2）がある。第230図2は窪み

部が非常に浅く、加工の初期段階を示すものである可能性があ

り、他にも若干みられる。第231図1は完形品ながら直径20㎝

ほどであり、第231図2は完形品で直径10㎝弱の小形品である。

前者はある程度機能したと思われるが、後者は石皿の模造品と

思われる。こうした例も数少ない。なお、第229図1や第231

図1のように、裏面にクボミ石のようなクボミ痕をもつものが

ある。

　礫石皿は扁平な安山岩円礫の一面に平坦なスリ面をもつもの

で、敲打等で整形したものではない（第231図3)。186点を確

認した。

　台石としたものは、厚みのある安山岩大形礫の1面ないし2

面に、クボミ石にみられるクボミ痕が多数みられるものである

（第233図1・2)。37点を確認した。

　石棒は棒状のデイサイト大形礫を敲打により整形したもの

（第233図3・4）と、石英斑岩の棒状角礫とがある。後者は

炉の石材としても利用されている。炉の石材8点を除くと、26

点が確認できる。

　これらは住居跡内覆土中出土のものも多くある（第23表)。

石棒は狢沢式期以降にみられるが、他は諸磯式期から曽利式期

にかけてみられる。

13．黒曜石製楔形石器・二次加工剥片・微細剥離剥片・剥片・原石

　黒曜石製の楔形石器・二次加工剥片・微細剥離剥片・剥片・原石について、住居跡出土のものについて出土数を集

計した（第24表)。楔形石器は剥片ないしは原石を両極打撃した石器で、住居跡出土のものは1,637点を確認した。二

次加工剥片は比較的規模の大きな剥離が連続し石器の辺を構成するもので、いくつかに分類可能である。剥離の種類

では、3種がみられる。急角度（おおむね60度以上）の刃部を作り出したもの、素材面にほぼ平行に剥離した平坦

剥離によるもの、前二者のように素材刃部に剥離するのではなく自然面や折れ面を打面として平坦剥離を行ったもの

である。また前二者は、背面側に剥離したものと腹面側に剥離したものとがある。これらの剥離が組み合わさってひ

とつの石器を構成する。組み合わさり方にいくつかが見られる。単刃のもの、ふたつの刃部が平行する複刃のもの、
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第24表　黒曜石製楔形石器・二次加工別片(RF)・微細別

離別片(MF)・剥片住居跡別出土数(時期別)

第25表　黒曜石住居内全層時期別出土数

二辺が交差し尖った刃部を構成するもの、円形に一

周するものなどである。また、若干ではあるが抉り状

のものや、一回の大きな剥離で抉り加工を行うクラン

クトンノッチと思われるものもあった。また、加工が

三辺におよぶものも少ないながらみられるが、石鏃と

は分類せずに二次加工剥片としたものもある。これら

の住居跡出土数は258点を確認した。微細剥離剥片は

極微細な剥離が連続するもので、住居跡出土のものは

555点を確認した。

　黒曜石製剥片は住居跡出土のものを7,613点確認し

た。表の中に剥片0点の住居跡があるが集計上の不

手際で集計していないものであり、実際は剥片が出土

している。たいていは住居跡覆土中に分散して出土す

るが、1カ所だけ特異な出土状況を示すものがある。

諸磯式期の2住に伴うと思われるＡ28ニ土坑出土の

黒曜石剥片・砕片塊である（図版編写真図版27、遺

構編第54図)。長さ1㎝程度の剥片からフケのような

大きさの極微細石片が土壌を交えない純粋な塊（直径

5㎝程度）として出土した。土坑の東側中央部に底面

から5?ほど浮いて出土した。土坑西側には焼土が直径

50㎝ほどの範囲にやはり5㎝ほど浮いて分布してい

た。黒曜石剥片・砕片塊と焼土の出土レベルは、2住

の床面からやや下がったレベルとなる。土層断面を見

ても2住覆土中に掘り込みを確認することはできず、

2住床面から20㎝ほど掘り込んで土坑を構築したも

のと思われる。Ａ28ニ土坑は長さ164㎝、幅112㎝、

深さ21㎝の長楕円形の浅い土坑で、2住廃絶時に構

築された、焼土や黒曜石剥片・砕片塊を伴う墓坑と考

えられる。

　楔形石器、二次加工剥片、微細剥離剥片、剥片の

四者の合計を黒曜石数として示したが、その時期別の

状況を第25表でみてみると、各時期とも住居によっ

て出土数の違いが大きいことが分かる。特に300点以

上を出土した住居跡は調査区中央のＨ′ラインより東

側の区域にあり、500点以上になるとＢ′からＥ′、28
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第26表　大形剥片・搬入石材・方形分割礫住居跡別出土数（時期別） から31の区域（3・5・12・

14・16住）に限定される。し

かし、ある特定の時期に限定さ

れることはなく五領ケ台式期と

曽利式期を除く各時期に分散し

ている。こうしたことから、各

時期で特に多くの黒曜石を取り

扱える住居（家族か）があり、

そうした関係を世代を越えて踏

襲していた可能性も考え得る。

　黒曜石原石は全体で841点を

確認した。集計上の不手際で住

居跡別には示していないが、各

住居内で中層や上層に特別な出

土状態ではなく、一般的に黒曜

石原石相当数出土している。こ

れらはほとんどいわゆるズリ石

で、原産地で自然にできた風化

剥離面（ズリ面）によって構成

される原石である。168ｇが最

大で大半が30ｇ以下である。

特殊な出土状況を示すものが若

干あり、16住で覆土中出土な

がらまとまって出土したもの

（図版編写真図版8)、35住で

ピット脇にまとまって出土した

もの（図版編写真図版15)、小

形土器内に格納されていたもの

（図版編写真図版24）がある。

なお、黒曜石石核も相当数出土

しているが、整理段階の不手際

で数を集計していない。おそら

く、原石数以上の出土数と思わ

れる。

14．大形剥片・搬入石材・方形分割礫・礫

　大形剥片は砂岩やホルンフェルスなどを打撃して得た剥片である。位置を測定したものは、970点を確認した（第

26表)。

　搬入石材は八ヶ岳山麓で一般的にみられる石材である安山岩以外の石材で、折り取りていどはされているものの、

敲打等の加工痕や使用痕がみられないものである。位置を測定して取り上げたものは789点確認した。砂岩、ホルン

フェルス、閃緑岩、石英斑岩、花崗岩、デイサイト、礫岩、頁岩、緑色凝灰岩、アパタイト、チャートや八ヶ岳以外

の産と思われる安山岩もある。

　方形分割礫は、板状の安山岩（鉄平石）を分割したもので、小形礫器やタタキ石などの素材としても使用されてい
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第27表　礫住居跡別出土数（時期別）

第28表　礫住居跡中層時期別出土数（完全住居のみ）

る。位置を記録したものは196点を確

認した。各住居跡中層出土のものの時

期別出土状況をみてみると、諸磯式期、

五領ヶ台式期には比較的少なく、藤内

式期に多い傾向が読み取れ、その素材

となる小形礫器の出土傾向に近似する。

　礫は位置を測定したもの9,285点を

確認した（第27・28表)。500ｇ未満

を小、500ｇ以上1000ｇ未満を中、

1000ｇ以上10㎏未満を大、10㎏以上

を巨大とした。巨大礫で最も大形のも

のは、49200ｇである。住居跡内出土

礫について、分類別、出土層別に出土

数を集計した。中層の出土数を時期別

に集計してみると、諸磯式期、五領ヶ

台式期が80点未満で40点未満が大半

だが、狢沢式期以降100点を超える住

居が見られるようになり大半が40点

以上である。両者の時期変化は、住居

構造の変化と対応する。諸磯式期、五

領ヶ台式期は主柱穴が不明瞭で、住居

プランの不整形であり、上屋構造がき

ゃしゃであった可能性がある。礫は上

屋構造の一部を構成する土葺きに混和

されていたとすると、混和量の違いと

いう認識が可能となる。
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第4節　石製品

　石製品については網羅的に図示した（第233～236図、本文編第14図)。 状耳飾、管玉、丸玉などの装飾品37点で

ある。 状耳飾は、住居跡覆土中が多く、供伴関係の明確な土坑出土のものは、諸磯ｂ式期である。また、多くは欠

損品で、欠損後と思われる穿孔があり、欠損部が研磨され再加工されたものもあることから、垂飾品として再利用さ

れたものと思われる。翡翠製の垂飾品は曽利式期と思われる土坑出土で、曽利式期である可能性がある。特殊なもの

では､「の」字形石製品（第236図1)、コハク玉（第236図6）があるが、グリッド出土で時期不明。

引用文献

池谷　勝典　2003「酒呑場遺跡の凹石、敲石、磨石の使用痕について｣『酒呑場遺跡（第4次)』

御堂島　正　2003「石器製作の使用痕－トラセオロジーの視点から－｣『考古学ジャーナル』No. 499
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第14図　Ｉ区の石製品（2）（1／1）
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第4章　Ｉ区の遺物分布と住居跡帰属時期

第1節　住居跡帰属時期の判定について

　1997年に刊行したＩ区の遺構編の住居跡の記載段階で判断された各住居跡の帰属時期について、その後の整理段

階で変更の必要があるものが出てきた。整理段階では、埋甕炉のあるものについては、その土器の時期とし、その他

は覆土中の土器から判断した。覆土中の土器群は平面的には各時期のものが複合的に分布するものでも、垂直分布を

確認することで新しい時期の土器が上層へ浮き出しているものが見られ、分離が可能となる。また、新しい時期のも

のが覆土深くに分布するものでも、平面分布上点的な分布で、土坑等が覆土中掘り込まれ、結果的に覆土中に混在す

るように見えるものもある。

　そこで、①遺構の形態（炉址の状況、柱穴・周溝等の状況)、②土器の平面分布、③土器の垂直分布の3つの要素

を総合して帰属時期を判定することとした。

　住居跡の形態を見ると、諸磯ｂ式段階では、プランが不整円形で、周溝・主柱穴がなく、地床炉である。五領ケ台

式段階では、プランが不整円形を主体とするが隅丸方形や楕円形が見られる。周溝はないが、主柱穴が4本のものが

見られるようになる。炉址も埋甕炉と地床炉とが半数ずつ見られる。狢沢式段階では、プランも楕円形を中心に隅丸

方形や不整円形が見られ､周溝はないものの主柱穴は4本が主体である。炉址もすべて埋甕炉である。新道式段階で

はプランが楕円形か隅丸長方形である。周溝を持つものが現われる点が大きな特徴である。主柱穴は4本で、埋甕炉

を持つ。藤内式段階になるとプランが円形を主体とするようになり、楕円形が次いで多い。周溝はほとんどに見られ、

主柱穴も6本を中心に4本、5本、8本が見られる。炉址は埋甕炉がなくなり、地床炉を主体とし、石囲炉が見られ

るようになる。井戸尻式段階ではプランは円形主体で、しっかりした周溝があり、主柱穴も6本を中心に5～8本が

見られる。炉址も石囲炉のみとなる。曽利式段階では、プランが円、楕円、隅丸長方形と一定せず、周溝はあるもの

の、主柱穴が明確なものは4本で他は不明確である。炉址は石囲炉であるが、曽利 式期の58住が床炉である。

　こうした点を踏まえ、遺構編報告書段階とは時期判定を変更した住居は以下のごとくである。

　1号住居跡は遺構編段階で新道式期と記載されたが、五領ヶ台式期に変更する。主柱穴が4本で、地床炉である。

土器の平面分布は藤内式を中心とするが、垂直分布を見ると厚さが45㎝ほどある覆土のうち床上15㎝ほどの範囲に

五領ヶ台式と諸磯ｂ式のみの土層が確認できた。

　4号住居跡は遺構編段階で諸磯式期と記載されたが、藤内式期に変更する。炉址は地床炉としたが住居跡の半分以

上は調査区外にあり、形態は不明である。周溝がしっかりとしており、主柱穴も深く明確な配置状況を示す。遺物分

布では藤内式期の土器が深いレベルから全体に分散し、井戸尻式期の土器も深いレベルにあるものの、量が少なく点

的な在り方で、大半は上層20㎝ほどの範囲に浮いて分布している。

　18号住居跡は遺構編段階で藤内式期と記載されたが、諸磯式期に変更する。土器の垂直分布を見ると、藤内式期

や曽利式期の土器が上層40㎝ほどの範囲に浮き、下層30㎝の範囲は諸磯式期の土器のみとなる。

　24号住居跡は遺構編段階で五領ヶ台式期と記載されたが、諸磯式期に変更する。垂直分布を見ると、五領ヶ台式

期や曽利式期の土器は少量しかない上、上層に浮いている。

　26・27号住居跡は新道式期とされたが、諸磯式期に変更する。新道式期の土器はほとんどなく、藤内式期の土器

が若干分布するものの、量的に諸磯式期の土器が多い。遺構も主柱穴が不明確で、周溝もなく、地床炉である。

　28号住居跡は遺構編段階で藤内式期と記載されたが、諸磯式期に変更する。藤内式期の土器はほとんどなく、五

領ヶ台式期の土器が若干見られる程度で、諸磯式期の土器が主体である。

　36号住居跡は遺構編段階で諸磯式期と記載されたが、五領ヶ台式期に変更する。埋甕炉であり、覆土中の土器も

五領ヶ台式期が主体を占める。

　41号住居跡は遺構編段階で井戸尻式期と記載されたが、藤内式期に変更する。垂直分布を見ると、井戸尻式期の

土器は上層20㎝ほどの範囲に浮いており、藤内式期の土器が深く分布する。
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  51号住居跡は遺構編段階で藤内式期と記載されたが、五領ヶ台式期に変更する。埋甕炉であり、覆土中の土器も五

領ヶ台式期が広く分布する。

第2節　遺物分布図の作成方法

　遺物は、現場では手のひらサイズ以上（5㎝角以上）のものを光波測距儀とコンピュータによるトータルステーシ

ョンで取り上げ、今回提示した遺物分布図に反映している。結果的にこの基準より小さな遺物も取り上げられている

が、小形遺物のほとんどは一括遺物として取り上げられた。さらに、石器の内、石鏃や石錐はほとんどが一括遺物と

して取り上げられたため、今回提示した分布図には反映されていない。なお、土器のデータ取り作業の不手際で、土

坑出土を中心とする土器の一部が全体分布図に反映していないものがある。土器の全体分布図（図版編第237図）に

はこうした事情が反映している可能性がある。遺物観察を行い、分布図に反映したものは、土器が11,171点、石器が

8,002点、礫が9,309点である。

　土器では、土器片をすべて観察し、文様の次のような要素に着目して時期別に分類し分布図に反映した。諸磯式は

縄文地文で横位の集合沈線文がみられる諸磯ｂ式を主体としており、縦位斜位の集合沈線文にボタン状貼付文などが

みられる諸磯ｃ式を若干含む。五領ヶ台式は 式を主体とし、縄文地文に比較的幅広の数条の平行した沈線が丁寧に

施文され直線や曲線を描くもので、雲母片が多くみられる胎土も特徴として取り上げた。狢沢式は隆帯にそって幅狭

の角押文が施文されたものを取り上げた。新道式は隆帯にそって三角押文が施文されたものを取り上げた。藤内式は

隆帯に幅広角押文（キャタピラ文）が施文されたものと、隆線によって区画されたパネル文を特徴として取り上げた。

なお、キャタピラ文に三角押文が伴うものをここでは藤内式に分類したが、この文様は藤内式初頭ばかりではなく狢

沢式の後半、新道式にもみられるため、狢沢式（16住）や新道式（12住）の分布の中にかなり藤内式が混在する分

布図になっているがこの辺の事情が反映している可能性が高い。井戸尻式は反肉彫状の文様を主体としたものを主に

取り上げた。なお、藤内式後半から井戸尻式前半にかけては両型式に共通する文様が多く、所属時期不明として扱っ

たものも多い。曽利式では二条程度の粗く浅い沈線文やハの字文、粘土紐の波状貼付文などを取り上げた。

　石器では大形の石器を中心にした分布図である。黒曜石の剥片や原石、石鏃、石錐などはほとんどトータルステー

ションで取り上げられていないので、分布図には反映していない。石匙は各遺構での出土数が少ないため記号を示さ

なかった。また、磨製石斧は整理作業上の不手際でデータ取りが遅れ、分布図に反映できなかった。

　礫では、重量別に記号化し、分布状況を示した。手のひらサイズの礫とはおおむね200ｇ程度のものであるが、こ

れより小さい礫もかなり取り上げられており、整理作業でデータを採取し分布図に反映させた9,309点の内、過半数

の4,998点が200ｇ未満の礫であった。200ｇ未満の小形礫の大半が一括遺物として取り上げられ、分布図に反映して

いない点は留意する必要があるが、ある程度の分布状況は把握できる可能性がある。

第3節　Ｉ区全体の遺物分布

　まず、発掘範囲全体の分布図を図版編第237～246図に示した。土器、石器、礫ともに住居跡内への集中分布状況

が確認できるとともに、その集中域と住居跡の外郭との間にドーナツ状に空白の空間が観察できる住居跡が多いこと

に気がつく。これについては、各住居跡での垂直分布も含めた検討で後述する。また、土器ではＧ′～Ｊ′の30～33

グリッドにかけて分布がほとんどないが、この地域は環状集落の中央部にある土坑主体の部分であり、土器の整理過

程でデータ取り出来なかった土坑を中心とする土器のデータ採取状の不手際が反映している可能性がある。しかし、

土器、石器、礫ともに住居跡主体の環状部地域では住居跡間の空間には分布が希薄である。この部分にも中央部同様

に土坑が密に分布するが、土坑内への埋納も含めて土器・石器・礫の分布が排除されていた地域である可能性が考え

られる。この地域は住居からの出入りなど人間の移動が激しい部分と考えられ、移動の障害となる遺物の分布が排除

されていた可能性がある（第237図)。

　土器の平面分布では、時期別に分布状況を示した（第238～239図)。諸磯式段階では調査域の東半部に土器片がか

たよって分布する状況が把握できる。五領ヶ台式から井戸尻式段階にかけては調査域全体に分布するが、曽利式段階
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になると諸磯式段階ほどに強度ではないものの再び東半部分に分布がかたよる状況が見て取れる。ところで、住居跡

に分布する土器群は後述するように覆土中出土であるが、これらは廃絶した竪穴住居跡の窪地に廃棄されたものとす

る考え方が支配的である。こうした考え方からすると、ある時期の土器群はそれ以前の時期の住居跡覆土に分布する

ものが多いはずである。ところが、第238～239図の各時期の図に当該期以前の時期の住居跡をマークしてみると意

外なことに、その住居内での土器の分布が非常に少ないのである。いくつかの例外として、五領ヶ台式では覆土に狢

沢式期の土器片が集中する1住、狢沢式では新道式から藤内式期の土器片が集中する16住、新道式期では12・29・

32住の3軒とも藤内式期の土器片が集中する。藤内式期では、33・53住に井戸尻式期の土器片が集中する。大半の

土器片は当該期の住居跡覆土に分布する傾向が強い。土器分類の時間幅が粗いため、各住居跡の厳密な意味での直前

期ではないので、当該期の中に直前期のものが含まれ、当然の結果かもしれない。また、新道式期の住居はいずれも

藤内式期に非常に近い段階のために覆土中への廃棄がなされていると考えられるかもしれない。しかし、新道式期の

場合、先述のとおり土器分類上の不手際によるものである可能性も高い。遺物の廃棄を考えた場合、直近の窪地がま

ずは廃棄場所の候補となろうが、そうした目で分布図を見た場合、当該期以前の住居跡が周辺にあっても当該期の土

器片の濃密な分布は必ずしもみられないのである。まずは、ここでは大半の土器片は当該期の住居跡に廃棄されると

いう点を確認しておきたい。

　第240～244図では石器の分布を示した。打製石斧は、諸磯式土器片の濃密な分布域では分布が希薄である。小形

礫器は藤内式期の住居跡を中心に集中分布する傾向を示すが、クボミ石は住居跡ばかりでなくそれ以外の地域にも多

く分布し、比較的分散傾向の強い分布状況を示している。小形礫器894点に対しクボミ石1,035点とクボミ石の方が

小形礫器よりも多いのにもかかわらず分散傾向が認識できるのは、両者の使用後の扱われ方の違いを物語っている可

能性が指摘できる。クボミ石は作業場所近くに遺棄されたり、土坑などに埋納される機会が多いのに対し、小形礫器

は作業場所には遺棄されず住居跡覆土中に廃棄される傾向が強いと言えるかもしれない。これは、さらに想像をすれ

ば小形礫器が作業ご清掃されるような場所、たとえば竪穴住居内での作業に供されるのに対し、クボミ石は竪穴外の

オープンスペイスで使用されていたといったことも想定可能である。

　礫については（第246図)、500ｇ未満の礫の住居跡内での集中性の高さが見て取れる。500ｇ以上の礫は住居内に

もそれ以外の空間にも分散分布するが、10㎏以上の礫については環状集落中央部の土坑を主体とした地域に比較的

多い状況が見て取れる。これに対して、石棒の分布は環状集落中央部にはみられず（第241図)、それを取り囲む住

居跡に分布している点が注目されよう。

第4節　各住居跡内の遺物分布

　ここでは各時期の住居跡の内、遺物量が比較的豊富な住居や切り合い関係のある住居のいくつかを例示し、特に垂

直分布のあり方について報告する（第15～22図)。分布図は、土器、石器、礫の別に作図し、土器は時期別、石器は

器種別、礫は重量分類別に記号で示した。記号の凡例は第16図に示した。平面図は1／120、垂直分布図の平面方向

は1／120であるが、垂直方向については4倍の1／30で示してある。垂直分布図のエレベション図は遺構編の断面

位置に合致する。平面図にエレベーション図作成位置のポイントを示したが、垂直分布図は平面図下方向から投影し

た図となっている。土器は全体分布を示したが、石器、礫についてはエレベーション図作成位置の両側約50㎝の幅

がおおむね1ｍの範囲について投影したものである。こうして示した分布図をみると、特に土器全体の垂直分布図で、

時期別に分布を検討すると上・中・下の3層区分が可能である。

1　上層の区分と特徴

　第15図に示した3住は井戸尻式期の住居形態を示し、覆土中から井戸尻式期を中心とした土器片が出土している。

垂直分布をみると、曽利式期の土器片が分布する範囲が把握できる。曽利式期の土器片の分布がみられないレベルと

の境界に線を入れると、住居跡中央部でやや窪む層状の遺物分布部分を区切ることができる。これを「上層」とする。

上層には曽利式期を含め、各時期の土器片が混在し、厚さはおおむね20～30㎝である。他に上層がみられる住居跡

は、図示した住居跡の内、5・12・11・16・35・38・44・49住でみられる。層状に全体を覆うもの（3・5・11・
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12住）と、住居跡中央に窪地状に分布するもの（16・35・38・49住）とがある。11住では当該期である諸磯式期の

土器の分布の上を、厚さ20㎝ほどの五領ヶ台式式期から曽利式期にかけての土器片の層が覆うが、平面分布では11

住内に限定されており、これも窪地状の部分への遺物の集中である可能性がある。なお、44住では狢沢式期の覆土

中に井戸尻式期の土器片が1点分布するのみであり、土坑などのピンスポット的な撹乱である可能性がある。

2　下層の区分と特徴

　これより下位では土器片の分布が濃密な住居跡中央部分と、土器片の分布が希薄な住居跡周辺部分とに分けられる。

濃密分布部分を「中層｣、希薄部分を「下層」とする。まず、下層について平面分布をみると、土器・石器・礫とも

住居跡の外郭線のすぐ内側に遺物の希薄な空間がドーナツ状にあり、住居中央部に遺物が集中する。垂直分布図をみ

ると、この部分は遺物分布の希薄な下層部分であり、下層が平面分布図では環状に分布することが分かる（｢下層の

環状分布」と呼ぶ)。こうした状況は、ほとんどすべての住居跡で確認できる（第1～8図)。上層が層状に覆う3・

5・11・12住でも平面分布図で下層の環状分布が確認でき、上層の遺物が中層から浮き上がったものを中心とし、

若干の後世の遺物がこれに混在しているとみることも可能であり、上層の形成過程を考える上で示唆的である。

　また、下層は切り合い関係を示す住居跡においても確認できる。5・12住では、藤内式期（5住）と新道式期

（12住）の切り合いである（第2・3図)。12住の中層に藤内式のマークが目立つが、先述のとおり幅広角押文をす

べて藤内式としたため齟齬が生じたものと考えられる。ここで注目されるのは、切り合う2軒の住居跡でも、切り込

んだ住居跡（時期の新しい住居跡、この場合5住）に遺物分布の環状構造がみられる点である。垂直分布図をみると、

切り合う部分の5住側に、土器・石器・礫いずれにおいても分布の希薄な下層が形成されていて、下層の環状分布が

確認できる。こうした状況は、25・32・38住（第21図)、43・44住（第19図）でも確認できる。

　なお、5住の場合、東北部に曽利式期の4号配石に伴う遺物分布がみられるが、上層の一部として下層の環状分布

の上に乗りかかっている状況が垂直分布図から確認できる。こうした状況は、16住（狢沢式期）西側の新確認住居

（井戸尻式期）でも確認できる（第18図)。この場合、16住側が最大20㎝ほど落ち込み、生活時の重圧によって16住

の覆土が窪んだものと思われる。逆に、16住の覆土が新住居形成段階（2型式の時間幅の後）にはこの程度の硬度

をもっていたことの証となるかもしれない。

3　中層の区分と特徴

　中層は、20～30㎝の厚さで住居跡中央部に層状に分布している。中層には住居跡の当該期の遺物が分布し、図版

編に示した土器の多くは中層出土である。3住の中層の平面分布をみると、特に土器の分布が均一な分布ではなく、

中央部分に分布の希薄な空間が存在している。石器・礫でもやや不鮮明ではあるが希薄な空間を認識できる。垂直

分布図では、土器の場合、中層の中央部分が希薄で、周囲の分布が濃い状況が見て取れる（｢中層遺物分布の環状構

造」と呼ぶ)。こうした状況は、5住（第16・17図)、38住（第21図)、43住（第19図）でも確認できる。中層が直

接床面に接する場合（3・5・11・12・16・49住）と、中層の下に10㎝程度の薄い下層を形成している場合（21・

23・25・32・38・35・43・44住）とがみられる。

　また、中層は周囲（住居跡壁に近い位置）ほど遺物の分布が薄くなる状況を示すものがある（5・12・16・21・

35・49住)。さらに、43住では当該時期である井戸尻式期よりも後の土器の分布はみられないが、垂直分布図をみる

と遺物分布の希薄な空間が中層を覆うように分布している。平面分布では下層の環状分布が確認できるので、垂直分

布図では遺物の希薄な層が、下層から上層に連続するようにも見受けられる。43住は平面分布図では、上層の環状

分布と中層の環状構造の両者がみられる。中層全体の分布位置が住居跡の南側にかたよって分布している点と、中層

の垂直分布が住居跡の壁側に高く、中央側に低く、傾いて分布する点とが見て取れる。つまり、中層全体が一体とし

て傾きをもっているのである。その一体となった中層に無遺物の土層が覆い被さるように分布しているとみることも

でき、無遺物の上層の存在も推定可能と思われる（第19図では破線よって上層と下層の想定境界を示した)。中層が

平面分布図である方向にかたよって位置する状況は、38住でも観察できる。ここでは、中層の周囲に遺物の希薄な

部分が周囲から挟み込むように分布している（中層内の破線が両者の境界)。これらの例から、住居跡の窪地中央部

に一体となって分布する中層に対して、周囲から遺物の希薄な層がのしかかるように分布するようになるのかもしれ
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ない。中層の形成過程を考えるのに示唆的である。

　ところで、3住の場合、出土土器の3が中層の三カ所にブロック状に分散して分布している。この内、一部のブロ

ックが上層中に浮き出ていることが分かる。垂直分布図をみると、この部分より右側では曽利式期の土器片の分布が

みられない。あるいは、この部分は中層に含まれる部分で、曽利式期の土器片は土坑などで中層に掘り込まれたもの

かもしれない。いずれにしても、同一土器個体が遺物分布の環状構造の中に分散して分布することは注目すべき事象

である。中層の形成が住居跡周辺からの廃棄行為（投棄行為）と仮定した場合、ひとつの土器個体が数ブロックに分

割され、さらに別方向からそれぞれ投棄されたことになる。なお、3は一部の土器片が二次的に火を受け黒色化して

おり、割れた後に一部の土器片が他とは別の扱いを受けたことになり、分割廃棄には有利な材料である。こうした、

中層における同一土器個体の分散分布は、12住の8（第16図)、43住の6（第19図)、44住の16（第19図)、49住の

11（第20図）などにもみられるが、3住の3ほど広範囲ではない。

4　住居跡覆土層の形成過程

　住居跡覆土層と出土遺物群について、住居跡のライフサイクルという視点から精緻な分析が小林謙一氏（小林

1995ほか）や黒尾和久氏（黒尾1988ほか）によってなされ、縄文時代集落研究の基盤が形成されつつある。こうし

た研究動向に対して、今回の報告は十分に答え得るものではないが、集落研究の前提となる住居跡覆土層の形成過程

について若干の所見を提示したい。

　住居跡覆土層の内、下層の形成については、すでに「第一次堆積層」と呼ばれ、住居廃絶後、竪穴内に周囲から流

れ込んだ土層とする説が提示されて久しい。この説では、切り合い関係を示す住居においても下層の環状分布が形成

される過程については説明できない。切り込んだ住居の構築によって掘り上げられら遺物を多量に含む覆土が、その

住居の廃絶後に第一次堆積層のもとになるとすると、相当量の遺物が第一次堆積層に混入するはずである。また、酒

呑場集落は継続的に形成されており、廃絶後に竪穴を裸地にした場合、継続居住する住人がそこにまったく廃棄物を

投棄しなかったとする無理な想定も必要である。今回提示した下層の環状分布は、廃絶住居の周囲の遺物分布状況に

かかわらず形成されており（今回提示した平面分布図は、住居跡周辺の遺物分布も図化している)、遺物の分布を排

除し土壌のみを形成させるフルイのような「仕掛け」の想定が必要である。

　そこで想起されるのが住居上屋構造の屋根材の存在である。武藤康弘氏は北米先住民族の民族誌研究から「竪穴の

廃絶後、屋根の覆い土が腐朽した屋根材の隙間から竪穴内に流入して堆積する可能性が高い」ことをすでに指摘して

いる（武藤康弘1995)。住居廃絶時に屋根材を竪穴に覆い被すようにしたならば、屋根材やそれより下位の空間では

土壌生物等の活動によって土壌形成がなされるが、その上に遺物を含む土層が形成されても、屋根材にはばまれて下

層には到達しない。屋根材は竪穴窪地内に侵入する遺物を排除しながら下層を形成することになると想定できる。屋

根材によって住居の床面や壁が保護され、床の硬化面や壁の立ち上がりが発掘できることにもなる（まったく裸地と

して竪穴が放置された場合、一冬超すだけで床の硬化面、壁の立ち上がりなどは消滅する可能性は実験的に確認して

いる（保坂康夫1997)。なお、屋根材として茅を想定することが多いが、櫛原氏は鋭利な鎌のような道具のない縄文

時代では茅を多量に刈り取ることは不可能とし､「木材を並べ隙間を草等でふさいで土で覆う」と想定している（櫛

原功一1994)。屋根材を透過して土壌が落ちることを考えると、打製石斧などで打ち払われた木の枝を重ねて葺いて

いた可能性をここでは指摘しておきたい。

　次に、中層の形成過程であるが、これまで第一次堆積層の上に土器が一括廃棄された事例を「吹き上げパターン」

と呼び、住居廃絶以降、窪地となった竪穴内への季節的な土器廃棄行動が想定（小林達雄1974）され、集団移動の

証拠とされた（末木1975)。一括廃棄は43住で観察できる（図版編写真図版19)。一括廃棄ではないが完形に近い土

器が単体で中層中に点在する状況もいくつかの住居で観察できる（図版編写真図版参照)。しかし、43住のように完

形に近い土器群が団塊状にまとまる状況は非常にまれな出土状況である。一般的には大小の土器片が石器や礫と混在

し土壌の中に点在するといった状況である。生活廃棄物は、おそらくさまざまな生活活動の中で、時それぞれに違っ

た内容を持っていたはずである。ところが、中層の遺物分布を検討してみると、土器・石器・礫、さらには種類別、

時期別、重量別といった分類形態もが、それぞれほぼ同一の分布状況を示しており、三者が混在しているのである。

廃棄行為を考えた場合、さまざまな種類の土器・石器・礫が、ほどよく混在する廃棄物を常に投棄し続けるという想
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定をしなければならない。中層の遺物群が周囲からの投棄だとした場合、どこかで廃棄物を混ぜるという行為を想定

しなければならなくなる。

　そこで、この混ぜるという行為を屋根材の上で実施することを考えたい。それは、屋根材の上に葺かれる土葺きの

存在である。すでに、土葺き住居の存在が提示されている（櫛原功一1994、武藤康弘1995など）が、これまでの論

議では土葺きの土層は「第一次堆積層」とされるあまり遺物を含まない下層であるという論議であった。ここでは、

その土葺き材に遺物を含む土層を想定したい。住居形成時には周辺遺物を含む土層が屋根材の上に形成されるが、長

期間居住を考えると、定期的に屋根材を取り替え、土葺きを吹き替える作業が想定される。この時に新たな生活廃棄

物が混在することになると考えたい。中層の遺物をみると、礫の出土量については、上屋構造の変化に対応して諸磯

式期・五領ケ台式期から狢沢式期～曽利式期の段階に増加することを示した。礫は非常に小形の礫も多くみられる。

酒呑場遺跡は風成堆積物を主体とするローム層を基盤としており、礫を基盤から得ることができない。したがって、

小形礫についても河川等からわざわざ持ち込まれているのである。数少ない例ではあるが、本遺跡で小礫集積が確認

されており（Ｉ区50住：図版編図版24、Ｊ区3住3住ピット充填小礫)、小礫をまとめて採取し保管しておく行為の

存在が指摘できる。44住の覆土内集石も、300ｇ未満の小形礫で完形の非焼け礫を中心にしたもので、これもその可

能性がある。これらの用途を考えた場合、屋根の土葺きへの混和材との想定が可能となる。また、礫のなかにはかな

りの高温で焼かれたものも存在している。焼け礫は集石としてまとまって存在することが通例であるが、酒呑場遺跡

では焼け礫の集石がみられない。集石活動は行ったが、使用した礫はほとんど土葺きの中に混和されたとの想定も可

能となる。中層を土器・石器・礫などが混和された土葺き層であると考えると、中層の一体的なありようや土器個体

の分散分布も理解できる。また、中層出土遺物群が上層出土遺物群にくらべ、ある時期の形態的特徴を強く示す状況

がある点を石器や土器の検討の中で示してきたが、この遺物群の一括性の由来も理解することができる。

　団塊状にまとまった土器群は一括廃棄と認識できるが、その時期は最後の土葺き葺替え作業の直後から廃絶までの

期間に土葺きの上に廃棄された場合や、廃絶直後に竪穴内に落ち込んだ土葺きの上に廃棄された場合も想定可能であ

り、周辺住居からの廃棄とする従来の考え方以外に、当該住居の居住者のよる廃棄行為も想定可能となる。完形土器

の覆土中での点在分布についても同様な想定が可能である。

　また、中層の環状構造については、土葺き土層を屋根に乗せる関係上、その構造が屋根の形態に影響されることに

なる。竪穴中央に倒れ込んだ土葺き中央に空間があるということは、屋根の頂上に穴があいていて、この部分に土葺

きがなされていなかったことを示す可能性がある。武藤氏はアメリカ先住民族の民族例から、屋根の頂上部に入り口

を設けた竪穴住居の可能性を指摘している（武藤康弘1995)。また別の考え方として、家屋頂上部に煙出しを想定し、

この部分に土葺きがなされていなかった状態も指摘できる。床面上に一次堆積層を介さずに中層が分布する状況は、

住居廃絶段階で上屋をたたむ時にこの空間に土葺きの一部が流れ込んだり、廃絶後に徐々に流れ込んだものである可

能性が指摘できる。

引用文献

小林　達雄　1974「縄文世界における土器の廃棄について｣『国史学』93

末木　　健　1975「移動としての吹上パターン｣『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書－北巨摩郡長坂・

明野・韮崎地内－』

黒尾　和久　1988「竪穴住居出土遺物の一般的なあり方について－「吹上パターン」の資料的検討を中心に－｣『古

代集落の諸問題』

櫛原　功一　1994「縄文中期の環状集落と住居形態｣『山梨考古学論集』

小林　謙一　1995「住居跡のライフサイクルと一時的集落景観の復元｣『シンポジウム縄文中期集落研究の新地平』

武藤　康弘　1995「民族誌からみた縄文時代の竪穴住居｣『帝京大学山梨文化財研究所研究報告』第6集

保坂　康夫　1997「竪穴住居址の掘削痕への着目－なぜ残らないかを考える－｣『山梨県考古学協会誌』第9号　



－ 70 － － 71 －

1

2

3

1
2 3

2

1 3

712.0m

0 

 

30cm

0 

 

30cm

712.0m

0 

 

30cm

712.0m

0 

 

30cm

712.0m

上層 

下層 下層 
中層 

（記号の凡例は第16図） 
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第16図　Ｉ区5・12住遺物分布図（1）(平面は1／120，断面垂直方向は1／30）

遺物分布図の記号凡例

土器

　　諸磯ｂ・ｃ式

　　五領ヶ台式

　　角押文のある土器（狢沢式）

　　三角押文のある土器（新道式）

　　幅広押文のある土器（藤内式）

　　半肉彫文のある土器（井戸尻式）

　　曽利式

　　時期不明

石器

　　打製石斧

　　横刃形石器

　　大形礫器

　　小形礫器

　　タタキ石（平面図では南北方向に

立っているマーク）

　　クボミ石（平面図では南北方向に

立っているマーク）

　　スリ石（平面図では南北方向に対

して寝ているマーク）

　　稜ズリ石（平面図では南北方向に

対して寝ているマーク）

　　石皿

　　礫石皿

　　台石

　　石棒

　　大形剥片

礫

　　1～499ｇ

　　500～999ｇ

　　1000～9999ｇ

　　10㎏以上
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第17図　Ｉ区5・12住遺物分布図（2）および21住遺物分布図（平面は1／120，断面垂直方向は1／30）
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第18図　Ｉ区16住遺物分布図（平面は1／120，断面垂直方向は1／30）
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第19図　Ｉ区43・44住遺物分布図（平面は1／120，断面垂直方向は1／30）
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第20図　Ｉ区49住遺物分布図（平面は1／120，断面垂直方向は1／30）
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第21図　Ｉ区25・32・38住遺物分布図（平面は1／120，断面垂直方向は1／30）
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第5章　弥生・古墳時代の遺物

第1節　弥生時代について

　僅かながら壺および甕（第101図1～5）が遺構外より出土している。いずれも小破片のため全体の形態は不明で

あるが、頸部や胴部の外面全面に縦羽状あるいは斜めの条痕文を施しており、それらの特徴から中期初頭に属するも

のと考えられる。

　該期の資料は、近年八ヶ岳南麓地域においても検出事例が増えてきており、今後は縄文時代晩期からの系譜や土器

の交流等、中部高地における弥生文化伝播のあり方について明らかにされることを期待したい。

第2節　古墳時代について

　第1次から第4次にわたる酒呑場遺跡の調査で確認された古墳時代の主な遺構は、竪穴住居跡16軒（Ｃ区－17・

33・51・71・101・103～108号、Ｄ区－2・9・10号、Ｅ区－1号、Ｊ区－3号)、掘立柱建物跡5棟（Ｃ区－1～

3号、Ｄ区－1号、Ｉ区－1号）などであり、Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｉ区の北側台地縁辺部から東部にかけて分布している。

また、竪穴住居跡16軒中7軒（17・33・103・105～108号）が焼失家屋と考えられる。これらの遺構からは、大半

を占める土器のほか、鉄製品（鉄鏃など）や石製品（砥石など）が僅かに出土している。本項では、住居跡出土土器

を中心に記載を行うこととしたい。

1）器種構成

　住居跡出土土器には、基本器種として壺・甕・高坏があり、坏・器台・鉢・甑・ミニチュア品が少量含まれている。

以下、主要器種の形態や器形などの特徴を述べる。

ａ．壺

　壺は形態から広口壺（第102図56)・直口壺（第102図58)・小型壺（第101図7・17・20・28、第102図55）に大別

でき、文様を持つ加飾壺や有段口縁壺は見られない。器形的には胴部中央に最大径を有し、頸部が屈曲するものが主

体となる。

ｂ．甕

　甕はハケ調整のＳ字状口縁台付甕（第101図9・18・30～33、第102図38・45～49・53・57など）が主体となり、

単純口縁のもの（第101図8など）は僅かに出土している。Ｓ字状口縁台付甕は、肩部に横走するハケ目の見られな

いＤ類（小林健二1991）のみとなる。また、甕の口縁部に刻目を施すものは見られない。

ｃ．高坏

  高坏は坏部に稜を持つもの（第101図22・23など）と持たないもの（第102図42など）が見られる。また、脚部で

は3カ所の穿孔が見られるものが主体的であるが、棒状に近い形態のもの（第102図54）も存在する。

2）時期的な位置づけ

  住居跡出土土器は、壺・甕・高坏など主要器種の形態や器形などの特徴からＳ字状口縁台付甕Ｄ類の存在を指標と

する山梨県史 期「古墳時代前期」にいずれも比定されるものと考えられる。

　なお、住居跡の主軸方向からＣ区では4グループ（17・51・103・106～108号、33号、71・105号、104・111号）

に分類されることから時期細分の可能性もあり、今後改めて検討していきたい。

3）今後の課題

　八ヶ岳南麓の古墳時代前期において本遺跡をはじめとする各集落跡の形成・変遷過程、集落相互の関連、さらに韮

崎市坂井南遺跡や北杜市北村遺跡の方形周溝墓群など墓域との関わりについても今後具体的に解明していきたい。

参考文献　

小林　健二　1991　「甲府盆地におけるＳ字甕の定着について」『古文化談叢』第26集　九州古文化研究会
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第6章　自然科学分析

第1節　酒呑場遺跡出土の異系統縄文土器の胎土分析

山梨文化財研究所　河　西　　　学

はじめに

　本遺跡では既に縄文前期後半の諸磯ｂ式土器についての胎土分析を行っている（河西、2003)。その結果ほとんど

の諸磯ｂ式土器は、花崗岩類を主体とする組成の原料を用いていることが明らかになった。さらに肉眼観察の結果、

縄文中期勝坂期の台形土器では、安山岩を主体とする在地的組成の胎土が顕著であった。このように、同一地域にお

いても異なる時期の土器型式間では胎土組成が大きく変化する現象が認められた。

　今回は、縄文早期終末から中期後半にかけての異系統土器の胎土組成を明らかにすることを目的として、胎土分析

を行ったので、以下に報告する。

分析試料

　試料は、発掘調査担当者によって型式分類された異系統土器25点を肉眼観察し、傾向を把握した（第29表)。木島

第29表　肉眼観察による土器の胎土分類
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式・北白川下層式・平出3類Ａ土器などは花崗岩類地域に産地が推定されるものがほとんどである。中越式は火山岩

類が伴う点で特徴がある。唐草文系土器では、花崗岩類が主体で火山岩を伴う。船元 式は、花崗岩類が主体である

がその他多様な岩石を含む。里木 式は、雲母や泥岩などで特徴づけられる。肉眼観察結果を踏まえ分析試料12点

を選定した（第30表、第23図)。

分析方法

　土器試料は、切断機で3×2.5㎝程度の大きさに切断し、残りの試料は保存した。土器片試料はエポキシ樹脂を含

第30表　試料表

1 2 3 4

5

6

7 8 9 10 11 12

13 14 15
16

17

18 19
20 21

22
23

24 25

第23図　分析試料実測図（1／2)（図中番号は、第29・30表の試料番号と一致する）



－ 82 － － 83 －

第31表　土器胎土中の岩石鉱物

（数字はポイント数を、＋は計数以外の検出を示す）

第25図　岩石組成折れ線グラフ

第24図　土器胎土の岩石鉱物組成
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第32表　折れ線グラフによる土器分類

第26図　土器のクラスター分析樹形図〔＊は前回分析試料（河西，2003)〕
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浸させて補強し、土器の鉛直断面切片（厚さ3㎜）を切断し、Ｘ線透過写真を撮影し（1)、その後岩石薄片と同じ要

領で薄片を作製した。さらにフッ化水素酸蒸気でエッチングし、コバルチ亜硝酸ナトリウム飽和溶液に浸してカリ

長石を黄色に染色しプレパラートとした。次に以下の方法で岩石鉱物成分のモード分析を行なった。偏光顕微鏡下に

おいて、ポイントカウンタを用い、ステージの移動ピッチを薄片長辺方向に0.33㎜、短辺方向に0.40㎜とし、各薄片

で2,000ポイントを計測した。計数対象は、粒径0.05㎜以上の岩石鉱物粒子、およびこれより細粒のマトリクス（｢粘

土｣）部分とし、植物珪酸体はすべてマトリクスに含めた。

分析結果

　分析結果を第31表に示す。試料全体の砂粒子・赤褐色粒子・マトリクスの割合（粒子構成)、および砂粒子の岩石

鉱物組成および重鉱物組成を第24図に示す。重鉱物組成では右側に基数を表示した。岩石組成折れ線グラフを第25

図に示す。この折れ線グラフは、各岩石のポイント総数を基数とし、各岩石の構成比を示したものである。折れ線グ

ラフの第1・2ピークの組み合わせによって土器を分類した（第32表)。クラスター分析の樹形図を第26図に示す。

クラスター分析は、折れ線グラフと同様の10種の岩石データを用いて行なった。クラスター分析での非類似度は、

ユークリッド平方距離を用い、最短距離法によって算出した。第26図は、本遺跡今回分析試料のほか、前回分析試

料（河西，2003)、長坂町石原田北遺跡（河西，2001）の胎土組成、および甲府盆地周辺地域の河川砂の岩石組成な

どを比較したもので、便宜的に1～8をクラスターに付した。なお、クラスター4の一部を4ａとした。以下に特徴

を述べる。

木島式（Nos. 1，3）

　粒子構成に占める砂粒子の含有率（以下含砂率）は、No. 1が19％に対し、No. 3は32.4％と高い。岩石鉱物組成

は、両者とも類似性が高く、石英・斜長石・花崗岩類などが高率で含まれる。花崗岩類は、黒雲母・白雲母を伴う。

重鉱物組成は、角閃石・黒雲母・白雲母から主として構成され、ときにジルコン・ザクロ石などが検出される。第

32表ではＧ群に、第26図ではクラスター4ａに含まれる。花崗岩類地域に原料産地が推定される。

　水沢（1994）は、長野県御代田町塚田遺跡の木島式を胎土分析し、花崗岩類・接触変成岩・白雲母の多産で特徴

づけられることから領家帯を起源とする可能性を指摘している。パリノ・サーヴェイ（2002）は、長野県木曽福島

町川合遺跡の木島式を胎土し、領家花崗岩類との関係を推定している。甲府盆地内河川砂の重鉱物組成において、黒

雲母よりも白雲母が多い試料は、今のところない。またパリノ・サーヴェイ（2000）は角閃石とザクロ石からなる

重鉱物組成を示す北白川系土器の産地を領家帯に推定している。これらのことからNos. 1，3の産地は、県内には

分布しない領家帯などの白雲母を特徴とする花崗岩類分布地域に原料産地が推定される可能性が高いといえる。これ

らのことは、木島式土器胎土の特徴が広域的に類似している可能性を示す。

中越式（Nos. 5，6）

　Nos. 5，6は、明らかに異なる組成を示す。

　No. 5は、含砂率が24％を示す。岩石鉱物組成は、安山岩が66％と卓越し、変質火山岩類・玄武岩・重鉱物・斜長

石・石英などをわずかに伴う。重鉱物組成は、単斜輝石が多く、斜方輝石・角閃石・カンラン石・不透明鉱物などが

含まれる。第32表ではＡ群に、第26図では八ヶ岳周辺地域の河川砂や石原田北遺跡の中期土器とともにとともにク

ラスター8に含まれる。今回の分析試料の内唯一の在地的組成を示す土器である。

　No. 6は、含砂率が30％を示す。岩石鉱物組成は、花崗岩類が32％と多く、ほかに石英・カリ長石・斜長石・重鉱

物など花崗岩類構成鉱物から主として構成される。安山岩・デイサイトの含有は極めて微量である。重鉱物組成は、

黒雲母・不透明鉱物・角閃石など花崗岩類構成鉱物から構成される。第32表ではＧ群に、第26図ではクラスター4

ａに含まれる。花崗岩類分布地域に原料産地が推定される。

　パリノ・サーヴェイ（2002）は、長野県木曽福島町川合遺跡の中越式土器を胎土し、領家花崗岩類地域および堆

積岩地域に産地を推定している。本遺跡のNos. 5，6は川合遺跡の胎土組成と異なる。花崗岩類が多いNo. 6は、

白雲母がほとんど検出されず、黒雲母・角閃石を伴う甲府岩体や甲斐駒ケ岳岩体などとの類似性が認められる。これ
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らのことから、中越式土器胎土は、地域的な特徴をもつ傾向が認められ、木島式胎土と対照的であるといえる。

北白川下層式（Nos. 8，10，14，16）

　Nos. 8，10，14，16は、含砂率が24～25％で極めて類似性の高い値を示す。岩石鉱物組成は、北白川下層 ａ式

Nos. 8，10と北白川下層 ｂ式Nos. 14，16とでやや異なる。

　Nos. 8，10は、岩石鉱物組成において花崗岩類・砂岩・石英などで特徴づけられ、ホルンフェルス・泥岩などを

わずかに伴う。斜長石と重鉱物の含有率が極めて低い。第32表ではＧ－ｓｓ群に、第26図ではクラスター4に含ま

れる。両試料は花崗岩類と堆積岩が分布するほとんど同一産地に属すると考えられる。斜長石と重鉱物の含有率が極

めて低く、砂岩などを伴う岩石鉱物組成の特徴は、従来分析された甲府盆地周辺試料ではほとんど認められていない。

甲府盆地周辺に原料産地が求められる可能性は低いと推定される。

　Nos. 14，16は、岩石鉱物組成において花崗岩類と石英・斜長石・カリ長石など花崗岩類構成鉱物から構成される。

重鉱物は、含有率が少ないものの、黒雲母・白雲母・角閃石など花崗岩類構成鉱物からなる。第32表ではＧ群に、

第26図ではクラスター4ａに含まれる。両試料は花崗岩類分布地域の同一原料産地に属するものと推定される。木

島式と同様に領家帯などの白雲母を特徴とする花崗岩類分布地域に原料産地が推定される可能性が高いと考えられる。

　境川村諏訪尻遺跡出土の北白川系・北白川系（模倣）などは、角閃石が主体でザクロ石を伴う胎土中重鉱物組成が

報告されている（パリノ・サーヴェイ，2000)。今回の北白川下層式試料ではNos. 14，16で、角閃石とザクロ石が

検出されており、分析方法の違いを考慮すると類似性が認められる。

　伊豆諸島新島本村田原遺跡や神津島上の山遺跡の北白川下層式土器は、花崗岩類とその構成鉱物から主として構成

される（清水,1977；古城，1978)。神奈川県坪ノ内・宮ノ前遺跡の北白川下層 ｃ式土器は、花崗岩類が多く、砂

岩・泥岩をわずかに伴う（松田，2000)。今回の分析結果を含め北白川下層式土器は、花崗岩類を主体とし堆積岩を

伴う組成が広域に共通する可能性があるかもしれない。

平出3類Ａ土器（Nos. 17，19）

　含砂率は、No. 17が37％と高く、No. 19は22％とやや低い。岩石鉱物組成は、花崗岩類およびその構成鉱物が優勢

である。No. 17では泥岩・砂岩、および片岩やマイロナイト様変成岩などがわずかに含まれる。重鉱物の含有率も比

較的多く、重鉱物組成では黒雲母が卓越し、白雲母・角閃石などが検出される。第32表では、No. 17がＧ－ｍｄ群に、

No. 19がＧ群に、第26図では両者ともクラスター4ａに含まれる。No. 17は、石原田北遺跡No. 7との類似性が高く、

片岩は三波川帯の変成岩との関連性が推定され、マイロナイトは中央構造線の分布地域との関連性がそれぞれ想定さ

れることから、長野県内などからの搬入土器の可能性が推定される。No. 19は、花崗岩類分布地域に原料産地が推定

されるものの、No. 17ほど地域を限定できない。

唐草文系土器（No. 21）

　No. 21は、含砂率が26％を示す。岩石鉱物組成は、花崗岩類が68％と優占し、変質火山岩類・安山岩・デイサイ

トなどをわずかに伴う。重鉱物含有率はやや少なく、黒雲母・角閃石・斜方輝石・不透明鉱物などから構成される。

第32表ではＧ群に、第26図ではクラスター4ａに含まれる。主として花崗岩類地域に原料産地が推定される。産地

候補としては、甲府盆地の釜無川・笛吹川流域の花崗岩分布地域や長野県内などの花崗岩類分布地域などが挙げられ

る。大和田遺跡出土の唐草文系土器（No. 7）は、花崗岩類・変成岩・堆積岩などが多く含まれる特徴を示し、本遺

跡No. 21の組成とは明らかに異なる。このことから八ヶ岳南麓に出土する唐草文系土器の産地は、多様である可能性

が想定される。

里木 式（No. 25）

　No. 25は、含砂率が30％を示す。岩石鉱物組成は、泥岩・砂岩が多く、花崗岩類・変成岩をわずかに伴う。重鉱物

組成は、黒雲母と白雲母とから構成される。第32表ではＭＤ－ｓｓ群に、第26図ではクラスター1に含まれる。主

として堆積岩地域に原料産地が推定される。

　岡山県里木貝塚の一部と広島県大田貝塚の里木 式には領家変成岩が含有され、里木貝塚出土の他の里木 式には

花崗岩類が含有される（清水，1973)。大阪府小阪遺跡での里木 式では、花崗岩類が多い（清水，1992)。本遺跡
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No. 25は、これらの胎土組成と異なる。数少ないこれらの胎土組成からみて、里木 式土器は大局的には地域的地質

を反映した胎土を示すものと推測される。八ヶ岳南麓地域の新道・藤内～曽利期においては在地的土器が作られ、搬

入土器もあまり遠方ではない周辺地域に産地が推定されるる傾向がある。これらの搬入土器は、花崗岩類あるいはデ

イサイトなどを含むものがほとんどで、堆積岩が卓越する場合は極めて少ない。堆積岩で特徴づけられるNo. 25は、

より遠方の地域に産地をもつ可能性が高い。

おわりに

　今回の分析では異系統の土器を分析したが、No. 5の中越式土器を除く全ての土器が八ヶ岳山麓地域とは異なる地

質原料を用いていることが明らかになった。おそらく多くの土器は搬入されたものと考えられる。中越式土器につい

ては、八ヶ岳西麓地域周辺において下諏訪町武居遺跡・富士見町坂平遺跡・諏訪市十二ノ后茅野市・原村阿久遺跡遺

跡などで多くの住居跡が出土していることから、八ヶ岳火山に起源する堆積物を土器原料として利用した可能性は高

いと考えられる。

　八ヶ岳南麓における従来の胎土分析結果では、新道～藤内式では在地的土器が卓越する。八ヶ岳周辺地域の安山

岩質の堆積物を多量に利用した例としては、石原田北遺跡No. 5が中間的組成ながら最も古い事例であった（河西，

2001)。今回中越式No. 5が在地的土器であることが判明したことで、安山岩質の堆積物利用が前期初頭までさかの

ぼる可能性が示された。ただし安山岩質堆積物の利用はその後継続せず、前期後半の諸磯式期の八ヶ岳南麓では、八

ヶ岳周辺堆積物の利用が極めて低調であったと考えられる。これは、土器作りのシステムが一様でないことを示して

いると思われる。データの蓄積を待って再検討したい。

註2　ここではデイサイト～流紋岩質の珪質火山岩の総称としてデイサイトを使用している。
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第2節　酒呑場遺跡の使用痕分析

（株）アルカ　高　橋　　　哲

資料の選択

　チャート・黒曜石製の石匙82点、並びに粗製石匙147点の計229点を観察した。

観察方法

　キーエンス社のデジタルHDマイクロスコープ（VH－7000）による低倍率ズーム（VHZ05）と高倍率ズームレン

ズ（VHZ450）を用いて高倍率の使用痕光沢の観察をおこなった。観察倍率は、450倍～1000倍（倍率はマイクロス

コープでの倍率で従来の金属顕微鏡の倍率比とは異なる）である。観察面は、中性洗剤で洗浄をおこない、適宜ア

ルコールを浸した脱脂綿で軽く拭き取り、脂分などを取り除いた。観察範囲は、石器表面全体を詳細に観察し、使

用痕光沢および線状痕の認定をおこなった。使用痕光沢分類は梶原・阿子島の分類基準とし（梶原・阿子島1981)、

微小剥離痕の名称は、阿子島（阿子島1981）を用いた。チャートと黒曜石の光沢タイプは御堂島に準じた（御堂島 

1986・88)。アルカでも同実験を行い同様な結果が得られている（高橋 2003)。

　属性表の中に､「なし」「不明」の項目がある｡「なし」は何も確認できなかったことを指し､「不明」は痕跡が残

されているが、不明瞭であるため、光沢タイプなどを決定することができない項目を示している。

分析結果

　229点中27点の石匙に使用痕が確認できた。粗製石匙147点は、表面の風化が激しく使用痕は確認できなかった。

　　光沢

　多くは、Ｅ、Ｉ、ＣやＤ1タイプ光沢が確認できた。特にＥタイプ光沢やＩタイプ光沢が多い。これらの光沢は

骨・角・皮・肉などといった動物資源関係で生じる光沢であり、Aタイプ光沢やBタイプ光沢といった植物質被加工

物で生じる光沢は確認できなかった。

　　線状痕

　石器の操作方法を推定する重要な属性をもつ線状痕に関しては、刃部に対して平行方向に走るものが14点確認で

き、直交方向が5点に確認できた。基本的にはカッティングに使用されたと考えられる。直交方向の線状痕がみられ

た光沢は、Ｄ1タイプとＥタイプ光沢である。これらの石匙は刃部が急角度に加工されており、スクレイピングに適

した刃部に加工されたと考えられる。

まとめ

　酒呑場遺跡の石匙は、使用痕分析の結果、動物の解体・処理に利用されたことが明らかになった。

　粗製石匙に関しては、表面風化が激しく光沢や線状痕は確認できなかった。今後この風化の激しい資料をどのよう

に石器組成全体の中で、位置づけていくかが課題である。

※観察石器9点の所見

　観察した石匙の中から9点資料化したので、それら石匙について下に記述する。

　他の石器については、分析資料属性表（第33表）のデータを参照されたい。

図版編第159図113（第27図）

［形態］黒曜石製の縦形石匙である。両面加工で、紡錘形の平面形態である。

［刃部］刃部先端には肉眼でも強度の摩耗がみられた。顕微鏡では、この部分は、黒曜石本来の平滑な面ではなく。

砕けたような状態を呈している（写真6)。
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［光沢］光沢は刃部の左右両辺に確認できた。鈍く表面が荒れており、Ｅタイプ光沢と考えられる（写真1～4)。

［線状痕］縁辺に対して平行方向に走る線状痕がみられた。

［摘み部］摘み部はもとの黒曜石の表面をよくのこしており（写真5)、何かに接触したような痕跡はみられなかっ

た。

［推定される作業］以上の特徴から、肉・皮などの被加工物に対して、カッティング操作が想定できる。

図版編第157図105（第28図上）

［形態］黒曜石製の横形石匙である。

［刃部］直線状の形態で、低刃角の片面加工である。

［光沢］光沢は、非常に弱く、元の黒曜石の稜上部分に摩耗とともにかすかにみられる程度であることから、Ｉタイ

プ光沢と考えられる（写真1～4)。

［線状痕］縁辺に対して平行方向に走る線状痕がみられた。

［摘み］摩滅や光沢などは確認できなかった。

［推定される作業］皮や肉などの被加工物をカッティングした操作が想定される。

図版編第157図106（第28図下）

［形態］黒曜石製の横形石匙である。

［刃部］外湾した形態で、低刃角の片面加工である。

［光沢］光沢は、非常に弱く、縁辺の狭い範囲に部分的に発達することから、Ｉタイプ光沢と考えられる（写真2)。

［線状痕］縁辺に対して平行方向に走る線状痕がみられた（写真1，3)。

［摘み部］摘み部はもとの黒曜石の表面をよくのこしており、何かに接触したような痕跡はみられなかった。

［推定される作業］皮や肉などの被加工物をカッティングした操作が想定される。

図版編第158図109（第29図上）

［形態］チャート製の縦形石匙である。

［刃部］片面加工で直線形態の急角度刃部である。使用痕は、右辺に確認できた。

［表面状態］良好な表面状態である（写真6)。

［光沢］光沢は、明るく滑らかであるが、刃部縁辺に限定されて広がる。Ｄ1タイプ光沢と考えられる（写真1，3，

4)。部分的に発達段階のＤタイプ光沢がみられた（写真2)。背面側には部分的に稜上にも同タイプの光沢が確

認できた（写真5)。

［線状痕］縁辺に対して直交方向に走る線状痕がみられた。

［摘み部］軽微の摩耗がみられたが、光沢などはみられなかった。

［推定される作業］骨・角に対してスクレイピングやホイットリングの操作が想定される。

図版編第159図112（第29図下）

［形態］チャート製の縦形石匙である。

［刃部］片面加工で、直線形態の急角度の刃部である。

［光沢］光沢は、鈍く、荒れた表面である（写真1～2)。光沢分類に類似したものはなく、不明光沢である。

［線状痕］縁辺に対して直交方向に走る線状痕がみられた。

［摘み部］軽微の摩耗がみられたが、光沢などはみられなかった。

［推定される作業］以上の特徴から、被加工物は不明であるが、スクレイピング操作が想定できる。

図版編第157図108（第30図上）

［形態］頁岩製の横形石匙である。

［刃部］直線状の形態で、急刃角である。

［表面状態］刃部以外の部分は良好な表面である（写真1，3)。

［光沢］鈍く荒れた表面状態である。土に対して作業もしくは、作業中に土が混入して生じるXタイプ光沢に類似し
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ている（写真2)。

［線状痕］不明である。

［摘み部］軽微の摩耗がみられたが、光沢などはみられなかった。

［推定される作業］光沢から土に対して使用した可能性もあるが、石器自体が小形であるため、土掘りの機能は考え

にくく、作業中に土などが混入した可能性がある。そのため被加工物は不明である。

図版編第156図103（第30図下）

［形態］チャート製の横形石匙である。

［刃部］外湾した形態で、急刃角の片面加工である。

［光沢］光沢は、末端部に確認できた。鈍く表面が荒れており、Ｅ2タイプ光沢に類似している（写真1～3)。し

かし典型的なＥ2タイプ光沢と比較すると明るく、Ｅ2タイプ光沢特有の鈍さはない。

［線状痕］縁辺に対して直交方向に走る線状痕がみられた。

［摘み部］軽微の摩耗がみられたが、光沢などはみられなかった。

［推定される作業］皮や肉などの被加工物をスクレイピングした操作が想定される。

図版編第157図107（第31図上）

［形態］チャート製の横形石匙である。

［刃部］外湾した形態で、低刃角の片面加工である。

［光沢］光沢は、鈍く、荒れた表面である（写真1，2)。光沢分類に類似したものはなく、不明光沢である。

［線状痕］縁辺に対して平行方向に走る線状痕がみられた。

［摘み部］軽微の摩耗がみられたが、光沢などはみられなかった。

［推定される作業］被加工物は不明であるが、カッティングした操作が想定される。

図版編第156図102（第31図下）

［形態］チャート製の横形石匙である。

［刃部］直線状の形態で、急刃角の片面加工である。

［表面状態］良好な表面状態である（写真4)。

［光沢］やや明るいが、網目状に広い範囲に広がる。Ｃタイプ光沢と考えられる（写真1～3)。

［線状痕］縁辺に対して平行方向に走る線状痕がみられた。

［摘み部］軽微の摩耗がみられたが、光沢などはみられなかった。

［推定される作業］骨・角などに対してカッティングが想定される。
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第33表　分析資料属性表
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第27図　縦形石匙の使用痕
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第28図　横形石匙の使用痕
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第29図　縦形石匙の使用痕
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第30図　横形石匙の使用痕
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第31図　縦形石匙の使用痕
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第3節　山梨県長坂町酒呑場遺跡出土黒曜石産地推定結果

沼津工業高等専門学校　望　月　明　彦

分析法 エネルギー分散蛍光Ｘ線分析法（EDX）

分析装置 セイコーインスツルメンツ卓上型蛍光X線分析計　SEA－2110L

分析条件 管電圧 50kV 管電流・自動設定

 測定時間 240sec 雰囲気・真空

 照射径 10㎜

 検出器 Si（Li）半導体検出器

測定元素 Al（アルミニウム)、Si（ケイ素)、K（カリウム)、Ca（カルシウム)、Ti（チタン)、Mn（マンガン)、

Fe（鉄)、Rb（ルビジウム)、Sr（ストロンチウム)、Y（イットリウム)、Zr（ジルコニウム）

試料の洗浄 5分間（汚れがひどい場合は15分間）超音波洗浄器で洗浄。

 さらに汚れを拭き取ってから測定。

産地推定法 得られた蛍光Ｘ線スペクトル強度を元素記号で表すとする。

 二つの方法とも以下の指標を用いる。

指標 Sum＝Rb＋Sr＋Y＋Zr とする。

 Rb分率 = Rb/Sum

 Sr分率 = Sr/Sum

 Zr分率 = Zr/Sum

 Mn*100/Fe

 log（Fe/K）

産地のシートに上げた黒曜石産地から、産地原石を採集し、測定する。

測定結果から上記の指標を算出する。

以上から、産地原石に関するデータベースを作成する。

下記の二つの方法で産地推定を行う。

①判別図法

　用いる指標　図1　横軸：Rb分率、縦軸：Mn/Fe

　　　　　　　図2　横軸：Sr分率、縦軸：log（Fe/K）

　　推定方法　遺跡出土試料を蛍光X線分析し、指標を計算。

　　　　　　　指標を図にプロットする。

　　　　　　　重なった原石産地を推定結果とする。

②判別分析

　用いる指標　算出された指標全て。

　　推定方法　各産地との類似度を距離で算出。

　　　　　　　判別図法では遺跡出土試料と重なっている産地を推定結果とする。

　　　　　　　この産地は試料と2次元的に最も距離が近い。

　　　　　　　判別分析ではこの距離を数学的にｎ次元で計算する。

　　　　　　　試料と最も距離（マハラノビス距離）が近い産地を推定結果とする。

　　　　　　　この距離から、各産地に属する確率を計算する。
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第34表　酒呑場遺跡出土黒曜石産地推定結果
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第33図　黒曜石の産地判別2第32図　黒曜石の産地判別1
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第35表　判別図に用いた産地原石判別群 第36表　酒呑場遺跡出土黒曜石産地推定結果

第34図　東日本の黒曜石産地
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第4節　酒呑場遺跡における自然科学分析報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　酒呑場遺跡は、釜無川の支流である大深沢川と、塩川の支流である宮川に挟まれた台地上に位置する。本地域の地

形については、甲府盆地第四紀研究グループ（1969）や田中（1994）等の研究が知られている。それによれば、本

遺跡が立地する台地は、高位段丘面に相当する。

　本遺跡では、発掘調査により縄文時代中期や古墳時代前期（五領期）の遺構・遺物が検出されている。本報告では、

出土した遺物について自然科学分析を行い、その利用状況に関する情報を得る。

1．調査課題

（1）炭化材の樹種

　古墳時代の焼失住居跡や縄文時代の住居跡からは住居構築材などと考えられる炭化材が出土している。これらの炭

化材について樹種同定を行い、その種類を明らかにするとともに、各時代の用材選択について考察する。

（2）種実遺体の種類

　縄文時代の住居跡や土坑からは、炭化した種実遺体が出土した。これらの種実遺体の同定を行い、過去の植物利用

の一端を明らかにする。

（3）土偶に付着した白色物質の分析

　本遺跡から出土した土偶の中には、白色物質が付着しているものが確認された。これらの白色物質が何に由来する

ものかを明らかにするため、Ｘ線回折分析を行う。

2．炭化材の樹種

（1）試料

　試料は、Ｃ・Ｄ区の縄文時代中期前葉の20住・32住・78住・79住および、古墳時代（五領期）の10住・33住から

出土した炭化材37点である。各試料の詳細については、樹種同定結果と共に表1に記した。

（2）方法

　木口（横断面)・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子

顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

（3）結果

　樹種同定結果を表1に示す。縄文時代中期前葉の32住アスファルトおよび炭化物は、木材組織が全く観察できず

不明とした。また、78住炭化物は、種子試料であったため、他の種実とともに報告する。

　炭化材は全て落葉広葉樹で、4種類（ハンノキ属・コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・ミズキ属）に同定された。

各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

•ハンノキ属（Alnus sp.）　カバノキ科

　散孔材で、管孔は単独または2～4個が放射方向に複合する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は密に対列状に配列す

る。放射組織は同性、単列、1～30細胞高のものと集合放射組織とがある。柔組織は短接線状～散在状。

•コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinus sp.）　ブナ科

　環孔材で孔圏部はほぼ1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと複合放射組織とがある。柔組織は

周囲状および短接線状。

•クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属
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　環孔材で孔圏部は1～4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。

•ミズキ属（Cornus sp.）　ミズキ科

　散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独。道管は階段穿孔を有し、段の数は20～50、壁孔は対列

～交互状に配列する。放射組織は異性 型、1～5細胞幅、1～30細胞高。柔組織は散在状。年輪界はやや不明瞭。

（4）考察

　古墳時代前期の2軒の住居跡から出土した、住居構築材と考えられる炭化材は、いずれもコナラ節が多く、他には

ハンノキ属が各1点認められたのみであった。このことから、住居構築材にはコナラ節を主とした用材選択が行われ

たと考えられる。本地域では、古墳時代の住居構築材について樹種を明らかにした例はほとんどない。しかし、近接

する関東地方では、古墳時代の住居構築材について、多くの調査例が知られている。その結果では、東京都や埼玉県

などの台地上を中心とした遺跡でコナラ亜属のクヌギ節・コナラ節が多く認められており（高橋・植木，1994)、今

回の結果とも調和的である。また、韮崎市堂の前遺跡では弥生時代後期後半、長坂町健康村遺跡では平安時代の住居

構築材について樹種同定が行われた例がある（高橋，1987；パリノ・サーヴェイ株式会社，1994)。その結果では、

第37表　炭化材の樹種同定結果
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コナラ亜属のコナラ節やクヌギ節が多く認められ、今回と同様の傾向が認められる。これらのことから本地域では、

古墳時代の住居構築材にコナラ亜属を主とした用材選択が行われたことが推定される。また同様の用材選択は、弥生

時代後期後半は行われており、少なくとも平安時代までは続いていたことが推定される。

　一方、縄文時代の遺構から出土した炭化材は、柱材や燃料材の可能性があるが、その詳細は不明である。樹種はク

リとミズキ属が認められたが、古墳時代に多かったコナラ節は1点も認められなかった。縄文時代の住居跡などから

出土する炭化材にクリが多い傾向は、関東地方・北陸地方・東北地方の多くの遺跡で報告例がある。本地域周辺では、

白州町上北田遺跡から出土した炭化材にクリ（類似種を含む）が確認された例がある（パリノ・サーヴェイ株式会社，

1993)。これらのことを考慮すれば、本遺跡においても縄文時代にクリが住居構築材や燃料材などに多く利用されて

いたことが推定される。また、縄文時代に多かったクリが、古墳時代ではほとんど見られなくなる傾向は、関東地方

でも確認されている（千野，1991；高橋・植木，1994)。これらのことから、本地域においても縄文時代と古墳時代

とで用材選択が異なっていた可能性がある。

　本地域では、過去の用材選択に関する資料が少ないので、今後さらに資料を蓄積しながら時代別の用材選択につい

て検討を重ねたい。

3．種実遺体の種類

　Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅ区の種実遺体

（1）試料

　試料は、Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅ区の縄文時代中期前葉の遺構から出土した種実遺体20点と、炭化材試料中に含まれてい

た種実遺体1点である。各試料の詳細は、種実遺体同定結果とともに第38表に記した。

（2）方法

　双眼実体顕微鏡下で種類を同定し、種類毎にびんに保存する。

（3）結果

　結果を第38表に示す。以下に検出された種類の形態的特徴について記す。

•オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim) Kitamura）　クルミ科クルミ属

　炭化した核の破片が検出された。黒色で大きさは1.5㎝程度。木質で堅い。表面は荒いしわ状であり、内側には子

葉が入る窪みがある。

•クリ（Castanea crenata Sieb. et Zicc.）　ブナ科クリ属

第38表　Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅ区種実遺体の同定結果

　炭化した子葉の破片が検出された。黒色、半球

状で大きさは1㎝程度。表面には荒いしわ状の模

様がある。

•コナラ属（Quercus sp.）　ブナ科コナラ属

　炭化した子葉が検出された。黒色、縦につぶれ

た球形、大きさ1㎝程度。表面は維管束が浅い筋

状に残る。

（4）考察

　今回検出されたものは、いずれも火熱を受けて

炭化している。いずれも縄文時代の主要な植物食

であり、出土例も多い（渡辺，1982)。このこと

から、これらは当時の重要な食料として採取、利

用されていたことが示唆される。本遺跡周辺では、

北巨摩郡白州町上北田遺跡で同様な種類が検出さ

れている（パリノ・サーヴェイ株式会社，1993)。
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　 区の種実遺体

（1）試料

　試料は、縄文時代前期末～中期末

にあたる住居跡10件分から出土し

た16点である。いずれも浮遊選別

法によって得られた炭化物で、量は

5～50粒ぐらいと少ない。これら

は、フローテーション装置にて選別

したもので、浮上して1㎜の篩に残

ったものである。また、沈殿した中

にも炭化物がみられたため、この中

の一部を拾って加えてある。試料の

詳細は、結果とともに表1に示す。

第39表　Ｉ区種実遺体の同定結果

（2）方法

　双眼実体顕微鏡にて、その形態的特徴から種類を同定する。これらは種類ごとに瓶に入れて保存する。

（3）結果

　分析の結果を第39表に示す。いずれの試料も保存が悪く、表面の形態などを判別しにくいものが多い。大部分が

オニグルミの破片で、他に若干の種実を含む。炭化材片もみられるが、いずれも数㎜以下と微細なため、種類を特定

することは難しい。以下に検出された種類の形態的特徴を示す。

•オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim) Kitamura）　クルミ科クルミ属

　炭化した核の破片が検出された。大きさは5mm程度。木質で堅い。表面は深く荒いしわ状となる。

•サンショウ（Zanthoxylum piperitum DC.）　ミカン科サンショウ属

　果実が検出された。炭化しており黒色、楕円形で大きさは4㎜程度。表面には浅い不規則な網目模様がみられる。

•ミズキ（Cornus controversa Hemsley）　ミズキ科ミズキ属

　炭化した核が検出された。大きさは6㎜程度。縦方向にややつぶれた球形。基部に大きな臍がある。縦方向に走る

溝がみられる。

•マメ類（Leguminosae）

　炭化した種子が検出された。大きさは4㎜程度。楕円形で、半分に割れ、側面には「へそ」が存在する。

（4）考察

　今回検出された種実はいずれも炭化していることから、当時の燃料材に混ざるなどして火熱を受けたものと考えら

れる。いずれも周辺の山野に生育している種類であることから、周辺から採取し、燃料材等として用いた可能性があ

る。特にオニグルミは細片であることから、人為的に破壊された可能性がある。オニグルミは収量が多く保存もきく

ことから、植物質食料としては重要である。このことから、食用として利用したあと、残渣を燃やしたと考えられる。

また、サンショウは香味や薬用として有用な種類であることから、当時利用されいた可能性がある。ミズキは、木質

で堅いことから、残りやすかったのであろう。また、マメ類は保存が悪いためはっきりとはわからないが、非常に小

さいことから、野生種であると考えられる。

今回検出されたコナラ属は、上北田遺跡ではＡタイプとしているクヌギなどに近い形状を有するものである。クヌギ

は「あくぬき」の伝承が途絶えた種類であり、非常に「あく」の強い種類である（渡辺，1975)。現在利用されてい

ない種類が当時利用されていたとすれば、植物利用の変遷をとらえる上で興味深い結果である。
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4．土偶に付着していた白色物質のＸ線回折分析

（1）試料

　試料は、縄文時代中期前葉の土偶に付着していた白色物質である。土偶は、Ｃ区3住ａ土偶1（図版編第109図

1）とＣ区97住P－267（図版編第103図10）の2点を選択した。それぞれの土偶からは、表面に付着していた白色

物質と、対照試料として胎土を採取した。

（2）分析方法

　胎土片に付着する白色物質を柄付針やカッターナイフで採取し、メノウ乳鉢で微粉砕（200メッシュ以下）した。

また、対照試料の胎土は、破断面を利用してカッターナイフ等で採取し、白色物質と同様の方法で粉砕した。これら

を顕微鏡用スライドグラスに採取し、アセトンで薄く広げ、風乾した。これをＸ線回折分析試料とした。

　この分析試料について、以下に示す測定条件でＸ線回折分析を行った（足立，1980；日本粘土学会，1987)。同定

および解析は、測定回折線の主要ピークと回折角度から原子面間隔および相対強度を計算し、それに該当する化合物

または鉱物をＸ線粉末回折線総合解析プログラム（五十嵐，未公表）により検索した。

　装　置：島津制作所製ＸＤ－3Ａ

　Target：Cu（Ｋα）

　Filter：Ni

　Voltage：30KVP

　Current：30mA

　Count Full Scale：5,000C/S

　Time Constant：2.0sec

　Scanning Speed：2°/min

　Chart Speed：2cm/min

　Divergency：1°

　Recieving Slit：0.3mm

　Scanning Range：3～45°

（3）結果

　Ｘ線回折チャートと検出鉱物を第35・36図に示す。

　Ｃ区3住ａ土偶1に付着していた白色物質から検出された鉱物は、石英（quartz)、斜長石（plagioclase)、クリス

トバライト（cristobalite)、角閃石（hornblende)、ハロイサイト7Å（7Åhalloysite)、透輝石（diopside）である。

また、土偶1の胎土から検出された鉱物は、角閃石（hornblende)、ハロイサイト7Å（7Åhalloysite）を除けば、

白色物質と同じである。

　Ｃ区97住P－267の土偶に付着していた白色物質から検出された鉱物は、石英（quartz)、斜長石（plagioclase)、

クリストバライト（cristobalite)、ハロイサイト7Å（7Åhalloysite)、透輝石（diopside）である。また、土偶の胎

土から検出された鉱物は、透輝石を除けば白色物質と同じである。

　検出鉱物の説明を以下に記す。

石英（quartz）

　化学式はSiO2。最も普遍的に産出する造岩鉱物の一つで花崗岩・片麻岩など酸性の火成岩・変成岩中の主成分鉱

物として産する。また鉱脈中の脈石として、砂岩・礫岩などの堆積岩中など珪酸に飽和した岩石中に広く産する。比

重は2.65。通常無色、ときに黄・赤・緑・青・黒褐色、ガラス～脂肪光沢。

斜長石（plagioclase）

　長石（feldspars）の一種。主としてAb（NaAlSi3O8）－An（CaAlSi2O8）からなる長石。斜長石はたいていの岩石

中にほとんど普遍的に存在し、その量と岩石構造上の役割から、造岩鉱物の内で最も重要なもの。比重2.62～2.76。
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斜長石には低温型と高温型があり、両型の漸移型も存在する。いずれも三斜晶系である。

クリストバライト（cristobalite）

　石英と多形の関係にある結晶性ケイ酸塩鉱物で、SiO2の化学式で表される。火山岩や火山砕屑物中に見い出され

る。

角閃石（hornblende）

　造岩鉱物の主要な一群。化学組成は一般式AX2Y5Z8O22（OH，F，Cl）により表される。この式のＡにはNaが、Ｘ

には主としてMg，Ca，Mn，Fe2＋などが、ＹにはMg，Al，Fe2＋，Fe3＋などが、Ｚには主にSiとAlが入る。それらの

組合せによる多くの鉱物種が知られている。単斜晶系で、一部斜方晶系のものもある。結晶構造は二重鎖構造のイノ

ケイ酸塩。火成岩中の角閃石は、主にホルンブレンドであり、酸性岩から超塩基性岩まで広く産する。ホルンブレン

ドは変成岩にもよく見られる。また、変成岩には多くの種類の角閃石が産し、とくに高圧型変成岩に見られる藍閃石

は、特徴的な鉱物として知られる。その他アクチノライト、カミングナイトなどもよく見られる。

ハロイサイト（halloysite）

　カオリン粘土鉱物の一つの種で、ケイ素四面体シートとアルミニウム八面体シートの1：1層の積み重なりからな

る。試料によっては、八面体シートのアルミニウムが一部鉄によって同型置換されている。ハロイサイトのうち、層

間に1分子層の水をはさむものをハロイサイト10Ａ（加水ハロイサイト)、層間水がぬけたものわハロイサイト7Ａ

（メタハロイサイト）と呼ぶ。

透輝石（diopside）

　単斜輝石の一つ。MgはFe2＋およびMnによって置換されるほか、AlAlによるMgSiの置換（いわゆるチェルマーク

置換）が成立する。無・白・灰・淡緑色、ガラス光沢。硬度6。比重3.27。石灰岩・苦灰岩起源のスカルンの構成鉱

物として産するほか、苦鉄質～超苦鉄質岩の構成成分をなす。。

（4）考察

　分析の結果、Ｃ区3住ａ土偶1の表面から採取した白色物質では、土偶の胎土には認められなかった角閃石とハロ

イサイトが認められた。検出された鉱物の一般的な性状を勘案すると、白色物質は陶磁器や耐火物の原料、製紙用と

して利用されるハロイサイトに由来する可能性が高い。Ｃ区97住P－267の土偶では、白色物質と胎土両方からハロ

イサイトが検出されているが、ハロイサイトが熱に弱いこと、土偶が脆かったことを考慮すると、試料採取時に白色

物質が少量混入した可能性がある。

　ハロイサイトは、粘土鉱物として一般的であり、白色系の粘土が土偶焼成後に塗布された可能性がある。
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第36図　Ｃ区97住Ｐ－267の白色物質・胎土のＸ線回折チャートおよび検出鉱物



－ 108 － － 109 －

第37図　炭化材（1）
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第37図　炭化材（2）・種実遺体
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第5節　酒呑場遺跡出土土偶の付着物質について

（株）パレオ・ラボ

1．はじめに

　山梨県北巨摩郡長坂町に所在する酒呑場遺跡において、表面の一部に白色を呈する付着物質が認められる土偶が出

土した（Ｃ区97住Ｐ267、図版編第103図10)。この物質は、土偶表面の文様の溝の部分や、くぼんだ部分に付着して

いるものの、量的には非常に少ないものである。ここでは、この付着物質の化学組成を蛍光Ｘ線分析により明らかに

した。さらに、その他の比較試料の分析結果を考慮し、材質について若干の検討を行なった。

2．分析方法

　試料については、以下のとおりで、試料No. 2，3を比較試料とする。

試料No. 1：白色付着物質の一部を土偶表面から削り取ったもの。

試料No. 2：本遺跡で出土した白色粘土をそのまま乾燥させたもの。No. 1の白色付着物質は、この白色粘土に由来

する可能性が指摘されたため、比較試料として分析を行なった。

試料No. 3：土偶の表面で、付着物質がついていない部分。参考のため、比較試料として分析を行なった。

　これらについて、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析計（SEA－2001L：セイコー電子工業㈱製，Be薄型－Ｘ線管

球）を用いて、非破壊で蛍光Ｘ線を計測し、スペクトルで表した。測定条件は、測定時間300sec、照射径10㎜、電

圧15KVで、試料室内は真空である。なお、元素は、Si（ケイ素)，Ti（チタン)，Al（アルミニウム)，Fe（鉄)，

Mn（マンガン)，Ca（カルシウム)，Ｋ（カリウム)，Ｐ（リン）について測定した。化学組成については、酸化物

の形式で表すとともに、通産省工業技術院地質調査所の岩石標準試料を用いて定量し、％で表した。なお、ここでは、

Na（ナトリウム）およびMg（マグネシウム）は、定量が困難な場合があるので、除いてある。

3．結果および考察（第40表，第39～41図）

　蛍光Ｘ線スペクトルからは、No. 1から3ともに、主としてAl，Si，Ｐ，Ｋ，Ca，Ti，Mn，Feのピークが検出さ

れる。化学組成からみると、No. 1は、No.2，3と比較して、P2O5が多い点が特徴的である。また、No. 1はNo.2，

3と比較して、Al2Ｏ3が多く、Fe2O3，TiO2，K2Oが少ない。No. 2は、No. 1，3と比較してSiO2，CaOがやや多い。

　以上の結果のように、No. 1の白色付着物質の化学組成は、当然のこととして、No. 3の土偶の表面のものとは異

なっている。また、No. 2の白色粘土とも明らかに異なる特徴を示す。したがって、No. 1の白色付着物質は、No. 

2の白色粘土を直接用いたものではないと考えられる。

　上記のように、白色付着物質には、リンが多く含まれている。白色を呈し、リンを多く含む物質として、可能性が

あるものをあげると、木材や草本などの植物を燃やした灰、あるいは獣骨や人骨などが推定される。しかし、上記の

分析結果だけで、この物質の起源を断定することは困難である。さらに、その他の状況的な証拠の検討、および考古

学的な知見からの考察を加えて判断するべきであろう。
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第40図　試料No. 2（白色粘土）の蛍光Ｘ線スペクトル図

第41図　試料No. 3（土偶表面）の蛍光Ｘ線スペクトル図

第40表　試料の化学組成

第39図　試料No. 1（白色付着物質）の蛍光Ｘ線スペクトル図

（Al：アルミニウム，Si：ケイ素，Ｐ：リン，Ｋ：カリウム，Ca：カルシウム，

Ti：チタン，Mn：マンガン，Fe：鉄）
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第6節　酒呑場遺跡出土の炭化種実

（株）パレオ・ラボ　　新　山　雅　広

1．試料と方法

　検討した試料は、試料番号(遺構名など)の付されたビンに収納された炭化物を主体とした試料175点である。炭化

物は、炭化材が大半であり、その中に含まれている炭化種実を実体顕微鏡下で拾い上げた。ここでは、これらの炭化

種実を検討し、本遺跡付近での食生活を推定することを目的とした。

2．結果および考察

　出土した炭化種実の一覧を第41表に示した。なお、大型植物化石として同定しうるものを全く含んでいなかった

試料は、「なし」と記載した。同定されたのは、木本のみでオニグルミ炭化核、クヌギ近似種炭化子葉、クリ炭化子

葉、ブナ科炭化子葉、サンショウ属炭化種子、キハダ炭化種子、ミズキ炭化核の7分類群であった。ブナ科炭化子葉

は、細かな破片であり、同定は控えたが、おそらくクヌギ近似種かクリであると思われる。これら出土した分類群は、

食用などとして利用されていたことが予想され、特に多くの試料から出土したオニグルミ、クリは主要な食料源であ

ったのではないだろうか。

3．大型植物化石の形態記載

•オニグルミ（Juglans ailanthifolia Carr.）炭化核

　出土した核は、炭化した細かな破片であり、明らかに利用されていたことが予想される。オニグルミの核は、表面

には筋が入り、緩やかな起伏があるが、裏面は著しい起伏があることが多い。核壁は緻密で硬く、割れ口にはしばし

ば光沢がみられる。割れ口の断面は、空隙がみられることが多い。

•クヌギ近似種（Quercus cf. Acutissima Carruth.）炭化子葉

　炭化子葉は比較的大型で完形であれば球形であるのでクヌギ近似種としたが、アベマキの可能性もある。表面には、

浅い筋が入る。

•クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）炭化子葉

　出土した炭化子葉は、全て破片であるが、完形であれば三角状卵形であることが予想でき、断面が平凸レンズ状の

ものがみられるのでクリと同定した。表面には比較的深い筋(溝)が入る。

•サンショウ属（Zanthoxylum）炭化種子

　破片であるためこれ以上の同定は控えたが、表面の網目模様が細かいのでおそらくサンショウと思われる。

•キハダ（Phellodendron amurense Rupr.）炭化種子

　完形であれば扁平な半月形。表面には非常に細かな浅い網目模様がある。

•ミズキ（Cornus controversa Hemsley）炭化核

　核は偏円形で基部に大きな臍があり、表面には浅い縦溝がある。
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第41表　出土炭化種実一覧（個数の（　）付きは破片の数を示す）
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第42図　出土した炭化種実（スケールは1㎜）
1．オニグルミ、炭化核破片、73土坑　2．オニグルミ、炭化核破片、8住ウメガメNo. 362
3．クリ、炭化子葉破片、235土坑

第43図　出土した炭化種実（スケールは1㎜）
1．クヌギ近似種、炭化子葉破片（半割)、2住　2．クリ、炭化子葉破片、 ′－42－22　3．サンショウ属、炭
化種子破片、13住炉土器　4．キハダ、炭化種子破片（半割)、2住（2）　5．ミズキ、炭化核完形、14住炉



－ 116 －

第7節　彩色土器塗料の蛍光Ｘ線分析と土鈴・土偶のＸ線写真

　図版編第50図1の諸磯ｂ式期の浅鉢彩色土器について、蛍光Ｘ線による非破壊分析を、帝京大学山梨文化財研究

所鈴木稔氏に実施していただいた。第44図にスペクトル図を示した。鉄分に強いピークがみられ、酸化鉄が原材料

であることが分かる。

　また、体内に空洞があり小石ないし土玉を入れた土偶や土鈴について、内部の観察のためレントゲン撮影を、鈴木

稔氏に実施していただいた。第45図にネガ状態の写真を示した。1－Ｐ1が土偶で、Ｃ区1住Ｐ1（図版編第111図

1）である。土鈴は、19－Ｐ134がＣ区19住Ｐ134（図版編第127図2)、68－Ｐ26がＣ区68住Ｐ26（図版編第127図

7)、Ｆ44がＦ′44Pit3（図版編第127図5）である。いずれも、中の玉は丸みが強く、土玉である可能性が高い。

第44図　彩色土器塗料の蛍光Ｘ線分析スペクトル図

第45図　土鈴・土偶のレントゲン写真
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第7章　まとめ

　酒呑場遺跡は、4次にわたり9区約11,000㎡の発掘調査がなされ、今回の遺物編により一応ここにこれらの報告を

終了することになる。改めてこれまでに刊行された酒呑場遺跡関連の報告書を列記すると、

1．山梨県教育委員会・山梨県農務部1997『酒呑場遺跡（第1・2次）－酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査

報告書（遺構編)－』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第135集､（Ａ～Ｈ区）

2．山梨県教育委員会・山梨県農務部1997『酒呑場遺跡（第3次)－酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査報告書

（遺構編－前編)－』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第136集､（Ｉ区）

3．山梨県教育委員会・山梨県農務部1998『酒呑場遺跡（第3次)－酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査報告書

（遺構編－後編)－』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第169集､（Ｉ区）

4．山梨県教育委員会・山梨県農務部2003『酒呑場遺跡（第4次)－酪農試験場屎尿発酵施設建設に伴う発掘調査報

告書－』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第209集､（Ｊ区）

5．山梨県教育委員会2004『酒呑場遺跡（第1～3次)－酪農試験場増・改築工事に伴う発掘調査－（遺物編－図版

編)』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第216集

6．長坂町教育委員会1996『酒呑場遺跡Ｇ区』長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第11集

の6冊である。7冊目の本報告書で全部出揃うことになる。本報告書で扱う1～3次調査の出土品はコンテナ約

2,700箱におよび、十分消化できたとは言い難い状況であり、土器は大形個体でありながら縄文のみのものなど実

測・報告ができなかったものが相当数ある。石器についても膨大な資料数のため実測図については代表例の提示を行

い、住居跡ごとについては実数の提示にとどまった。

　酒呑場遺跡の縄文時代集落像については、大きく3段階の集落がみられる。第1段階は諸磯ｂ式期で、Ｉ・Ｄ・

Ｂ・Ｊ区にかけて、長方形で中央部分が空白となるような小さな環状集落の存在を推定できる。次に五領ヶ台式期か

ら新道式期にかけてはＣ・Ｄ・Ｇ・Ｉ区に限定的な環状集落が形成される。この環状集落は、中期中葉の藤内式期か

ら井戸尻式期へと引き継がれるが、環状集落の内側へと住居跡分布の密度を濃くしている。これらが第2段階である。

中期後葉の曽利式期では環状集落を構成していたＣ・Ｄ・Ｉ区から住居跡の分布がほとんどなくなり、Ａ・Ｂ区での

住居跡分布が濃くなる。これが第3段階である。これ以外に前期初頭の中越式期の住居跡2軒と、後期初頭の称名寺

式期が1軒ずつみられるが、集落を構成してない。さらに、古墳時代前期の集落が形成されるが、八ヶ岳南麓では稀

少な例である。また、通常みられる平安時代の遺構・遺物がほとんどみられないのも特徴といえる。

　遺物群では、土器では、早期終末から前期中葉の木島式土器群、前期初頭の中越式土器群、前期前半の羽状縄文系

土器群が若干みられるものの、遺構に伴うものは中越式のみである。諸磯式土器群は比較的豊富で、集落を構成する。

諸磯ｂ3式段階を中心に諸磯ａ～ｃ式がみられるが、諸磯ａ式初頭はまったくみられず、諸磯ａ式後半、ｂ式初頭、

ｃ式は希薄であり、遺構もほとんどみられない。前期末の十三菩提式から五領ヶ台式 式の古い段階まではほとんど

見られない。五領ヶ台 式段階から土器が急激に増加し、それ以降継続的に曽利 式段階までみられる。型式として

は、五領ヶ台 式から井戸尻式初頭にかけては豊富であるが、井戸尻式の中葉段階の土器群が希薄で、曽利式の土器

群も他の遺跡と比較して貧弱である。称名寺式段階の土器はあるものの、それ以降の土器はごく少量ある程度である。

　土製品では土偶が152点と多い点が目につく。曽利式期がほとんどなく、五領ヶ台式期から井戸尻式期のもので、

狢沢式期から新道式期の土偶が多い点が特徴である。正座位のポーズ形土偶が目を引き、酒呑場型として認識されて

いる。また、粥状食料の存在を示す杓子形土製品が19点と多く出土している点も注目される。

　石器については、多量に出土はしているものの、どの時期に帰属するかは出土状態をたよりにしなければならない。

住居跡内出土遺物の垂直分布を検討し、下層の無遺物層、中層の当該時期遺物包含層、上層の住居埋没以降の遺物包

含層の3区分を行い、中層が住居の帰属時期に関する遺物の様相を示すことが確認できた。下層の出現過程を検討し、
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屋根の土葺きがなされたと推定し、住居での生活期間中に土葺き中に混和された遺物である可能性を示した。したが

って、中層遺物群を注意深く抽出すれば、ある生活期間中での土器や石器の内容や量の把握ができる可能性がある。

礫も土葺きの混和材として持ち込まれた可能性があり、上部構造の違いを背景として混和量に時期差があることが把

握された。石器の特徴としては、石鏃が諸磯式期から曽利式期まで幅広から細長へと徐々に形態変化している点、打

製石斧の最大長のものが徐々に長くなり藤内式期で最大となる点、藤内式期を中心として小形礫器が多く見られる点

など、把握できたことが成果としてあげられる。また、石皿の出土数が特に多く、諸磯式段階からその状況が出現す

ることから、石皿を多用する集落としての位置づけが当初よりあった可能性が指摘できる。

　理化学分析では、胎土分析で異系統土器を中心に行ったが、中越式の一部に在地的要素があり、安山岩質の八ヶ岳

系堆積物利用が前期初頭まで遡る可能性が示された。Ｊ区の報告で諸磯ｂ式土器群を分析したが、八ヶ岳系の胎土が

みられず花崗岩を主体とした胎土で、土器作りのシステムが時期によって異なることが解明されつつある。黒曜石産

地分析では、膨大な資料から抽出した100点あまりを分析したが、諏訪星ヶ台群を主体に、和田群が一定量みられ、

蓼科群が少量みられる状況である。Ｊ区の報告で、資料抽出法も含め検討したが、五領ヶ台式期から曽利式期までお

おむね同じような状況である。注目されるのは、神津島恩馳島群が少量ではあるが確認された点である。信州産黒曜

石の優位な地域になぜ遠く神津島産の黒曜石が搬入されたのか今後の課題である。使用痕分析では、Ａ～Ｈ区の229

点の石匙を観察し、チャート・黒曜石製の27点に使用痕が確認された。使用痕のうち光沢はＥ・Ｉタイプが多く、

Ａ・Ｂタイプがみられないことから、骨・角・皮・肉の処理に使用され、植物質の対象の加工には使われなかった可

能性が指摘された。線状痕からは、カッティングやスクレーピングの動作が推定されている。炭化材の分析ではクリ

材の多出が把握された。古墳時代ではコナラ節が中心で、時代による建築材の違いが推定された。炭化種実では、オ

ニグルミ・クリ・コナラ属（クヌギ)・サンショウ属・マメ類（自然種)・ミズキ・キハダが確認された。炭化材の分

析結果と合わせ、クリの存在は食料として大きかったものと思われる。オニグルミも出土数は多く、利用頻度が高か

ったものと思われる。コナラ属のクヌギについては、特にアクの強い種類であり、高度なアクヌキ技術が必要である。

杓子形土製品の存在から、粥状食物の存在が推定されるが、クヌギなどが利用されていた可能性は高い。マメ類は種

の同定はできなかったが、小形のため自然種とされた。サンショウ属も含めて食料とされていた可能性は高い。こう

した植物性食料と、クボミ石、スリ石、石皿といった石器群がどう結びつくか検討課題となる。ミズキ・キハダにつ

いては食料というよりも燃料とした枝に種実が付いていたものと思われる。
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第46図　付表計測位置と図版編実測図凡例

礫器・タタキ石・クボミ石・スリ石・稜ズリ
石は、最大長（長さ）をとり、それに直交す
る線で最大幅（幅）をとり、両者に直交する
線で最大厚（厚さ）をとった。
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付表　図版編掲載遺物観察表
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